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1 はじめに 

ODBCプログラマー参照編にようこそ。DBMasterは、強力かつ柔軟なSQL 
データベース管理システム (DBMS)です。会話型構造の問い合わせ言語

(SQL)、Microsoft のオープンデータベース結合(ODBC) 互換インタフェー

ス、およびC 言語対応埋め込みSQL (ESQL/C)をサポートします。唯一の公

開アーキテクチャであるODBC インタフェースは、多種多様なプログラミ

ングツールを使用して顧客アプリケーションを構築し、既存のODBC-適合

アプリケーションを用いてデータベースに問い合わせることを可能にしま

す。 

DBMasterは、シングルユーザーの個人データベースから、企業全体に分散

するデータベースまでに容易にスケール化することができます。どのよう

なデータベース構成を選択しても、重要データの安全性は、DBMasterのセ

キュリティ、整合性、信頼性の先進的機能によって確実に保証されます。

広範なクロス・プラットフォームのサポートは、現在あるハードウェアの

性能を高め、需要の変化に応じてより強力なハードウェアに拡大し、グレ

ードアップすることを可能にします。 

DBMasterは、優れたマルチメディア処理機能を提供し、あらゆるタイプの

マルチメディアデータを保存、回収、操作を可能にします。バイナリラー

ジオブジェクト(BLOB) は、DBMaster の先進的セキュリティと損傷リカバ

リ機能を全面的に利用して、マルチメディアデータの整合性を確実にしま

す。ファイルオブジェクト(FO) は、マルチメディアデータを管理する一方

で、既存のアプリケーションで各ファイルを編集できる機能を保持しま

す。 
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本書は、DBMaster用のフロントエンドのアプリケーションを開発し、アプ

リケーションでODBC関数を使用する方法を習得しようとしているプログ

ラマーに向けて書かれました。ユーザーの方は、Cプログラミング言語に

ついての知識と、サンプル・プログラムをコンパイル/実行することがで

きるC開発ツールをお持ちであると想定しています。 

C プログラミングに関する情報は、本書の対象外です。この範疇で問題に

遭遇した場合は、Cプログラミングのマニュアルを参照して下さい。お使

いの開発ツールでサンプル・プログラムをコンパイル／実行している際に

発生した問題については、開発ツールのマニュアル又は開発ツールのベン

ダーに問い合せて下さい。 

本書では、DBMaster ODBC APIとDBMaster ODBC APIを使った、データベ

ースのためのフロント・エンドのアプリケーションを構築するための概要

について説明します。本書では、ODBCプログラミングの紹介するだけを

目的としているので、ODBCの全ての概念と実践をカバーしているわけで

はありません。但し、記述されている全概念は、サンプル・プログラムで

何が何故起こるのかを理解するために充分な内容をカバーしています。 

各章で、関連関数のグループとそのオプションについて説明し、DBMaster 
ODBC APIとMicrosoft ODBC 2.1 仕様の間で遭遇するかもしれない違いに

ついて説明します（DBMaster のODBC 3.0 APIについての詳細は、8章の

「ODBC 3.0関数」を参照して下さい）。各関数の使用方法について、プ

ラグラムにどのように各関数を当てはめるのかを習得することができま

す。 

掲載する内容をより理解しやすくために、例と図を用いています。サンプ

ル・プログラムはCで記述し、適当なC/C++コンパイラでコンパイルする

ことができます。 

本書は、DBMasterの全ODBC関数に関する情報を紹介しており、Microsoft 
ODBC 3.0 APIを完全に網羅しているわけではないものの、全ての関数や状

態遷移の詳細情報を参照して業務に役立てることができることと思いま

す。推奨マニュアルは、Microsoft Pressの「Microsoft ODBC 3.0 プログラマ

ーズリファレンス」です。 

©Copyright 1995-2008 Syscom Computer Engineering Co. 1-2
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1.1 その他のマニュアル 
DBMasterには、本マニュアル以外にも多くのユーザーガイドや参照編があ

ります。特定のテーマについての詳細は、以下の書籍を参照して下さい。 

• DBMasterの能力と機能性についての概要は、「DBMaster入門編」を

参照して下さい。 

• DBMasterの設計、管理、保守についての詳細は、「データベース管

理者参照編」をご覧下さい。 

• DBMasterの管理についての詳細は、「JServer Managerユーザーガイ

ド」を参照して下さい。 

• DBMasterの環境設定についての詳細は、「JConfiguration Tool参照

編」をご覧下さい。 

• DBMasterの機能についての詳細は、「JDBA Toolユーザーガイド」を

参照して下さい。 

• DBMasterで使用しているdmSQLのインターフェースについての詳細

は、「dmSQLユーザーガイド」を参照して下さい。 

• DBMasterで採用しているSQL言語についての詳細は、「SQL文と関数

参照編」を参照して下さい。 

• ESQLプログラムについての詳細は、「ESQL/Cプログラマー参照編」

をご覧下さい。 

• エラーと警告メッセージについての詳細は、「エラー・メッセージ参

照編」をご覧下さい。 

• ネイティブDCI APIについての詳細は、「DCI ユーザーガイド」を参

照して下さい。 
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1.2 字体の規則 
本書は、標準の字体規則を使用しているので、簡単かつ明確に読むことが

できます。 
 

斜体 斜体は、ユーザー名や表名のような特定の情報を表し

ます。斜体の文字そのものを入力せず、実際に使用す

る名前をそこに置き換えてください。斜体は、新しく

登場した用語や文字を強調する場合にも使用します。 

太字 太字は、ファイル名、データベース名、表名、カラム

名、関数名やその他同様なケースに使用します。操作

の手順においてメニューのコマンドを強調する場合に

も、使用します。 

キーワード 文中で使用するSQL言語のキーワードは、すべて英大

文字で表現します。 

小さい 

英大文字 

小さい英大文字は、キーボードのキーを示します。２

つのキー間のプラス記号 (+) は、最初のキーを押した

まま次のキーを押すことを示します。キーの間のコン

マ(,)は、最初のキーを放してから次のキーを押すこと

を示します。 

注 重要な情報を意味します。 

Â プロシージャ 
一連の手順や連続的な事項を表します。ほとんどの作

業は、この書式で解説されます。ユーザーが行う論理

的な処理の順序です。 

Â 例 
解説をよりわかりやすくするために与えられる例で

す。一般的に画面に表示されるテキストと共に表示さ

れます。 

コマンドライン 画面に表示されるテキストを意味します。この書式

は、一般的にdmSQLコマンドやdmconfig.iniファイルの

内容の入/出力を表示します。 
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2 サンプル･アプリケーション 

ODBCソフトウェアとDBMasterのODBCドライバをインストールした後、

DBMasterを使った簡単なODBCプログラムを作ります。この章では、コン

パイルの方法やODBCプログラムをDBMasterのODBCドライバへリンクす

る方法について説明します。  

2.1 ライブラリ・モデル  
DBMasterの関数ライブラリやODBCの関数ライブラリを使って、ODBCの
アプリケーションを作成します。アプリケーション・プログラムでオペレ

ーティング・システム、ファイル・システム、特定ハードウェア・ドライ

バへの低レベルのシステム呼び出しを必要とする場合、独自の関数ライブ

ラリを使う必要があるかもしれません。図2-1と図2-2 は、これらのライブ

ラリのあるインターフェースのモデルを示しています。 

図2-1 は、ODBCドライバ・マネージャを使用したモデルです。図 2-2 は、

ODBC ドライバ・マネージャを使用せずに直接DBMasterのドライバを使っ

たモデルです。ODBCドライバ・マネージャを使用した場合、DBMaster 以
外のデータソースに接続することができます。ドライバ・マネージャを使

用しない場合、ご使用のアプリケーションはDBMasterの関数ライブラリに

直接リンクし、パフォーマンスは向上します。但し、他のデータソースへ

接続する機能が無くなります。 
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アプリケーション

その他ライブラリ

オペレーティング・
システム

ODBCライブラリ
(odbc.lib)

ドライバ
マネージャ

DBMasterドライバ

データベース・
サーバー

       

図 2-1: ODBCドライバマネージャを使用したODBCのライブラリ・モデル  

 

アプリケーション

オペレーティング・
システム

データベース・
サーバー

その他
ライブラリ

DBMasterの
ライブラリ

DBMaster
ドライバ

       

図 2-2: DBMasterのドライバを直接使ったODBCのライブラリ・モデル  
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2.2 必要なファイル 
DBMasterのODBCドライバを使ってODBCプログラムを構築するために

は、メイクファイルにヘッダー・ファイルとリンク・ライブラリを指定す

る必要があります。以下の解説では、例としてDBMaster version 4.0とC言
語を使います。 

ヘッダー・ファイル 

ODBCアプリケーションを作成する時、ヘッダー・ファイルSQL.h、
SQLext.h、SQLopt.h、SQLunix.h (SQLunix.hはUNIXでのみ必要)が必要で

す。 

SQL.hとSQLext.h は、ODBCの標準インクルード・ファイルです。更にド

ライバ独自のオプションやUNIXアプリケーション用に、DBMasterにはそ

れぞれSQLopt.hとSQLunix.hがあります。SQL.hは、SQLext.hにもインクル

ードされているので、プログラムにはSQLext.hのみインクルードします。 

これらヘッダー・ファイルは、全てのプラットフォームで共通ですが、

SQLunix.hは、UNIXプラットフォームで運用されているプログラムでのみ

使用します。 

Microsoft Windowsでは、これらのファイルはDBMasterが初期設定でインス

トールされるディレクトリ、c:\DBMaster4.0\include\c のディレクトリにあ

ります。或いは、DBMasterがインストールされたドライブd: の
d:\install_directory\include にあります。 

UNIX環境では、これらのファイルは~DBMaster/4.0/include ディレクトリ

にあります。 

リンク・ライブラリ 

DBMasterで使用するODBCアプリケーションを作成するためには、リン

ク・ライブラリも必要です。使用されるリンク・ライブラリは、アプリケ

ーションが駆動しているプラットフォームによります。 
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WINDOWS 95/98/NT/2000 
Windows ODBCアプリケーション: 

ドライバマネージャを使う場合、一般にc:\odbcsdk\lib\odbc.libにあるODBC 
SDKのライブラリodbc.libにリンクします。まず、ドライバマネージャが

DBMasterのドライバを正しくロードできるようにするために、odbc.ini に
DBMasterを登録します。この場合、メイクファイルにdmapi40.libを定義す

る必要はありません。ドライバ マネージャは、必要なDLLを自動的にロー

ドします。 

注: ドライバ マネージャを使用しない場合、DBMasterにあるライブラリ
dmapi40.libにリンクします。このライブラリは通常 c:\DBMaster4.0lib.に
あります。 

c:\windows\system ディレクトリに、ODBCプログラムで使用するダイナミ

ック・リンク・ライブラリdmapi40.dllがあります。但し、プログラマがリ

ンクに必要とするライブラリは、odbc.lib (ドライバマネージャ使用)、又

はdmapi40.lib (ドライバマネージャ不使用)です。これらのライブラリをリ

ンクした後、アプリケーションはこのDLLを自動的に呼び出します。 

UNIX 
UNIXプラットフォームでは、クライアント/サーバーのODBCアプリケー

ションを作成する際に、libdmapic.aファイルにリンクする必要がありま

す。

2.3 サンプルODBCアプリケーション 
UNIX環境の以下のサンプル・プログラムについて説明します。 

Â 例、データソースに接続し、SQLGetInfoを使ってDBMSのバージョンを回収: 
#include <stdio.h> 

#include "sqlext.h" 

#include "sqlopt.h" 

#include "sqlunix.h" 
 

#define  STR_LEN 30 
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HENV     henv;                         /* environment handle         */ 
HDBC     hdbc;                         /* connection handle          */ 
HSTMT    hstmt;                        /* statement handle           */ 
SDWORD   retcode;                      /* return code                */ 
UCHAR    info[STR_LEN];                /* info string for SQLGetInfo */ 
 

retcode = SQLAllocEnv(&henv); 

retcode = SQLAllocConnect(&hdbc); 
 

retcode = SQLConnect(hdbc, "TEST", SQL_NTS, "SYSADM", SQL_NTS, "", 

                     SQL_NTS); 
 

if (rc != SQL_SUCCESS) 

    goto EXIT; 
 

rc = SQLGetInfo(hdbc,SQL_DBMS_VER, &info, STR_LEN,&cbInfoValue); 
 

if (rc != SQL_SUCCESS) 

    goto EXIT; 
 

printf("Current DBMS version is %s\n", info); 
 

EXIT: 

    SQLDisconnect(hdbc); 

    SQLFreeConnect(hdbc); 

    SQLFreeEnv(henv); 

    return; 

2.4 コンパイルとリンク 
サンプルでは、コンパイラacc とDBMasterディレクトリの$dir を使用しま

す。 

Â 例 1、UNIXのコマンド・ラインに以下を入力し、サンプル・プログラム

(example.c)をコンパイルする:  
sh> acc -c example.c -I$dir/DBMaster/include 

ここで、example.oをDBMasterのライブラリlibdmapis.aにリンクします。 
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Â 例 2、exampleという名前の実行ファイルを作成する: 
sh> acc -o example example.o -L$dir/DBMaster/lib -ldmapis 

2.5 サンプル・プログラム 
補足のODBCサンプル・プログラムが、DBMasterのsamplesディレクトリに

用意されています。このディレクトリのメイクファイルを使って、サンプ

ルプログラムを構築、実行することができます。まず、DBMaster/samples 
ディレクトリに変更し、“make ex1”と入力し、サンプル・プログラムex1.c.
のための実行ファイルex1を構築します。 

Windowsには、Microsoft Visual C++、Borland C++、Watcom C++のような

様々な種類のC言語の開発ツールがあります。異なる開発ツールの異なる

方法で、ディレクトリをインクルード・ファイルやリンク・ライブラリに

セットするために、メイクファイルを編集する必要があるかもしれませ

ん。例えば、Visual C++では、新しいプロジェクトを開き、.makと.defファ

イルを編集します。 

c:/DBMaster/version/samples/c ディレクトリにVisual C++用のサンプル・メ

イクファイルがあります。 
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3 データベース接続  

どのようなODBCアプリケーションでも、SQL文を実行/問合せを行う前

に、ODBC環境を適切にセットアップし、データソースに接続する必要が

あります。同様に、プログラムを終了するときには、データベースから切

断し、ODBC環境に割り当てたメモリを解放します。この章では、データ

ソースへの接続をセットアップするために必要な関数を紹介します。  

本章では、以下について説明します。 

• SQLAllocEnvとSQLAllocConnect関数を使った、環境ハンドルと接続ハ

ンドルの割り当てと、ODBC環境の初期化。 

• SQLConnect関数を使った決まったデータソースへの接続の新設、デ

ータソースが不明な場合のSQLDriverConnect関数の使い方。 

• SQLGetConnectOptionとSQLSetConnectOption関数を使った、データソ

ースのための接続オプションの取得と設定。 

• SQLDisconnect関数を使った、データソースからの切断。 

• アプリケーションを終了する際に、SQLFreeConnectとSQLFreeEnv関
数を使った、環境ハンドルと接続ハンドルの解放。 

注: この章で説明している以外の方法で、DBMaster 4.0 (ODBC 3.0)を使って、
環境ハンドルと接続ハンドルを割り当て、接続オプションを別々に取得
/セットすることができます。詳細については、８章の「ODBC 3.0関
数」を参照して下さい。 
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3.1 環境ハンドル 
ODBCアプリケーションでは、他のODBC関数を呼び出す前に、まず

SQLAllocEnv関数を呼び出し、ODBC環境をセットアップします。

SQLAllocEnv関数を呼び出すと、DBMasterのドライバは環境用のメモリ域

を割り当て、アプリケーションに環境ハンドルを戻します。 

環境ハンドルは、DBMasterドライバがODBC環境に関するグローバル情報

を保存するために使用するメモリ域を識別します。これには、有効な接続

ハンドルの一覧や現在のアクティブ接続ハンドルのような情報がありま

す。アプリケーションに割り当てる環境ハンドルは1つだけです。 

Â SQLAllocEnv関数の原型: 
RETCODE SQLAllocEnv(HENV FAR * phenv) 

Â 例 1、環境ハンドルを割り当て、変数HENVを宣言する: 
HENV henv1; 

Â 例 2、SQLAllocEnvを呼び出し、HENV変数のアドレスを渡す: 
retcode = SQLAllocEnv(&henv1); 

環境ハンドルは有効なハンドルです。後からアプリケーションで使用する

ことができます。アプリケーションがSQLAllocEnvを有効な環境ハンドル

へのポインタで呼び出した場合、ドライバは環境ハンドルの以前の内容に

上書きします。 

3.2 接続ハンドル 
いかなるODBCデータソースに接続する場合にも、環境ハンドルを割り当

てた後、接続ハンドルを割り当てます。接続ハンドルは、ODBCアプリケ

ーションの各接続のためのメモリ域を識別します。データベース名やユー

ザー名のような情報を含みます。SQLAllocConnect関数は、接続ハンドル

用のメモリを割り当てます。 

Â SQLAllocConnect関数の原型: 
RETCODE SQLAllocConnect(HENV henv, HDBC * phdbc) 
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Â 例 1、接続ハンドルを割り当て、変数HDBCを宣言する: 
HDBC hdbc1; 

Â 例 2、SQLAllocConnectを呼び出し、変数のアドレスを渡す: 
retcode = SQLAllocConnect(henv1, &hdbc1); 

3.3 データソースへの接続 
データソースにあるデータにアクセスする前に、データソースに接続しま

す。データソースに接続する次の手順は、データソースを指定することで

す。 

指定したデータソースへの接続 

SQLConnectを使って、データソースと有効な接続ハンドルの間に接続を新

設します。

Â SQLConnectの原型: 
RETCODE SQLConnect( 

                   HDBC         hdbc, 

                   UCHAR  FAR * szDSN, 

                   SWORD        cbDSN, 

                   UCHAR  FAR * szUID, 

                   SWORD        cbUID, 

                   UCHAR  FAR * szAuthStr, 

                   SWORD        cbAuthStr); 

アプリケーションで、SQLConnectに以下の情報を与えます。

• 現在、別のデータソースへ接続していない有効な接続ハンドル 

• データソース名とその名前の長さ 

• ユーザーIDとその長さ 

• パスワードとその長さ 
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SQLConnectの使用手順を示したプログラムのフローチャート 

 

 Step1 : 有効な環境ハンドルhenv
を割り当てる

 Step2 : 有効な環境ハンドルhenv
で接続ハンドルhdbc
を割り当てる

Step3 : 接続ハンドルhdbcで
データソースに接続する

接続成功!!

retcodeが
SQL_SUCCESS

又は、
SQL_SUCCESS_WITH

_INFO

接続失敗!No

Yes

 

図 3-1: データソースへの接続のためのプログラム・フロー 

1. SQLAllocEnvを呼び、環境ハンドルhenvを割り当てます。  

2. SQLAllocConnectを呼び、環境ハンドルhenvで接続ハンドルhdbcを割り

当てます。 

3. SQLConnectを呼び、接続ハンドルhdbcでデータソースに接続します。 

4. 戻りコードがSQL_SUCCESS、又はSQL_SUCCESS_WITH_INFOの場

合、接続は正しく新設されました。 

Â 例 1、ユーザーMYNAME 、パスワードPASSで、データソースTEST_DBに接続

する: 
retcode = SQLConnect(hdbc, "TEST_DB", SQL_NTS, 

                           "MYNAME",  SQL_NTS, 

                           "PASS",    SQL_NTS); 
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SQL_NTSは、文字列の最後にNULL文字が入っていることを意味し、ドラ

イバはその文字列の長さを計算します。SQLConnectを使用する際に、デー

タソース名の引数は必ず必要ですが、ユーザーIDとパスワードはオプショ

ンです。

DBMasterでは、dmconfig.iniファイルの中で初期設定のユーザー名とパス

ワードを設定し、SQLConnectのユーザー名とパスワードを無視するように

することができます。ドライバは、dmconfig.iniで指定されたユーザー名

とパスワードを使用します。この方法では、プログラムの中にユーザー名

とパスワードを指定する必要がありません。  

Â 例 2、dmconfig.ini にDB_USRID=MYNAMEとDB_PASWD=PASSをセットして

から、TEST_DBに接続する: 
retcode = SQLConnect(hdbc, "TEST_DB", SQL_NTS, "", SQL_NTS,  

                           "", SQL_NTS); 

アプリケーションがSQLConnectを呼び出す時、ドライバ マネージャ は、

データソース名(test_db)を使って、ODBC.INIファイルの適切なセクショ

ンからドライバDLLの名前を読み込みます。その後、ドライバDLLをロー

ドし、そのドライバにユーザー名とパスワード引数を渡します。 

SQLDriverConnectを使ったデータソースへの接続 

あらかじめ決められた特定のデータソースに接続する時には、SQLConnect
を使用します。但し、使用できるデータソースを全て表示させる場合に

は、SQLDriverConnectを使用して、ユーザーに接続するデータソースを選

択させます。 

Â SQLDriverConnectの原型: 
RETCODE SQLDriverConnect( 

                         HDBC        hdbc, 

                         HWND        hwnd, 

                         UCHAR  FAR *szConnStrIn, 

                         SWORD       cbConnStrIn, 

                         UCHAR  FAR *szConnStrOut, 

                         SWORD       cbConnStrOutMax, 
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                         SWORD  FAR *pcbConnStrOut, 

                         UWORD       fDriverCompletion); 

アプリケーションで、SQLDriverConnectに以下の情報を与えます。

• 現在、別のデータソースへ接続していない接続ハンドル 

• ダイアログボックス用の親ウィンドウを与えるウィンドウ・ハンドル 

• 入力接続文字列 (szConnStrIn)とその長さ。接続文字列には、特有の構

文があります(接続文字列の節を参照して下さい)。又、データソース

に接続するために必要な特殊な情報が含まれています。入力情報が完

全でない場合、SQLDriverConnectはデータベース・ドライバへ情報を

送信する前に、ユーザーから更に情報を要求するためにダイアログボ

ックスを使います。 

• 出力接続文字列(szConnStrOut)とその長さ。これはデータベース・ド

ライバへ送信する接続の最後の部分です。 

• データソース情報を催促する際に使用する、方針を決定するプロンプ

ト・フラグ (fDriverCompletion)。 

注: SQLDriverConnectを使った接続フローは、図 3-1の接続フローと同じで
す。まず、環境ハンドルと接続ハンドルを割り当てます。それから、
SQLDriverConnect関数を呼び出し、データソースに接続します。 

入力接続文字列 
入力接続文字列は、データソースに接続するために必要な情報を指定しま

す。  

Â キーワードと値の組み合わせの原型: 
KEYWORD=VALUE; 

最も頻繁に使用するキーワードは以下のとおりです。 

• DSN — データソース名 

• UID — ユーザー名 

• PWD — パスワード 
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Â 例: 
DSN=TEST_DB; UID=myname; PWD=abc; 

DSN=TEST_DB; UID=myname; 

UID=myname; 

注: 入力接続文字列に複数のDSN、UID、PWDがある場合、最初の値が採用
されます。 

プロンプト・フラグ 
プロンプト・フラグは、ドライバ マネージャやDBMasterのドライバがユ

ーザーから接続情報を受け取るダイアログボックスを使用する必要がある

かどうかを示します。 

Â 例、プロンプト・フラグに使用される値: 
SQL_DRIVER_PROMPT 

SQL_DRIVER_COMPLETE 

SQL_DRIVER_COMPLETE_REQUIRED 

SQL_DRIVER_NOPROMPT 

プロンプト・フラグの値が、SQL_DRIVER_COMPLETE、又は

SQL_DRIVER_COMPLETE_REQUIREDにセットされた場合、ドライバ 
マネージャは以下の条件に基づくアクションを実行します。 

• DSNが入力接続文字列で指定されている場合、その入力接続文字列を

コピーし、ドライバにその文字列を渡します。 

• DSNが入力接続文字列で指定されていない場合、ドライバマネージャ

はデータソース・ダイアログボックスを表示して、データソースをユ

ーザーに選択させます。 

• ドライバマネージャ は、ダイアログボックスから戻されたデータソ

ース名と入力接続文字列にあるその他のUIDやPWD値と合わせ、ドラ

イバに渡します。 
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図 3-2: データソース・ダイアログボックス 

ダイアログボックスから戻されたデータソース名が空白の場合、ドライバ

ネージャは、キーワード－値の組み合わせをDSN=Defaultに指定します

Â DBMasterの

1. 入力

ライ

2. 成功した場合、入力接続文字列を出力接続文字列にコピーします。 

、又はパスワード、或いはその両方が欠けている場合、

 

マ

(初期設定データソースのセクションはODBC.INIにあります)。 

ドライバは、以下の条件に基づくアクションを実行します。: 

接続文字列に充分な情報(ユーザーIDとパスワード)がある場合、ド

バはデータソースに接続します。  

3. ユーザーID
DBMasterドライバは、ダイアログボックスを表示し、ユーザーに入力接

続文字列で欠けている値を入力させます。 

4. ユーザーがダイアログボックスを閉じた後、データソースに接続しま

す。 

5. 入力接続文字列のDSNの値とダイアログボックスから戻された情報で接

続文字列を構築します。それからその接続文字列を出力接続文字列に渡

します。 
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バのふるまいは、SQL_DRIVER_COMPLETEや
SQL_DRIVER_COMPLETE_REQUIREDにセットされている時と同じよ

ある無いに関わらず、常にデータソース情報を催促するダイアログボッ

注: プロンプト・フラグが SQL_DRIVER_PROMPTにセットされている場
合、DBMasterのドライ

うになります。ODBC ドライバ マネージャは、入力接続文字列にDSNが

クスを使用します。 

複数の接続 

1つのアプリケーションから同時に、複数のデータソースに簡単に接続す

ることができます。但し、アプリケーションによっては、同じデータベー

す。例えば、あるタスク(プロセス)に2つスに複数回接続する必要がありま

のウィンドウがあるかもしれません そして双方 ウ

ータベースへの接続があり、1つのウィンドウは１つの表をスキャンする

ために使用し、もう一方は別の表を更新するために使用します。

。 のウィンド とも同じデ

BMaster

の全変更は、同じアクティブ・トランザクション

で行わなければなりません。

Â 例、2つのハ

る: 

D
のSQLConnectコマンドは、1つのプログラムで同じデータソースへ何度も

接続することが可能ですが、全ての接続で同じユーザー名を使用し、接続

に関係するデータベース

ンドルと1ユーザー(user1, pass1)で、データソースDB1に2度接続す

retcode = SQLAllocConnect(henv, &hdbc1); 

retcode = SQLAllocConnect(henv, &hdbc2); 

 

retcode = SQLConnect(hdbc1, "DB1", SQL_NTS, "user1", SQL_NTS, "pass1", 

                     SQL_NTS); 

retcode = SQLConnect(hdbc2, "DB1", SQL_NTS, "user1", SQL_NTS, "pass1", 

                     SQL_NTS); 

但し、2つのユーザー(user1, pass1)と(user2, pass2)を使って、1つの処理で

の

最適な方法は、1つの接続ハンドルで複数のステートメント・ハン

ドルを持つことです。 

同じデータソースに接続しようとすると、エラーが発生します。 

1回の処理で同じデータソースに何度も接続する必要はありません。こ

場合の
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注: 各接続が独立した接続（統合を除く）として扱われるようにする場合
FCO=0をセットします。DB_DIFCOについての

を参照して下さい。 

3.4 

は、dmconfig.iniでDB_DI
詳細は、「データベース管理者参照編」

接続オプション  
データソースへの接続には、そのふるまいを決定する多くの属性が含まれ

ます。例えば、SQL_AUTOCOMMITオプションは、データベースの全操

作を自動的にコミットするかどうかを決定します。 

SQLSetConnectOption 

各オプションには、システムが定義する初期設定値がありますが、接続用

とができま

Â 

に別の値を指定する場合は、SQLSetConnectOptionを使うこ

す。

SQLSetConnectOptionの原型: 
RETCODE SQLSetConnectOption ( 

                             HDBC    hdbc, 

                             UWORD   fOption, 

          

Hdbcが有効

プションで fOption用に指定した値です。 

ードの初期設定値はONです。 

Â 例、接続の自動コミット・モードをOFFにする: 

                   UDWORD  vParam); 

な接続ハンドルの場合、fOptionは接続のためにセットするオ

す。vParamは、

DBMasterでは、自動コミット・モ

retcode = SQLSetConnectOption(hdbc, SQ COMMIT,  L_AUTO

                                    SQL_AUTOCOMMIT_OFF); 

MMIT_OFFは、オプション

です。SQL_AUTOCOMMITでOFFにセ

ミットするために、明示的な

です。 

オプション値SQL_AUTOCO
SQL_AUTOCOMMITの新しい値

ットすると、トランザクションの全変更をコ

SQLTransact (hdbc, COMMIT)の呼び出しが必要
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ルが
存在している間有効です。これらのオプションを一旦セットすると、接

L_CONNECT_MODEは唯一の例外で、接続前に必ずセットする必要

n 

注: 接続する前後いつでも、SQLSetConnectOptionを使用して接続オプション
をセットすることができます。これらのオプションは、接続ハンド

続に関係する全ての文に適用されます。オプション
SQ
があります。 

SQLGetConnectOptio

接続オプションの現在の値が知りたい場合、SQLGetConnectOptionを使っ

てその値を取得することができます。

Â SQLGetConnectOptionの原型: 
RETCODE SQLGetConnectOption ( 

                             HDBC    hdbc, 

                             UWORD   fOption, 

                             PTR     vParam) 

hdbcが有効な接続ハンドルの場合、fOptionは回収しようする値を持つオ

ションです。vParamは、オプションの値

プ

を受け取る場所を示します。 

続hdbcのためのオプションSQL_AUTOCOMMITの値Â 例、変数commitvalに接

を代入する: 
retcode = SQLGetConnectOption(hdbc, SQL_AUTOCOMMIT, &commitval); 

3.5  
り当てた全

ことができます。

ハンドルの解放

アプリケーションを終了する前に、接続とその環境のために割

リソースを解放します。SQLConnect、SQLAllocConnect、SQLAllocEnvの
各関数に対応する、SQLDisconnect、SQLFreeConnect、SQLFreeEnvの関数

を使って、それぞれの割り当てたリソースを解放する
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SQLDisconnect 

SQLDisconnectは、ある特定の接続ハンドルに関係する接続を閉じ、その

接続の全てのステートメント・ハンドルを解放します。(ステートメン

ト・ハンドルは、4章で説明します)。 

Â SQLDisconnectの原型: 
RETCODE SQLDisconnect(HDBC hdbc) 

SQLFreeConnect 

プログラムが接続を閉じた後、SQLFreeConnectを呼び出して接続ハンドル

SQLFreeConnectを使って、繋がった接続ハンドルを解放しようとする場

合、ドライバはエラーを戻します。SQLFreeConnectを呼び出す前に接続を

閉じる(SQLDisconnectを呼び出す)必要があります。

Â SQLFreeConnectの原型: 

を解放し、そのハンドルに関係する全メモリを解放します。

RETCODE SQLFreeConnect(HDBC hdbc) 

SQLFreeEnv 

SQLFreeEnvは環境ハンドルを解放し、関係する全てのメモリを解放しま

す。SQLFreeEnvを呼び出す前に、アプリケーションでSQLFreeConnectを
呼び出し、環境ハンドルhenvに関係する全ての接続ハンドルhdbcも解放し

なければなりません。 

Â SQLFreeEnvの原型: 
RETCODE SQLFreeEnv(HENV henv) 

プログラムのフローチャート 

6つのODBC関数を使ったアプリケーションのプログラム・フロー  
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SQLAllocEnv

SQLAllocConnect

SQLConnect

SQLDisconnect

SQLFreeConnect

SQLFreeEnv

その他のODBC関数

 

 

図 3-3: データソースに接続/切断するためのプログラム・フロー 
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4 SQL文 

この章では、DBMasterがサポートするSQL文を実行するODBC関数の使い

方についての詳細を説明します。SQL問合せ言語を紹介につづいて、以下

の各項目の実行方法を解説します。 

• 関数SQLAllocStmtとSQLFreeStmtを使ったステートメント・ハンドル

を割り当てと解放。 

• 関数SQLExecDirectを使って直接SQL文を実行し、実行のためにSQL文
を準備し、関数SQLPrepareとSQLExecuteを使って準備した文を実行し

ます。 

• 関数SQLRowCountを使って、UPDATEやINSERT、或いはDELETE文
で影響される行数を戻します。 

• 準備時の替わりに実行時に、SQL文をデータ値に渡すためにパラメー

タを使用します。 

• 関数SQLNumParamsを使ってSQL文にパラメータ数を戻し、関数

SQLDescribeParamを使って準備したSQL文に関係するパラメータ・マ

ーカーの内容を戻します。 

• 関数SQLBindParameterを使ってSQL文のパラメータ・マーカーにバッ

ファをバインドし、関数SQLPutDataとSQLParamDataを使って、細か

い単位に大きなデータ・アイテムを入力します。 

• 関数SQLGetStmtOptionを使って文オプションの現設定を戻し、関数

SQLCancelを使って文処理をキャンセルします。 
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以下のダイアグラムは、4-3 ~ 4-6節のトピックスと、ODBCを使ったデー

タベースにアクセスするアプリケーションを記述する時に発生する状態遷

移との関係を表しています。 
 

Sec. 4-3
文ハンドルを割り当てる：SQLAllocStmt

Sec. 4-4
パラメータをバインドする ： SQLBindParameter, SQLDescribeParam,
SQLNumParam

Sec. 4-3
prepare statements :  SQLPrepare
execute statements directly : SQLExecDirect

Sec. 4-3
文ハンドルを解放する：SQLFreeStmt

Sec. 4-6
get statement options : SQLGetStmtOption

Sec. 4-3
get row count : SQLRowCount

Sec. 4-5
ラージデータを入力する： SQLParamData, SQLPutData, SQLCancel

Sec. 4-3
execute statements repeatedly : SQLExecute

 
図 4-1: 本章のトピックスと状態遷移との関係 
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4.1 SQL言語 
SQL(Structured Query Language)は、リレーショナル・データベースに保存

されているデータを定義、組織、管理、回収するために使用する工業標準

問い合せ言語です。CやPascalのような従来の手続き型のプログラミング言

語と異なり、データベースをどのように操作するかを明確に定義する必要

がありません。英語のようなSQL構文を使って、データベースに要求を入

力するだけで、データベースはその要求を処理する最適の方法を決定し、

結果を戻します。 

SQLに備わっている関数は、その最も重要な関数であるデータ回収だけに

とどまりません。SQLは、実際にはDDL (Data Definition Language)、DML 
(Data Manipulation Language)、DCL (Data Control Language)の3つの部分に

分けられます。それぞれが特定の役割を果たし、それらと共にDBMSに備

わる全関数を実行することができます。その関数には、以下のようなもの

があります。 

• データ定義 — データとデータ間の関係の構造、組織を定義させま

す。 

• データ操作 —データベースから既存データを回収、新規データを追

加してデータベースを更新、古いデータを削除、以前保存したデータ

を修正させます。 

• データ制御 —不正アクセスからデータを保護し、データ破損を防ぐ

ために整合性制約を定義させます。 

この節では、SQLのおまかな概要を説明します。より詳しい内容について

は、「SQL文と関数参照編」をご覧下さい。 

ODBCでのSQLの役割 

ODBCのドライバがSQL文を取得すると、データベース・エンジンにその

SQLリクエストを伝えます。データベース・エンジンはSQL文に応じて、

ディスクにデータを構築、保存、回収します。 
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SQL

ODBC

データベース

データベース・
エンジン

(DBMaster、 ORACLE、
 SYSBASE、INFORMIX等)

 
 

図 4-2: ODBCを使った時のSQLの役割 

基本SQL文 

SQL文は、DDL文、DML文、DCL文に分けることができます。DBMaster
で使用しているSQL言語とその構文についての完全な内容については、

「SQL文と関数参照編」を参照して下さい。

DDL (データ記述言語) 

データベースのスキーマは、DDL (データ記述言語)と呼ばれるSQL文で取

り扱います。DDLでは、データベース・オブジェクトの定義を定義、削

除、修正するために、CREATE文、DROP文、ALTER文を使います。

CREATE TABLE文について簡単に説明します。 

CREATE TABLE文 
データベースには、多くの表があります。そして各表には情報が保管され

ています。表は、行(レコード)とカラム(フィールド)で構成されていま
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す。CREATE TABLE文を使うと、データベースに新しい表を作成するこ

とができます。 

Â 例 1、CREATE TABLE文の基本構文: 
CREATE TABLE table-name (column-name data-type, .... ) 

ANSI/ISO SQL標準は、DBMSがサポートするべき最低限のデータ型を指定

しています。ほとんどの商業用のSQL製品は、これらのデータ型をサポー

ト、又は同等の機能を持つ別のデータ型を提供しています。 

Â 例 2、CREATE TABLE文: 
CREATE TABLE account ( 

                       no        serial,   /* account number         */ 

                       lname     name,     /* account last name      */ 

                       fname     name,     /* account first name     */ 

                       branch    integer,  /* belong to branch       */ 

                       balance   money,    /* account balance        */ 

                       altno     char(12), 

                       stamp     image,    /* account's stamp image  */ 

                       photo     image,    /* account's photo image  */ 

                       memo      text      /* account's memo          / 

                       ); 

DML (データ操作言語) 

データベースのデータの回収と操作を取り扱うのは、DML(データ操作言

語)と呼ばれるSQL文の集まりです。基本DML文は、SELECT文、INSERT
文、DELETE文、UPDATE文です。 

データベースからデータを回収する (SELECT) 
SELECT文を使うと、データベースからデータを回収し、ユーザーに結果

セットを返すことができます。 

Â 例 1、SELECT文の基本構文: 
SELECT item_list FROM table_list WHERE search_condition; 
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データ型 説明 

CHAR(サイズ) 固定長文字列 

VARCHAR(サイズ) 可変長文字列 

BINARY(サイズ) バイナリ・データ 

OID オブジェクトID 

FILE BLOBオブジェクト(ファイル) 

LONG VARCHAR BLOBオブジェクト(テキスト) 

LONG VARBINARY BLOBオブジェクト(バイナリ) 

SERIAL [(整数)] 自動加算の整数 

SMALLINT 小さい整数値 

INTEGER [INT] 整数の数 

FLOAT 低精度浮動点数 

DOUBLE 高精度浮動点数 

DECIMAL [DEC] 
DECIMAL(精度、スケー

ル) 

10進数の数(初期設定精度とスケールを使用) 
初期設定精度は17、初期設定スケールは6 

DATE 日付 

TIME 時間 

TIMESTAMP タイムスタンプ 

その他 ドメイン 

表 4-1: DBMasterのデータ型 

基本SELECT文は、SELECT、FROM、WHEREの3つの要素で構成されてい

ます。これら各要素の役割は、以下のとおりです。 

• SELECT — 問合せで回収するカラム、計算するカラムを指定しま

す。 

• FROM —SELECTリストのアイテムが存在する表を指定します。. 

• WHERE — 行の抽出に合致する検索条件を指定します。 
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WHERE句には、以下のような複数の検索条件を指定することができま

す。 

• 比較演算子 (=、>、<、>=、<=、<>、!=) 

• 範囲 (BETWEENとNOT BETWEEN) 

• リスト (INとNOT IN) 

• 文字列一致 (LIKEとNOT LIKE) 

• BLOB一致 (MATCHとNOT MATCH) 

• 不明な値 (IS NULLと IS NOT NULL) 

• 論理的な組み合わせ (AND、OR) 

• 否定 (NOT) 

Â 例 2、残高が$10,000を超える顧客全員を抽出する問合せを実行する: 
select lname, fname, balance from account where balance > 10000 

データベースのデータを修正する 
行を追加、削除、更新して、データベースにあるデータを修正することが

できます。DBMSは、これらの各操作で影響を受ける行数を返します。 

データベースにデータを追加する 
INSERT文は、表に新しい行を追加します。 

Â 例 1、INSERT文の基本構文: 
INSERT INTO table_name(column_names) VALUES value_list 

INSERT文は、INSERT INTOとVALUESの2つの要素で構成されています。

これらの各要素の役割は、以下のとおりです。 

• INSERT INTO — 行を挿入したい表を指定します。データを挿入する

カラムだけを指定するカラム・リストをオプションで追加することが

できます。このリストにないカラムには、NULL値が挿入されます。 

• VALUES —挿入するデータ値を指定します。定数、又はパラメータ

を使って値を挿入します。 
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上述のように、値のリストには定数かパラメータを用います。定数は、

‘John’、‘Monday’、123、54.823等といったテキスト形式で表現される数字

やテキスト、或いは日付値です。定数を使ったINSERT文の例は、以下の

とおりです。 

Â 例 2、データベースに、John Smithの新しい口座を追加する: 
INSERT INTO account (lname,fname,branch,balance) 

       VALUES ('john','smith',101,10000) 

パラメータ・データは、値リストの中では疑問符 (?) で表し、後でその値

を代入します。準備時にデータ値がわからない時に、パラメータを使用し

ます。或いは、準備時間を節約したい場合にも利用します。パラメータを

使ったINSERT文の例は、以下のとおりです。この例では、データベース

に行を挿入しますが、現在その挿入する値はわかりません。 

Â 例 3、実際に挿入される値は、実行前にバインドすることができます: 
INSERT INTO account VALUES (lname,fname,branch) VALUES (?,?,?) 

注: 文の準備とODBC関数へのパラメータのバインド方法については、本章の
4節を参照して下さい。 

データベースからデータを削除する 
DELETE文は、表から行を削除します。 

Â 例 1、DELETE文の基本構文: 
DELETE FROM table_name WHERE search_condition 

DELETE文は、DELETE FROMとWHEREの2つの要素で構成されていま

す。 

各要素の役割は、以下のとおりです。 

• DELETE FROM — 行を削除する表を指定します。 

• WHERE — 行を削除する条件を指定します。 

DELETE文で使用するWHERE句には、SELECT文のWHERE句で使用する

いくつかの検索条件も含まれます。 
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Â 例 2、データベースからJohn Smithの口座を削除する: 
DELETE FROM account where fname = 'john' and lname = 'smith' 

データベースのデータを更新する 
UPDATE文は、表にある既存の行のデータを変更します。 

Â 例 1、UPDATE文の基本構文: 
UPDATE table_name SET column_names expression WHERE search_condition 

UPDATE文には、UPDATE、SET、WHEREの3つの要素で構成されていま

す。各要素の役割は、以下のとおりです。 

• UPDATE — 行を更新する表を指定します。 

• SET — 変更するカラムと変更内容を定義した式を指定します。 

• WHERE — 行を更新するための条件を指定します。 

UPDATE文で使用するWHERE句には、SELECT文のWHERE句で使用する

いくつかの検索条件も含まれます。 

Â 例 2、残高が$1000を超える顧客全員の残高に6%の利息を追加する: 
UPDATE account SET balance = balance * 1.06 where balance > 1000 

注: 挿入、削除、更新する行数をチェックするには、SQLRowCount関数を用
います。 

4.2 SQL文を実行する 
この節では、簡単なODBCプログラムを書くための手順を紹介します。前

節で説明したように、全てのSQL文はプログラムでODBCを介して実行さ

れます。以下の例は、既にデータベースに接続しているものと想定してい

ます。 

Â 例 1、次のSQL文で簡単な表を構築する: 
CREATE TABLE account (lname name, fname name, branch integer) 

INSERT INTO account VALUES('Mulder', 'Fox', 11240) 
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Â 例 2、対応するODBC文: 
retcode = SQLAllocStmt(hdbc, &htmt); 

retcode = SQLExecDirect(htmt,"CREATE TABLE account (lname name, fname  

                              name, branch integer)", SQL_NTS); 

retcode = SQLExecDirect(htmt,"INSERT INTO account VALUES('Mulder',  

                             'Fox', 11240)", SQL_NTS); 

SQLAllocStmt 

ODBC関数にSQL文を使う場合、ステートメント・ハンドルが必ず必要で

す。ステートメント・ハンドルは、SQL文の全情報があるシステム制御域

(DCCAの一部)の場所へのポインタです。そのため、SQLExecDirectでSQL
文を実行する前に、SQLAllocStmtを呼び出して、ステートメント・ハンド

ルを割り当てる必要があります。

Â SQLAllocStmtの原型: 
RETCODE SQLAllocStmt(HDBC hdbc, HSTMT FAR *phstmt) 

戻り値がSQL_SUCCESSの場合、ドライバから有効なステートメント・ハ

ンドルを割り当てたことを意味し、次のODBC関数SQLExecDirectに進むこ

とができます。

SQLExecDirect 

SQLExecDirectは、SQL文を直接実行するために使用します。ODBCのほと

んどのマニュアルでは、これを直接実行と呼んでいます。対照的なもう1
つの方法として間接実行が知られています。間接実行は、のちほど説明し

ます。 

Â SQLExecDirectの原型: 
RETCODE SQLExecDirect( 

                      HSTMT     hstmt, 

                      UCHAR FAR *szSqlStr, 

                      SWORD     cbSqlStr) 
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第1引数hstmtは、ステートメント・ハンドルです。第2引数は実行するSQL
文の文字列です。最後の引数は、SQL文の文字列の長さ、又はSQL_NTS 
(szSqlStrの最後がNull文字の場合)です。 

SQLExecDirectは、2段階で実行されます。まず、オブジェクト名と文法を

チェックしてSQL文をコンパイル(準備)し、アクセス計画を選び、その文

を内部の実行可能フォームに変換します。次に、その実行可能フォームを

実行し、実際にデータベースへアクセスします。

SQL文が、“SELECT * FROM account”のような問合せの場合、選択した

行の結果セットが生成され、SQLFetchを使って返されたデータ行を結果セ

ットから取得します(5章を参照)。SQL文が、INSERT文、DELETE文、

UPDATE文の場合、SQLRowCountを使って関連する行数を確認することが

できます。

SQLRowCount 

この関数は、ステートメント・ハンドルで実行したINSERT文、DELETE
文、UPDATE文に関連する行の数を返します。 

Â SQLRowCountの原型: 
RETCODE SQLRowCount( 

                    HSTMT      hstmt,  

                    SDWORD FAR *pcrow) 

hstmtがUPDATE文に関係する場合、pcrowはUPDATE文の実行後に更新し

た行数を返します。 

Â 例、SQLRowCountを使う: 
SDWORD count; 

SDWORD retcode; 
 

retcode = SQLAllocStmt(hdbc, &hstmt); 

retcode = SQLExecDirect(hstmt,"CREATE TABLE account (lname name, 

                        fname name, branch integer, balance money)", 

                        SQL_NTS); 
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/* insert three records into account table                               
*/ 
 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, “INSERT INTO account VALUES(‘Mulder’, 

                        ‘Fox’, 11240, 10000.00)”, SQL_NTS); 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, “INSERT INTO account VALUES(‘Scully’, 

                        ‘Dana’, 11330, 20000.00)”, SQL_NTS); 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, “INSERT INTO account VALUES(‘Skinner’, 

                        ‘Walter’, 11240, 30000.00)”, SQL_NTS); 
 

/* if branch is 11240, add 1000 to balance                               
*/ 
 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, “UPDATE account SET balance = balance + 
1000.00 WHERE branch = 11240”, SQL_NTS); 
 

/* get the number of updated rows from count in the example.             
*/ 

/* Count will be two.                                                    
*/ 
 

retcode = SQLRowCount(hstmt, &count); 

hstmtがINSERT文、DELETE文、UPDATE文と関係が無い場合、行数は1に
なります。 

SQLFreeStmt 

SQLFreeStmtを使って、ステートメント・ハンドルを閉じたり、削除した

りすることができます。

Â SQLFreeStmtの原型: 
RETCODE SQLFreeStmt ( 

                     HSTMT     hstmt,  

                     UWORD     fOption) 

第1引数(hstmt)は、ステートメント・ハンドルです。第2引数は、どのよう

にステートメント・ハンドルを解放するかを指定するオプションです。ス

テートメント・ハンドルを解放する際に一般的に使用されるオプション

は、SQL_CLOSEとSQL_DROPです。 
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文がselect文でない場合、ステートメント・ハンドルを再使用することが

できます。 

Â 例 1、ステートメント・ハンドルの再使用: 
SQLExecDirect(hstmt1, "INSERT ..."); 

SQLExecDirect(hstmt1, "CREATE ..."); 

SQLExecDirect(hstmt1, "INSERT ..."); 

文がselect文の場合、ステートメント・ハンドルを再び使う前にそのステ

ートメント・ハンドルを閉じる必要があります。 

Â 例 2、select文を再使用する前に閉じる: 
retcode = SQLExecDirect(hstmt,"SELECT * FROM account", SQL_NTS); 

... 

retcode = SQLFreeStmt(htmt,SQL_CLOSE); 

retcode = SQLExecDirect(hstmt,"INSERT INTO account VALUES('Mulder',  

                              'Fox', 11240)", SQL_NTS); 

SQL_CLOSEを使ってステートメント・ハンドルを閉じると、文を実行し

ようとする度に新しいステートメント・ハンドルを割り当てる必要があり

ません。但し、定かではない場合は、SQL_DROPオプションを使って、

ステートメント・ハンドルを削除し、新しいハンドルを割り当てます。ハ

ンドルを削除すると、そのステートメント・ハンドルに関連する全てのリ

ソースを解放します。削除した後にそのハンドルを再使用することはでき

ません。 

SQLPrepareとSQLExecute 

SQLExecDirectの節で説明したように、用意した実行文は、準備と実行の2
段階で実行されます。1つの文を繰り返し実行したい場合、準備した実行

文を使って、パフォーマンスを向上することができます。

用意した実行文は、ODBC関数の準備(SQLPrepare)と実行(SQLExecute)を使

って、文の実行寿命を2つの部分に分けます。この考えは、文を一度だけ

実行可能フォームに準備し、それを繰り返し実行するということです。 
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Â SQLPrepareの原型: 
RETCODE SQLPrepare( 

                   HSTMT     hstmt, 

                   UCHAR     *szSqlStr, 

                   UDWORD     cbSqlStr) 

Â SQLExecuteの原型: 
RETCODE SQLExecute(HSTMT     hstmt) 

hstmtは、ステートメント・ハンドルです。szSqlStrは、実行するSQL文の

文字列です。cbSqlStrは、その文字列szSqlStrの長さ、又はSQL_NTS(文字

列の最後がNull文字の場合)です。用意した実行文は、次の節で説明するパ

ラメータと合わせる場合に最も有効です。 

4.3 パラメータ 
パラメータは、ODBCアプリケーションの実行時にSQL実行文にデータ値

を渡すために、SQL文の中で使用します。この概念は、埋め込みSQLで使

用するホスト変数に似ています。 

SQL文でパラメータを使用するケースには、以下のようなものがありま

す。 

• パラメータの値が、記述時に不明である場合。 

• 同じSQL文を異なるパラメータ値で何度も実行する必要がある場合。

（例えば、データベースの表にデータを挿入する場合、アプリケーシ

ョンは全ての入力データを文字列で取得する必要があるかもしれませ

ん、この場合、パラメータ・マーカーを使用して、全ての入力データ

を受け入れてから、これらのデータを対応するカラムのデータ型に変

換します。つまりドライバは、これらのデータをデータベースに正確

に挿入することができます。） 

• アプリケーションで、パラメータ値を異なるデータ型間で変換する必

要がある場合。 

• ストアド・プロシージャで、出力引数と共に実行する必要がある場

合。 
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Â 例、表accountに5つの行を挿入する: 
INSERT INTO account (lname, fname, branch) VALUES (?,?,?) 

この文では、'?'がパラメータ・マーカーです。パラメータを使用すると、

アプリケーションではこの文を一度準備するだけです。そして、別々のパ

ラメータ値で5回その準備文を実行します。 

パラメータ関数 

パラメータを扱うODBC関数には、SQLBindParameter、
SQLDescribeParam、SQLNumParamsの3つの関数があります。 

• SQLBindParameter- パラメータ・マーカーに格納場所をバインドし、

格納場所のデータ型、精度、スケールを指定するために使用します。 

• SQLNumParams -SQL文の中のパラメータ数を取得するために使用し

ます。インタラクティブな動的SQLアプリケーションにとりわけ有効

です。 

• SQLDescribeParam-指定したパラメータの属性（サイズや精度）を評

価するために使用します。動的SQLアプリケーションにも使います。 

SQLBINDPARAMETER 

Â SQLBindParameterの原型: 
RETCODE SQLBindParameter( 

              HSTMT      hstmt, 

              UWORD      ipar, 

              SWORD      fParamType, 

              SWORD      fCType, 

              SWORD      fSqlType, 

              UDWORD     cbColDef, 

              SWORD      ibScale, 

              PTR        rgbValue, 

              SDWORD     cbValueMax, 

              SDWORD FAR *pcbValue) 

SQLBindParameterには、以下の情報を与えます。
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• hstmt — ステートメント・ハンドル 

• ipar — i番目のパラメータ 

• fParamType —パラメータの種類（入力/出力） 

• fCType — パラメータのホスト言語の型 

• fSqlType — SQLカラムのデータ型 

• cbColDef —カラムの精度 

• ibScale — カラムのスケール 

• rgbValue — ストレージのアドレス  

• cbValueMax —ストレージ・バッファの長さ  

注: パラメータの種類が出力の際に、このフィールドを使います。戻り
データに整数値のようなCの固定長がある場合、その値は無視され
ます。パラメータが入力の場合は使用されません。 

• pcbValue —rgbValueにあるパラメータの長さ 

以下の例は、SQLExecuteを呼び出す前にSQLBindParameterを使ってパラメ

ータに行の値をバインドし、別々の値を持つ各行をデータベースに挿入す

る方法を表しています。SQLExecuteを3度目に呼び出す際、

SQLBindParameterのpcbValueをSQL_NULL_DATAにセットすることで、

カラムbranchにはNULLが挿入されます。 

Â 例、SQLBindParameterの使用例: 
#define LENGTH 18 

UCHAR  lname[LENGTH], fname[LENGTH]; 

UDWORD branch_no; 

SDWORD retcode, cblname, cbfname, cbbranch; 

 

retcode = SQLPrepare(hstmt,"INSERT INTO account (lname,fname,branch) 

                            VALUES (?,?,?)",SQL_NTS); 

err_exit(hstmt, retcode);            /* exit if error                */ 

cblname = SQL_NTS;                   /* null terminated string       */ 

cbfname = 0; 
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cgbranch = 0; 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, lname, 0, &cblname); 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 2, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, fname, 0, &cbfname); 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 3, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_LONG, 

                           SQL_INTEGER, 0, 0, branch_no, 0, &cbbranch); 

 

   strcpy(lname, "Mulder"); 

   cblname = strlen(lname); 

   strcpy(fname, "Fox"); 

   cbfname = strlen(fname); 

   branch_no = 11240; 

   retcode = SQLExecute(hstmt); 
 

   strcpy(lname, "Scully"); 

   cblname = strlen(lname); 

   strcpy(fname, "Dana"); 

   cbfname = strlen(fname); 

   branch_no = 11251; 

   retcode = SQLExecute(hstmt);  
 

   /* insert a NULL data to branch column for the third customer whose   
*/ 

   /* branch number is unknown                                           
*/ 

   strcpy(lname, "Angus"); 

   cblname = strlen(lname); 

   strcpy(fname, "MacGyver"); 

   cbfname = strlen(fname); 

   cbbranch = SQL_NULL_DATA;      /* indicate NULL for branch column */ 

   retcode = SQLExecute(hstmt); 
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Â パラメータ値をセットする: 

1. SQLBindParameterを呼び出し、格納場所をパラメータ・マーカーにバイ

ンドします。 

2. 格納場所にパラメータ値を代入します。 

注: 1番目のステップは、SQLPrepareを呼び出す前後いずれでも可能ですが、
SQLExecuteを呼び出す前に行う必要があります。ドライバがSQL文を実行
する際にパラメータ値が必要なので、SQLExecuteの前に2番目のステップ
を行います。 

SQLBindParameterの引数fParamTypeには、3種類のオプションがありま

す。 

• SQL_PARAM_INPUT –入力パラメータ。 

• SQL_PARAM_INPUT_OUTPUT – 入力/出力の両方。 

• SQL_PARAM_OUTPUT - 出力パラメータ。 

入力パラメータを使ったSQLBINDPARAMETERの使用方法  
パラメータは、格納場所rgbValueに保管されます。パラメータ値を

rgbValueに代入すると、SQLBindParameterの引数fCTypeで指定したCデー

タ型を使わなければなりません。 

SQLBindParameterの引数pcbValueは、単なるパラメータ長を含んだバッフ

ァへのポインタが、他の目的に使用することがあります。  

SQLExecuteやSQLExecDirectの呼び出しの前に、pcbValueに格納される可

能性のある値は、以下のとおりです。 

• 文字列やバイナリのCデータにのみ役に立つパラメータの長さ。 

• SQL_NTS – パラメータ値の最後がNull文字であることを表します。 

• SQL_NULL_DATA-前述のコード例のように、パラメータ値がNULL
であることを表します。 

• SQL_DEFAULT_PARAM- そのカラムの初期設定値を使用することを

表します。 
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• SQL_DATA_AT_EXEC、又は SQL_LEN_DATA_AT_EXEC-パラメー

タのデータがSQLPutDataに送信されることを表します。これについて

は、節4.4で説明します。 

SQLNUMPARAMETER 

Â SQLNumParamsの原型: 
RETCODE SQLNumParams( 

                     HSTMT       hstmt, 

                     SWORD  FAR *pcpar) 

SQLNumParams関数が呼び出されると、ドライバはバッファpcparにSQL文
のパラメータ数を代入します。SQL文にパラメータが無い場合、この数は

0になります。この関数は、SQL文が準備された後（例えば、SQLPrepareが
呼び出された後)にのみ呼び出すことができることに注意して下さい。 

SQLDESCRIBEPARAM 

Â SQLDescribeParamの原型: 
RETCODE SQLDescribeParam( 

                         HSTMT       hstmt, 

                         UWORD       ipar, 

                         SWORD  FAR *pfSqlType, 

                         UDWORD FAR *pcbColDef, 

                         SWORD  FAR *pibScale, 

                         SWORD  FAR *pfNullable) 

SQLBindParameterのために必要な情報がアプリケーションに全てある場

合、直接SQLBindParameterを呼び出すことができます。逆に、アプリケー

ションには、SQLBindParameterを呼び出す際にパラメータ情報が不足して

いるかもしれません。例えば、グラフィカルな問合せツールのような動的

SQLアプリケーションでは、使用するSQL文は実行時までわかりません。

このようなアプリケーションでは、パラメータをバインドできる詳しいパ

ラメータ情報を一度に取得する必要があります。 

SQLDescribeParamは、コンパイルしたSQL文に関連する特定のパラメー

タ・マーカーの詳細を返します。
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SQLPrepare

SQLExecute

パラメータ値を保存

SQLBindParameter

SQLDescribParam

SQLNumParams

(パラメータ毎に)

 

図 4-3: 入力パラメータを使ったプログラム・フロー 

以下の例は、SQLBindParameter、SQLNumParams、SQLDescribeParamを使

った動的SQLアプリケーションの例です。パラメータ・マーカーの番号

は、左から右の順で1から始まります。

Â 例 1、入力パラメータを使った動的SQLアプリケーションの例: 
#define  BUFFER_LEN  256        /* length of the SQL string buffer   */ 

#define  MAX_PARAMS   32        /* allowed max number of parameters  */ 

 

UCHAR   str[BUFFER_LEN]; 

SDWORD  retcode; 

SWORD   i, nparam; 

SWORD   partype[MAX_PARAMS], parscale[MAX_PARAMS], parnull[MAX_PARAMS]; 

SWORD   parCtype[MAX_PARAMS];  

UDWORD  parlen[MAX_PARAMS], outlen[MAX_PARAMS]; 

char    *parbuf[MAX_PARAMS];  

BEGIN:                            /* begin label                     */ 
 

getSQLString(&str);               /* get input SQL statement string  */ 
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retcode = SQLPrepare(hstmt,str,SQL_NTS);    /* prepare the input SQL 
string    */ 

err_exit(hstmt, retcode);         /* exit if error                   */ 

 

retcode = SQLNumParams(cmdp,&nparam); /* get number of parameters    */ 

err_exit(hstmt, retcode);         /* exit if error                   */ 

 

if (nparam > 0)                   /* parameters found in input string*/ 

   { 

    printf("There are %d parameters \n",nparam); 
 

    for (i = 0; i < nparam; i++)  /* describe parameters and set them*/ 

        { 

         retcode = SQLDescribeParam(cmdp, i+1, &partype[i], &parlen[i], 

                                    &parscale[i], &parnull[i]); 

         err_exit(hstmt, retcode);          /* check return code, exit 
if error*/ 
 

         /* allocate storage location for the parameter according to the       
*/ 

         /* parameter type, length and scale, reuse the storage if 
possible    */ 

         allocParamStorage(partype[i], parlen[i], parscale[i], 
&parbuf[i]); 
 

         /*get C type corresponding to SQL type                      */ 

         getSQLCtype(partype, &parCtype); 
 

         /* bind the parameter to storage location                   */ 

         retcode = SQLBindParameter(cmdp, i+1, SQL_PARAM_INPUT, 

                                          parCtype[i], partype[i], 

                                          parlen[i], parscale[i],  

                                          parbuf[i], BUFFER_LEN,  

                                          &outlen[i]); 

         err_exit(hstmt, retcode);/* check return code, exit if error*/ 

        } 
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   for (i = 0; i < nparam; i++) 

       { 

        /* get parameter values and store them in bound storage                
*/ 

        getParamValue(nparam, parCtype[i], partype[i], parlen[i], 
parscale[i], 

                      &parnull[i], parbuf[i]); 

       } 

   }                              /* end of if statement             */ 

 

retcode = SQLExecute(hstmt);      /* excute prepared SQL statement   */ 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

if (user_Quit())                  /* user wants to quit              */ 

   return; 

else 

   goto BEGIN;                    /* go to BEGIN for next SQL string */ 

出力パラメータは、出力引数でストアド・プロシージャを実行する時のみ

使用します。のちほど、出力引数でストアド・プロシージャを実行するた

めの出力パラメータの使用方法について解説します。ストアド・プロシー

ジャは、ユーザー定義関数です。一旦ストアド・プロシージャを作成する

と、データベースのオブジェクトとしてデータベースに実行可能な形式で

保存されます。インタラクティブなSQLのウィンドウで、コマンドとして

ストアド・プロシージャを実行することができます。また、アプリケーシ

ョン・プログラム、トリガー、別のストアド・プロシージャでそれを呼び

出すことができます。ここでは、ODBCアプリケーション・プログラムで

のストアド・プロシージャの実行方法についてのみ説明します。ストア

ド・プロシージャについての詳細は、「データベース管理者参照編」を参

照して下さい。 

以下の例は、オプションをSQL_PARAM_OUTPUTに指定して、

SQLBindParameter関数を呼び出す方法です。ストアド・プロシージャを指

定した入力都市(Taipei)で実行すると、SQLBindParameterはバッファを用意

し、戻り値を保存します。 
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Â 例 2、出力パラメータの使用例: 
SDWORD personNumber; 

SDWORD retcode, avlen; 

 

retcode = SQLPrepare(hstmt,"CALL getNumber(“Taipei”,?)",SQL_NTS); 

err_exit(hstmt, retcode);         /* exit if error                   */ 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_OUTPUT, SQL_C_LONG, 

                           SQL_INTEGER, 0, 0, &personNumber, 0,  

                           &avlen); 
err_exit(hstmt, retcode);         /* exit if error                   */ 

 

retcode = SQLExecute(hstmt);      /* excute prepared SQL statement   */ 

printf(“total %ld employees live on Taipei \n”, personNumber); 

出力パラメータのある動的SQLプログラムを記述する場合、

SQLNumParams、SQLDescribeParam、SQLProcedures、
SQLProcedureColumnsを使うことができます。SQLProceduresは、データソ

ースに保存されているプロシージャ名の一覧を取得します。

SQLProcedureColumnsは、プロシージャのパラメータに関する情報を取得

します。SQLProceduresとSQLProcedureColumnsについての詳細は、本書の

6.4節を参照して下さい。 

SQLExecDirectでパラメータを使う 

前述のように、アプリケーションで複数回SQL文を実行したい場合、まず

SQLPrepareを呼び出し、それから実行の度に同じSQL文をコンパイルする

替わりに、SQLExecuteを実行の度に呼び出します。

パラメータは、SQLExecDirectを使って一度だけ実行するSQL文でも使用

することができます。但し、SQLExecDirectを呼び出す前にパラメータを

バインドし、パラメータ値をセットしなければなりません。つまり、

SQLPrepareとSQLExecuteでパラメータを使う場合の利点が全く無くなりま

す。 
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一般的に、入力するデータがBLOBのような特殊なタイプでない限り、パ

ラメータにSQLExecDirectを使う必要はありません。BLOBの場合、

SQL_DATA_AT_EXEC、又はSQL_LEN_DATA_AT_EXECオプションを

使って、実行時にパラメータをバインドします。但し、データ値はその文

が実行されるまでセットしません。(ラージ・データ要素の入力について

の詳細は、4.4 節を参照して下さい。) 

Â 例、SQLExecDirectでのパラメータの使用例: 
#define  LENGTH   18 

UCHAR   lname[LENGTH], fname[LENGTH]; 

UDWORD  branch_no; 

SDWORD  retcode, cblname, cbfname, cbbranch; 
 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, lname, 0, &cblname); 
 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 2, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, fname, 0, &cbfname); 
 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 3, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_LONG, 

                           SQL_INTEGER, 0, 0, branch_no, 0, &cbbranch); 

strcpy(lname, "Bill"); 

cblname = strlen(lname); 

strcpy(fname, "Skinner"); 

cblname = strlen(fname); 

branch_no = 11243; 

 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "INSERT INTO account (lname, fname,  

                                branch) VALUES (?,?,?)", SQL_NTS); 

 

err_exit(hstmt, retcode); 

バインドしたパラメータを取り消す 

SQLBindParameterを呼び出して格納場所がバインドした後、それを例のよ

うに繰り返し利用することができます。例では、3つの格納場所がINSERT
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文で3つのパラメータ・マーカーにバインドされ、明確にアンバインドさ

れるまで、バインドされたままになります。 

SQL_RESET_PARAMSオプション、又はSQL_DROPオプションで

SQLFreeStmtを呼び出した時、格納場所はアンバインドされます。同一の

ステートメント・ハンドルに属する3つの格納場所は、SQLFreeStmtが呼び

出される時、全てアンバインドされることに注意して下さい。オプション

SQL_RESET_PARAMSを使う場合、ステートメント・ハンドルをリセッ

トし、別の格納場所をバインドします。 

Â 例、バインドしたパラメータを取り消す例: 
#define  LENGTH  18 

 

UCHAR  lname [LENGTH], fname[LENGTH]; 

UDWORD branch_no; 

SDWORD retcode, cblname, cbfname, cbbranch; 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, lname, 0, &cblname); 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 2, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR, 

                           SQL_CHAR, LENGTH, 0, fname, 0, &cbfname); 

 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 3, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_LONG, 

                           SQL_INTEGER, 0, 0, branch_no, 0, &cbbranch); 

 

... (use the three parameters to execute some SQL commands) 

 

/* reset the parameters */ 

retcode = SQLFreeStmt(hstmt, SQL_RESET_PARAMS); 

SQLFreeStmtにオプションSQL_DROPを使う場合、ステートメント・ハ

ンドルは解放され無効になります。 
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4.4 ラージ・データを入力する 
DBMasterには、データベースにBLOBを入力する方法が2つあります。1つ
は、小さい固定サイズのバッファを使い、BLOBデータの1部分を読み込

み、データベースにそれを入力します。この手順を数回繰り返すことで、

1つの大きなバッファを使う事無く、BLOB全体を入力できます。もう1つ
は、外部ファイルにBLOBを保存することができるファイル・オブジェク

トのデータ型を使用します。 

ラージ・データの挿入方法 

long varcharやlong varbinaryカラムに大量のデータを入力する時、

SQLPutData関数とSQLParamData関数を使って、小さなセグメントにデー

タを入力します。これにより、一度に全てのデータを入力する場合のよう

な、全データを保存するための大きなバッファは必要ありません。

Â SQLParamDataの原型: 
RETCODE SQLParamData( 

                     HSTMT      hstmt,  

                     PTR   FAR  *prgbValue) 

Â SQLPutDataの原型: 
RETCODE SQLPutData( 

                   HSTMT   hstmt,  

                   PTR     rgbValue,  

                   SDWORD  cbValue) 

SQLParamDataは、パラメータにデータが必要かどうかをチェックするた

めに使用します。その後、SQLPutDataを使ってデータを入力します。SQL
文の全てのパラメータにデータが入力されるまで、この手順が続きます。 

Â データベースにラージ・データ・オブジェクトを入力する:  

1. パラメータをバインドする —SQLBindParameter関数の引数pcbValueを
SQL_DATA_AT_EXEC、又はSQL_LEN_DATA_AT_EXECのいずれかに

セットします。これは、ユーザーが実行時にSQLPutDataを使って、この

パラメータに値を与えることをODBCドライバに伝えます。 
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2. SQLコマンドを実行する —SQLExecDirect、又はSQLExecuteで、SQL文
を実行します。実行時にデータを要求するパラメータがある場合、

SQL_NEED_DATAが返ります。 

3. 実行時にデータを要求する最初のパラメータを見つける — 
SQLParamDataを呼び出して、データ回収を始める実行時にデータを要

求する最初のパラメータを表示します。 

4. SQLPutData を呼ぶ— バッファにデータの次のセグメントを用意し、

SQLPutDataを呼び出して現在データを待機しているパラメータ用にそれ

をデータベースに送信します。このパラメータへのデータを全て送信す

るまで、この手順を繰り返します。 

5. SQLParamDataを呼ぶ— 戻りコードがSQL_NEED_DATAの場合、実行

時にデータを要求する次のパラメータは、データを回収する用意ができ

ていますので、Step 4に戻ります。戻りコードがSQL_SUCCESS、又は

SQL_SUCCESS_WITH_INFOの場合、それから実行時にデータを要求す

る全てのパラメータの全データが送信され、SQL文の実行が完了しま

す。 
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Step1: SQLBindParameterを呼び出し、引数

            pcbValueをSQL_DATA_AT_EXEC、又は

            SQL_LEN_DATA_AT_EXECにセット

Step2: SQLExecute、又はSQLExecDirect

retcode は
SQL_SUCCESS

Step5: SQLParamDataを呼び出し、次の

           data_at_executionパラメータを見つける

この指定カラム
のデータ代入を

終了

Step4: 次のデータの単位を準備し、

           SQLPutDataを呼び出して、データベー

          スにそれを代入する

retcode は
SQL_NEED_DATA

Step3: SQLParamDataを呼び出して、最初の

           data_at_execution パラメータを見つける

retcode は
SQL_NEED_DATA

retcode は
SQL_SUCCESS、又は

SQL_SUCCESS_WITH_INFO

実行しました !!

YES

NO
retcode は

SQL_NEED_DATA

 

図 4-4: ラージ・データを入力するためのプロセス・フロー 
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次の例では、表accountにレコードを挿入します。InitUserData()は、

account 表に入力される顧客のphotograph、signature 、memoフィールドを

含む顧客のデータ・ファイルを開きます。GetUserData()は、ユーザーの

データ・ファイルから次のMAX_DATA_SIZEバイトのデータを、全デー

タを読み込むまでデータ・バッファInputDataに回収します。SQLPutData
は、データをバッファからデータベースに送信します。 

Â 例、SQLParamDataとSQLPutDataでデータを挿入する: 
#define  MAX_DATA_SIZE  2048 

 

SDWORD  cbPhoto, cbStamp, cbMemo; 

SDWORD  DataLen; 

PTR     pParm, DataFile; 

UCHAR   InputData[MAX_DATA_SIZE]; 

SDWORD  retcode; 

 

retcode = SQLPrepare(hstmt, (UCHAR *)"INSERT INTO account  

                             VALUES(‘Mark’,'Greene',2, 40000.00, 

                     'xxxx', ?, ?, ?)",SQL_NTS); 

 

if (retcode == SQL_SUCCESS) 

   { 

    /* Bind the parameters. Set cbPhoto, cbStamp and cbMemo with     */ 

    /* SQL_DATA_AT_EXEC to let ODBC know that values of these parameters 
*/ 

    /*  will be provided at statement execution time      */ 

    cbPhoto = cbStamp = cbMemo = SQL_DATA_AT_EXEC; 

    retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_BINARY,  

                               SQL_LONGVARBIANRY, 0, 0, NULL, 0,  

                               &cbPhoto); 

    retcode = SQLBindParameter(hstmt, 2, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_BINARY,  

                               SQL_LONGVARBIANRY, 0, 0, NULL, 0,  

                               &cbStamp); 

    retcode = SQLBindParameter(hstmt, 3, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR,  

                               SQL_LONGVARCHAR, 0, 0, NULL, 0,  
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                               &cbMemo); 

    retcode = SQLExecute(hstmt); 

    if (retcode == SQL_NEED_DATA)  /* any large data ? */ 

        { 

         Parm = 0; 

         while ((retcode = SQLParamData(hstmt, &pAddr)) == 
SQL_NEED_DATA) 

                {          /* need to put large data for this column */ 

                 Parm++;   /* in a loop to get data and put data in blob 
*/ 

                 InitUserData(Parm, DataFile); 

                 while (GetUserData(Parm, DataFile, InputData, 
&DataLen)) 

                        retcode = SQLPutData(hstmt, InputData, DataLen); 

                } 

 

         if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) 

             printf("insert a record of account table success !! \n"); 

        } 

   } 

SQLPutDataの実行を取り消す 

データベースにデータを入力中にエラーが起こった時、或いはデータ入力

を中止する場合、SQLCancel関数を使ってその処理を取り消すことができ

ます。 

Â SQLCancelの原型: 
RETCODE SQLCancel(HSTMT hstmt) 

SQLCancelを呼び出して、文全体を中止することができます。現在実行し

ている文を取り消した後、再びSQLExecuteやSQLExecDirectを呼び出すこ

とができます。 
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FOにラージ・データを配置する 

FO（ファイル・オブジェクト）は、DBMasterがサポートする強力なラー

ジ・オブジェクトのデータ型です。FOは、LONG VARCHARやLONG 
VARBINARYデータ型に似ていますが、使用しているホスト・ファイル・

システムに外部ファイルとして保存します。FILEデータ型にカラムを定

義すると、FOカラムを作成することになります。  

Â 例 1、photographカラムをFOカラムに定義する  
create table student (name char(20), photograph file) 

FOはBLOBデータとして扱われるので、BLOBの挿入方法を使ってFOカラ

ムにデータを挿入することができます。引数fSQLTypeを
SQL_LONGVARCHAR、又はSQL_LONGVARBINARYにセットすると、

DBMasterは各FOカラムに新しいファイルを作成し、データを入力バッフ

ァから（fCTypeがSQL_C_CHARの時）、或いはクライアント側のファイ

ルから（fCTypeがSQL_C_FILEの時）コピーします。 

他のファイルを作成する替わりに、CD-ROMにあるファイルのような、サ

ーバー側にある既存のファイルにFOカラムをリンクしようと考えるかも

しれません。サーバー側のファイルにリンクする場合、引数fCTypeを
SQL_C_CHARにセットし、fSqlTypeをSQL_FILEにセットします。この方

法を用いると、SQLExecuteを呼び出す前にバッファにファイル名をコピー

します。 
 
FSQLTYPE FOカラム FCTYPE データソース 

SQL_LONGVARCHAR
、又は

SQL_LONGVARBINAR
Y (BLOBと同じ) 

サーバーに新しい

ファイルを作成 

 

SQL_C_FILE 
 
 

クライアントの

ファイルからデ

ータをコピー 

 

  SQL_C_CHAR 
SQL_C_BINAR
Y 

入力バッファか

らデータをコピ

ー 

SQL_FILE サーバーの既存フ

ァイルにリンク 
SQL_CHAR 入力バッファか

らファイル名を

取得 
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次の例では、顧客Maryの氏名とファイル・オブジェクトとして保存する彼

女の写真を新しいレコードとして挿入します。そのファイルは既にサーバ

ーに存在するので、このファイルをデータベースにリンクするだけです。 

Â 例 2、ファイル・オブジェクトにラージ・データを代入する: 
UCHAR  pPhotoFlName[80]; 

SDWORD retcode; 
 

retcode = SQLPrepare(hstmt, "INSERT INTO student VALUES('Mary', ?)", 

                     SQL_NTS); 

retcode = SQLBindParameter(hstmt, 1, SQL_PARAM_INPUT, SQL_C_CHAR,  

                           SQL_FILE, 80, 0, pPhotoFlName, 0, SQL_NTS); 
 

strcpy(pPhotoFlName, "/disk1/sys/fo/photo");       /* pass the file name 
*/ 
 

retcode = SQLExecute(hstmt); 

FOは外部ファイルに保存されるので、ファイルの編集に使用するアプリ

ケーションは、ファイル・ディレクトリでそのまま使用することができま

す。 

4.5 Get/Setオプション 
ステートメント・ハンドルにある文オプションの現在の設定は、

SQLGetStmtOption関数で取得することができます。 

Â SQLGetStmtOptionの原型: 
RETCODE SQLGetStmtOption(  

                         HSTMT  hstmt, 

                         UWORD  fOption, 

                         PTR    pvParam); 

Â SQLSetStmtOptionの原型: 
RETCODE SQLSetStmtOption{ 

     HSTMT   hstmt, 

     WORD    fOption, 
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     UDWORD  vParm); 

hstmtが有効なステートメント・ハンドルである時、fOptionは回収するオ

プションで、pvParamはfOptionに関連する値です。fOptionの値によって、

32-bitの整数値やNull文字で終わる文字列へのポインタがpvParamに返され

ます。 

DBMasterには、これら2つの関数に使用することができるオプションがい

くつかあります。 

SQLGetStmtOption関数の拡張文オプション 

 
オプション 解説 

SQL_GET_INCREMENT_VALU
E 

SERIALカラムの値を取得 

SQL_GET_CURRENT_OID 挿入/フェッチした直前のタプルのOID
を取得 

SQL_GET_BACKUP_ID バックアップIDを取得 

SQL_DUMP_PLAN ダンプ計画オプションを取得 

SQL_PLAN 問合せ実行計画を取得  

SQL_PLAN_LEN 計画長を取得 

 

SQLSetStmtOption関数の拡張文オプション: 

 
オプション 解説 許容値 

SQL_DUMP_PLA
N 

ダンプ計画オプショ

ンをセット 
SQL_DUMP_PLAN_ON 

SQL_DUMP_PLAN_OFF 

次の例の表account には、SERIALデータ型のカラムがあります。SERIAL
カラムの値は自動的に加算され、ユーザーはそれを指定する必要がありま

せん。但し、レコード挿入の後に、挿入されたばかりのSERIALカラムの

値を知る必要があるかもしれません。この値は、SQLGetStmtOptionを呼び
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出して、引数fOptionをSQL_GET_INCREMENT_VALUEにして取得する

ことができます。 

Â 例 1、SQLGetStmtOptionを使ったSERIALカラムの値を取得する: 
/* insert a record into table account where the value of each field     
*/ 

/* is its default value                                                 
*/ 

 

SDWORD val; 

SDWORD retcode; 

 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "INSERT INTO ACCOUNT VALUES ()",  

                        SQL_NTS); 

 

/* get the serial number that was just inserted                          
*/ 

retcode = SQLGetStmtOption(hstmt, SQL_GET_INCREMENT_VALUE, &val); 

この例では、変数valは直前のINSERT文で表accountに挿入されたSERIAL
カラムの値です。SERIALデータ型の定義と用途については、「SQL文と

関数参照編」を参照して下さい。

SQLGetStmtOptionのもう1つの特殊な用途は、挿入/フェッチされた直前の

タプルのOIDを取得することです。上記の例に続けて、SQLGetStmtOption
関数で引数fOptionにSQL_GET_CURRENT_OIDを与え、データベースに

挿入されたばかりのレコードのOIDを取得することができます。 

Â 例2、SQLGetStmtOptionを使って現在のオブジェクトのOIDを取得する: 
UCHAR  oid[8];  

SDWORD retcode; 

 

/* insert a record into account table */ 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "INSERT INTO ACCOUNT VALUES ()",  

                        SQL_NTS); 

 

/* get the OID of the record just inserted */ 
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retcode = SQLGetStmtOption(hstmt, SQL_GET_CURRENT_OID, &oid); 

OIDは、DBMaster内のオブジェクトに付けられている一意のIDです。デー

タベースでオブジェクトを一意に識別するためにOIDを使います。 

Â 例3、問合せのWHERE句にOIDを使う: 
SELECT * FROM account WHERE OID = ? 

注: OIDのデータ型についての詳細は、「SQL文と関数参照編」、又は「デー
タベース管理者参照編」をご覧下さい。

拡張文オプションのSQL_DUMP_PLAN、SQL_PLAN_LEN、SQL_PLAN
は、準備したSQL文のために、DBMaster問合せオプティマイザが生成した

問合せ計画を取得するために使用します。 

Â 準備したSQL文の計画を取得する: 

1. SQLSetStmtOptionを呼び出して、SQL_DUMP_PLANオプションをONに

します。 

2. 関数SQLGetStmtOptionを呼び出して、引数fOptionをSQL_PLAN_LENに

し、計画文字列の長さを取得します。 

3. 計画文字列に応じたバッファを割り当ててから、SQLGetStmtOptionを呼

び出し、引数fOptionをSQL_PLANにして計画文字列を取得します。 

Â 例 4、SQLSetStmtOptionとSQLGetStmtOptionを使ったSQL文の問合せ計画の取

得例: 
SDWORD planlen; 

UCHAR  *planstr; 

SDWORD retcode; 

 

/* turn on the dump plan option                                          
*/ 

retcode = SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_DUMP_PLAN, SQL_DUMP_PLAN_ON); 

 

/* prepare an SQL JOIN statement                                         
*/ 

retcode = SQLPrepare(hstmt, "SELECT * FROM account, branch WHERE 

                     account.branchId = branch.branchId", SQL_NTS); 
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/* get the plan string length                                            
*/ 

retcode = SQLGetStmtOption(hstmt, SQL_PLAN_LEN, &planlen); 

 

/* allocate a buffer for the plan string according to the plan           
*/ 

/* string length                                                         
*/ 

planstr = malloc(planlen); 

 

/* get the plan string                                                   
*/ 

retcode = SQLGetStmtOption(hstmt, SQL_PLAN, planstr); 
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5 結果の回収 

問合せを実行してデータを回収することは、データベースの最も大切な機

能の1つです。 

本章では、以下の実行方法について説明します。 

• 関数SQLBindColとSQLFetchを使って、格納場所にカラムをバインド

し、行ごとにデータを回収。 

• 関数SQLNumResultCols、SQLDescribeCol、SQLColAttributesを使っ

て、結果セットに、データ型や長さのようなカラム情報を取得。 

• カーソルを使って、問合せから取得した結果セットに配置した

DELETE、又は配置したUPDATEを実行。 

• 関数SQLGetDataを使って1部分ごとに、ラージ・データ・オブジェク

ト(LONG VARCHARやLONG VARBINARY)とファイル・オブジェ

クトを回収。1部分づつラージ・オブジェクトやファイル・オブジェ

クトを回収すると、一度にデータを回収する場合に比べ比較的小さい

バッファですみます。 

• 行セットを使って、関数SQLExtendedFetchとSQLSetPosの問合せで取

得した結果セットを前後に閲覧。 
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まだ行が
ある?

行にラージ・
データがある?

行にまだ、
ラージ・カラ
ムがある?

SQLNumResultCols
SQLDescribeCol

結果カラムの情報を取得
(情報がわかっている場
合は省略）

SQLPrepare、SQLExecute、
又はSQLExecDirect

問い合せ実行

結果カラムをバインド

SQLBindCol

行ごとにデータをフェッチ

SQLFetch

部分ごとにラージ・デー
タを回収

SQLGetData

スキャンを閉じる

SQLFreeStmt

NO

NO

NO

YES

YES

YES

NO

 

図 5-1: データベースからデータを回収するためのプログラム・フロー 
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5.1 ODBCを使った問合せ 
アプリケーションでデータベースからデータを回収する最も一般的な方法

は、SQLのSELECT文を使った問合せを実行することです。この節では、

ODBC関数を使って問合せを実行し、行ごとに結果データをフェッチする

方法について解説します。 

格納場所のバインドとデータのフェッチ 

表accountから支店11240の顧客の姓と名前、支店情報を取得すると想定し

ます。 

Â 例、問合せ: 
SELECT lname, fname, branch FROM account WHERE branch = 11240 

この問合せを準備、実行した後、行ごとにデータをフェッチする用意がで

きます。この問合せのプロジェクションにある結果カラムの全情報が、わ

かっている場合(カラムのデータ型、精度、スケール等)、SQLBindColと
SQLFetchを使って、結果をフェッチします。 

• SQLBindCol- データのカラムと格納場所を関連付けるために使用しま

す。SELECT文のSQLBindColの役割は、INSERT文の

SQLBindParameterの役割に似ています。 

• SQLFetch- 結果セットからデータの行をフェッチするために使用しま

す。ドライバは、SQLBindColで定義した格納場所にバインドした全

カラムのデータを返します。 

Â SQLBindColの原型: 
RETCODE SQLBindCol( 

                   HSTMT       hstmt, 

                   UWORD       icol, 

                   SWORD       fCType, 

                   PTR         rgbValue, 

                   SDWORD      cbValueMax, 

                   SDWORD FAR *pcbValue) 
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アプリケーションは、結果カラムと格納場所を関連付けるために、以下の

情報をSQLBindColに与えます。 

• fCType — 結果セットのCデータ型 

• rgbValue — データのための出力バッファのアドレス。アプリケーシ

ョンでこのバッファを割り当て、バッファが指定したデータ型で回収

したデータを格納するために充分な大きさであることを明確にしま

す。 

• cbValueMax — 出力バッファの最大長。この値は、戻りデータに整数

値のようなCの固定長がある場合は無視されます。 

• pcbValue — 利用できるデータのバイト数を戻すために使用されるス

トレージ・バッファのアドレス。フェッチしたデータがNULLの場

合、ドライバはこの引数にSQL_NULL_DATAを保存します。 

プロジェクションにある各カラムをバインドした後、SQLFetch()を呼び出

しデータ行をフェッチします。 

Â SQLFetchの原型: 
RETCODE SQLFetch(HSTMT hstmt) 

以下の例は、SQLBindColとSQLFetchで先に説明した問合せ実行します。 

Â 例、表accountから支店11240の全ての顧客情報をフェッチする: 
#define  LENGTH  18 
 

UCHAR       lname[LENGTH], fname[LENGTH]; 

UDWORD      branch_no, TRUE = 1; 

SDWORD      retcode, cblname, cbfname, cbbranch; 
 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "SELECT lname, fname, branch FROM  

                                       account WHERE branch = 11240",  

                               SQL_NTS); 

if (retcode == SQL_SUCESS) 

   { 

    retcode = SQLBindCol(hstmt,1, SQL_C_CHAR, lname, LENGTH, &cblname); 

    retcode = SQLBindCol(hstmt,2, SQL_C_CHAR, fname, LENGTH, &cbfname); 
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    retcode = SQLBindCol(hstmt,3, SQL_C_LONG, &branch_no, 0, &cbbrach); 

   } 

/* fetch data one row at a time and print out the result data        */ 

/* stop when no more data or error returned from SQLFetch            */ 

while (TRUE) 

   { 

    retcode = SQLFetch(hstmt); 

    if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) 

        { 

         if (cblname == SQL_NULL_DATA)            /* check null data */ 

            printf("last name: NULL\n"); 

         else 

            printf("last name: %s\n", lname); 

 

         if (cbfname == SQL_NULL_DATA) 

            printf("first name: NULL\n"); 

         else 

            printf("first name: %s\n", fname); 

 

         if (cbbranch == SQL_NULL_DATA) 

            printf("branch no: NULL\n"); 

         else 

            printf("branch no: %d\n", branch_no); 

        } 

    else                       /* if no more data or errors returned */ 

         break;    

   } 

 

結果カラムの特性 

節4.4で説明したように、アプリケーションによっては、どのようなデー

タ型が挿入されるか前もってわからないことがあります。同様に、あらか

じめフェッチする結果データがわからない可能性があります。そのような

場合、SQLNumResultColsとSQLDescribeCol関数が詳しい情報を提供するの
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に役立ちます。SQLNumResultColsは、結果セットにある結果カラムの数

を取得するために使用します。SQLDescribeColは、結果カラムの特性を詳

述するために使用します。特性には、その名前、SQLの種類、精度、スケ

ール、カラムがNull値可かどうかといった情報が含まれます。 

Â SQLNumResultColsの原型: 
RETCODE SQLNumResultCols( 

                         HSTMT       hstmt, 

                         SWORD  FAR *pccol) 

Â SQLDescribeColの原型: 
RETCODE SQLDescribeCol( 

                       HSTMT       hstmt, 

                       UWORD       icol, 

                       UCHAR  FAR *szColName, 

                       SWORD       cbColNameMax, 

                       SWORD  FAR *pcbColName, 

                       SWORD  FAR *pfSqlType, 

                       UDWORD FAR *pcbColDef, 

                       SWORD  FAR *pibScale, 

                       SWORD  FAR *pfNullable) 

Â このケースのプログラム・フローは以下のとおりです。 
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SQLPrepare

SQLFetch

SQLFreeStmt (SQL_CLOSE)

SQLExecute

SQLBindCol

SQLDescribeCol

SQLNumResultCols

まだ結果
がある?

(1度に1行をフェッチ)

YES

NO

 

図 5-2: SQLNumResultColsとSQLDescribeColを使って結果セットを取得す

るためのプログラム・フロー 

問合せを準備した後、SQLNumResultColsを呼び出して、その問合せにい

くつの結果カラムがあるかを見つけます。次にSQLBindColと
SQLDescribeColを交互に呼び出して、各カラムが必要とするメモリがどの

ぐらいであるかという情報を取得します。最後に、SQLFetchを呼び出し

て、1度に1行の結果データをフェッチします。 
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以下に示した例では、SQLNumResultCols、SQLDescribeCol、
SQLBindCol、SQLFetchを使って、問合せ実行後に結果セットをフェッチ

します。 

Â 例、問合せを実行後、結果セットをフェッチする: 
#define  BUFFER_LEN  256       /* length of the query string buffer*/ 

#define  MAX_COLS    128       /* allowed max number of columns */ 
 

UCHAR       str[BUFFER_LEN]; 

SDWORD      retcode, TRUE = 1; 

SWORD       i, ncol; 

SWORD       coltype[MAX_COLS], colscale[MAX_COLS], colnull[MAX_COLS]; 

SWORD       colCtype[MAX_COLS];  

UDWORD      collen[MAX_COLS], outlen[MAX_COLS]; 

char       *colbuf[MAX_COLS];  
 

BEGIN:                         /* begin label                   */ 
 

getQueryString(&str);          /* get user input query string   */ 
 

/* prepare the input query                                               
*/ 

retcode = SQLPrepare(hstmt,queryStr, SQL_NTS); 
 

err_exit(hstmt, retcode);      /* exit if error                 */ 
 

retcode = SQLNumResultCols(hstmt,&ncol); /* get number of result columns 
*/ 

err_exit(hstmt, retcode);      /* exit if error                 */ 
 

if (ncol > 0)                  /* still columns in input query  */ 

   { 

    printf("There are %d result columns \n",ncol); 
 

    for (i = 0; i < ncol; i++)    /* describe columns and bind them */ 

        { 

        retcode = SQLDescribeCol(hstmt, i+1, &coltype[i], &collen[i], 

                                 &colscale[i], &colnull[i]); 

        err_exit(hstmt, retcode); /* exit if error                  */ 
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        /* allocate storage location for column according to its,   */ 

        /* type, length and scale, reuse the storage if possible    */ 

        allocColumnStorage(coltype[i], collen[i], colscale[i], 
&colbuf[i]); 
 

        /* get corresponding SQL C type                            */ 

        getSQLCtype(coltype, &colCtype);    
 

        /* bind the column storage                                 */ 

        retcode = SQLBindCol(hstmt, i+1, colCtype[i], coltype[i], 

                             collen[i], colscale[i], colbuf[i],  

                             BUFFER_LEN, &outlen[i]); 

        err_exit(hstmt, retcode);/* exit if error                  */ 

       }                         /* end of for                     */ 

  }                              /* end of if                      */ 
 

retcode = SQLExecute(hstmt);     /* execute the prepared query     */ 
 

err_exit(hstmt, retcode);        /* exit if error                  */ 
 

/* fetch one row at a time until no more data is in the result set,*/ 

/* if the column data is null, add a mark in the column buffer, then 
output */ 

/* all the column data (print to file or standard output)           */ 
 

while(TRUE) 

     { 

      retcode = SQLFetch(hstmt); 
 

      if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) 

         { 

          for (i = 0; i < ncol; i++) 

              {/* if data is NULL, specify NULL in column buffer    */ 

               if (outlen[i] == SQL_NULL_DATA) 

                   MarkNullColumn(colbuf[i]); 

               /* output column data                                */ 

               outputColumnData(ncol, colCtype[i], coltype[i], 
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                                      collen[i],   colscale[i], 

                                      colnull[i],  colbuf[i]); 

              } 

         } 

      else 

         break; 

      } 
 

retcode = SQLFreeStmt(hstmt, SQL_CLOSE); /* close the cursor associated  
*/ 

                                         /* in the statement hstmt  */ 
 

err_exit(hstmt, retcode);                /* exit if error           */ 
 

if (user_Quit())                         /* user wants to quit      */ 

   return; 

else 

   goto BEGIN;                           /* go to BEGIN for next query   
*/ 

 

結果カラムの詳細 

SQLDescribeColを呼び出して、カラムの特性について一定の情報を取得す

ることができても、アプリケーションに与える必要のある付加的なカラム

情報はまだあります。ODBCには、この目的を達成する関数

SQLColAttributesがあります。 

SQLCOLATTRIBUTES 
SQLColAttributesは、カラムの記述子情報を返すために使用します。これ

は、指定した種類の記述子情報です。 

Â SQLColAttributesの原型: 
RETCODE SQLColAttributes( 

                         HSTMT       hstmt, 

                         UWORD       icol, 

                         UWORD       fDescType, 
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                         PTR         rgbDesc, 

                         SWORD       cbDescMax, 

                         SWORD  FAR *pcbDesc, 

                         SDWORD FAR *pfDesc) 

ODBCで定義できる記述子の種類は、以下のとおりです。 

• SQL_COLUMN_COUNT 

• SQL_COLUMN_NAME 

• SQL_COLUMN_TYPE 

• SQL_COLUMN_LENGTH 

• SQL_COLUMN_PRECISION 

• SQL_COLUMN_SCALE 

• SQL_COLUMN_DISPLAY_SIZE 

• SQL_COLUMN_NULLABLE 

• SQL_COLUMN_UNSIGNED 

• SQL_COLUMN_MONEY 

• SQL_COLUMN_UPDATABLE 

• SQL_COLUMN_AUTO_INCREMENT 

• SQL_COLUMN_CASE_SENSITIVE 

• SQL_COLUMN_SEARCHABLE 

• SQL_COLUMN_TYPE_NAME 

• SQL_COLUMN_TABLE_NAME 

• SQL_COLUMN_OWNER_NAME 

• SQL_COLUMN_QUALIFIER_NAME 

• SQL_COLUMN_LABEL 

注: 各オプションの意味についての詳細は、「Microsoft ODBC プログラマーズ
リファレンス」を参照して下さい。
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例えば、fDescTypeの値がSQL_COLUMN_TYPEの場合、SQLColAttributes
は、指定したカラムのSQLのデータ型を返します。この情報は、

SQLDescribeColを使っても取得することができますが、SQLColAttributesは
SQLDescribeColでは取得できないその他の情報も提供します。 

SQLColAttributesとSQLDescribeColの大きな違いは以下のとおりです。 

• SQLDescribeColは、一度に1つのカラムに指定した複数の値を提供し

ますが、SQLColAttributesは1つの記述子の値のみ取得します。 

• SQLColAttributesは、特定のより詳細のカラム情報を提供します。ド

ライバで更にドライバ特有の記述子を追加したり、ODBCで将来のバ

ージョンに新しい記述子を定義したり場合、拡張することも可能で

す。 

例えば、カラムが大文字・小文字を識別するかどうかを知る必要があるア

プリケーションでは、SQLColAttributes関数を使って、記述子のオプショ

ンをSQL_COLUMN_CASE_SENSITIVEにし、見つけることができます。 

Â 例、SQLColAttributesを使った詳細なカラム情報の取得例: 
#define  TRUE   1 

#define  FALSE  0 

SDWORD   CSflag;              /* case-sensitive flag                 */ 

SDWORD   retcode; 
 

retcode = SQLPrepare(hstmt, "SELECT lname, fname, branch FROM account 

                             WHERE branch = 11240", SQL_NTS); 
 

retcode = SQLColAttributes(hstmt, 1, SQL_COLUMN_CASE_SENSITIVE, 

                           NULL, 0, NULL, &CSflag); 

if (CSflag == TRUE) 

    printf("Column 1 is case-sensitive\n"); 

バインドしたカラムを取り消す 

SQLBindColを呼び出して格納場所をカラムにバインドした後、それを繰

り返し再利用することができます。先述の例では、3つの格納場所を

SELECT文の3つのカラムにバインドしました。 
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Â 例、SQL_UNBINDオプションにしたSQLFreeStmtを呼び出し、ステートメン

ト・ハンドルに関係するバインドした全カラムをアンバインドする: 
Retcode = SQLFreeStmt(hstmt, SQL_UNBIND); 

ここで、hstmtでバインドした全ての格納場所が取り消されます。そして、

アプリケーションはステートメント・ハンドルを再利用することができ、

別のストレージ域にバインドすることができます。アプリケーションで1
つのバインドしたカラムをアンバインドしようとする場合、替わりに

SQLBindColを呼び出し、引数rgbValueにNullポインタを渡します。 

アプリケーションでステートメント・ハンドルの再利用をする必要がない

場合、SQL_DROPオプションのSQLFreeStmtを呼びます。この場合、全て

の格納場所が取り消され、既存のカーソル、中断した結果、ステートメン

ト・ハンドルが使用しているリソースも同様に解放されます。 

5.2 カーソル 
カーソルは、行の条件処理において行ごとに結果セットを操作することを

可能にします。アプリケーションは、与えられた結果セットの個々の行で

複数の操作を実行することができます。問合せを実行することで結果セッ

トにカーソルを開くことができます。 

カーソルを使うタイミング 

カーソルは、プログラムが結果セットの特定の行で更新/削除の操作を実

行する必要がある時に使用します。例えば、プログラムは、問合せ結果か

ら行を回収し、それらを画面に表示し、データを更新/削除するユーザー

の要求に応えることができます。 

カーソルを使ってデータを更新しようと考える場合、結果セットを生成す

るために使用するSELECT文にはっきりとFOR UPDATE、又はFOR 
UPDATE OF column_listと指定する必要があります(例、SELECT * FROM 
account FOR UPDATE)。SELECT文にFOR UPDATEが宣言されていない場

合、カーソルの初期設定の読み込み専用になり、カーソル更新や削除はで

きません。 
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Â 例 1、カーソルを使ったUPDATE文: 
UPDATE tablename SET column = value [, column = value...]  

       WHERE CURRENT OF cursorname 

Â 例 2、カーソルを使ったDELETE文: 
DELETE FROM tablename WHERE CURRENT OF cursorname 

カーソル名を取得する 

ODBCドライバは、SQLAllocStmtを呼び出しステートメント・ハンドルを

割り当てる時に、SQL_CURで始まる名前を自動的に生成します。

SQLGetCursorNameを使って、ステートメント・ハンドルが割り当てたカ

ーソルのフルネームを取得することができます。 

Â SQLGetCursorNameの原型: 
RETCODE SQLGetCursorName( 

                         HSTMT      hstmt, 

                         UCHAR FAR *szCursor, 

                         SWORD      cbCursorMax, 

                         SWORD FAR *pcbCursor) 

注: カーソル名の最大長は、18文字です。 

カーソルを使う 

以下の例は、SELECT文とUPDATE文に2種類のhstmtがあるプログラムで

どのようにSQLGetCursorNameを使用するかを示しています。 

Â 例、John Smithの支店番号を更新するためにUPDATE文でカーソルを使う: 
#define  NAME_LEN    21 

#define  CURSOR_LEN  20 

HSTMT   hstmtSelect; 

HSTMT   hstmtUpdate; 

UCHAR   szLname[NAME_LEN],szFname[NAME_LEN],cursorName[CURSOR_LEN]; 

SWORD   cursorLen; 

SDWORD  sBranch, cbName, cbBranch; 
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/* Allocate the statement handles                                        
*/ 

retcode = SQLAllocStmt(hdbc, &hstmtSelect); 

retcode = SQLAllocStmt(hdbc, &hstmtUpdate); 

 

/* SELECT the result set and bind its columns to local storage           
*/ 

/* NOTE:   This is a select FOR UPDATE                                   
*/ 

retcode = SQLExecDirect(hstmtSelect, "SELECT lname,fname, branch 

FROM account FOR UPDATE", SQL_NTS); 

retcode = SQLBindCol(hstmtSelect, 1, SQL_C_CHAR, szLname, NAME_LEN, 

                     &cbLname); 

retcode = SQLBindCol(hstmtSelect, 2, SQL_C_CHAR, szFname, NAME_LEN, 

                     &cbFname); 

retcode = SQLBindCol(hstmtSelect, 3, SQL_C_INTEGER, &sBranch, 0, 

                     &cbBranch); 

 

/* get the cursor name of the select for use in the update statement     
*/ 

retcode = SQLGetCursorName(hstmtSelect, cursorName, CURSOR_LEN, 

                           &cursorLen); 

 

/* Read through the result set until the cursor is positioned on the row 
*/ 

/* for John Smith                                                        
*/ 

do 

   retcode = SQLFetch(hstmtSelect); 

while ((retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) && 

       (strcmp(szFname, "John") != 0 && strcmp(szLname, "Smith") != 0  

       && sbranch == 2100)); 

/* Perform a positioned update of John Smith's branch number             
*/ 

/* NOTE: the cursorName in the CURRENT OF clause                         
*/ 

if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO 
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   { 

     sprintf(updsql, "UPDATE account SET branch = 2101 WHERE 

                      CURRENT OF %s", cursorName); 

     retcode = SQLExecDirect(hstmtUpdate, updsql, SQL_NTS); 

    } 

カーソル名を設定する 

SQLSetCursorNameを使って、アクティブのステートメント・ハンドルの

カーソル名をセットすることができます。SQLSetCursorNameでSELECT文
を実行する前にカーソル名を変更します。 

Â SQLSetCursorNameの原型: 
RETCODE SQLSetCursorName( 

                          HSTMT      hstmt, 

                          UCHAR FAR *szCursor, 

                          SWORD      cbCursor) 

5.3 ラージ・データをフェッチする 

SQLGetData 

LONG VARCHAR、又はLONG VARBINARYのカラムからラージ・デー

タを回収する必要がある時、SQLGetData関数を使ってセグメント毎にデー

タを回収することができます。この方法では、カラム全体を回収するため

の大きなバッファを準備する必要がありません。 

Â SQLGetDataの原型: 
RETCODE SQLGetData( 

                   HSTMT hstmt,  

                   UWORD icol,  

                   SWORD fCType,  

                   PTR rgbValue,  

                   SDWORD cbValueMax, 

                   SDWORD FAR * pcbValue) 
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格納場所と結果セットを関連付けるために、以下の情報をSQLGetDataに与

えます。 

• fcType — 結果セットのCデータ型 

• rgbValue — データ用の出力バッファのアドレス。アプリケーション

は、このバッファを割り当て、指定したデータ型で回収したデータを

格納するために充分なバッファ・サイズを確保します。 

• cbValueMax — 出力バッファの最大長さ。戻りデータが整数データの

ようにCの固定サイズを持つ場合、この値は無視されます。 

• pcbValue —SQLGetDataへのカレント・コールの前に、利用できる(残
っている)データのバイト数を返すために使用する格納バッファのア

ドレス。 

前述のように、カラムのデータを取得する一般的な方法は、SQLBindCol
を使って、カラムにローカル・バッファをバインドすることです。カラム

のデータは、SQLFetchの際に自動的にバインドされたバッファに保存され

ます。バッファの大きさが充分であることが確かな場合、ラージ・データ

を回収するためにバインド方法を使うことができます。SQLGetDataを使っ

た別の方法は、毎回データが一杯入ったバッファを取得します。

SQLGetDataを使う場合は、カラムをバインドしません。さもないと、

SQLFetchはバインドしたバッファに自動的にカラムのデータを送信しま

す。 

Â データベースからラージ・データ・オブジェクトを回収する:  

1. SQLコマンドを実行します。 — SQLExecDirectかSQLExecuteで、SQL問
合せを実行します。 

2. データをフェッチします。 — SQLFetchを呼び出して、次の行データを

取得します。SQLFetchがSQL_NO_DATA_FOUNDを返した場合、問合せ

の結果セットにある全行が返されたことを意味します。戻りコードが

SQL_SUCCESS、又はSQL_SUCCESS_WITH_INFOの場合、フェッチす

るラージ・データがありますので、次のステップに進んで下さい。 

3. ラージ・データ・オブジェクトを取得します。 — SQLGetDataを呼び出

して、現在の行にある引数icolで指定したアンバインドされたカラムの

一部のデータを取得します。SQLGetDataがSQL_NO_DATA_FOUNDを戻
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すまで、このステップを繰り返します。次の行からデータをフェッチし

ようとする場合は、前のステップに戻って下さい。 
 

Step1: SQLExecute、又はSQLExecDirectを
呼び出し、1つの問い合せを実行

Step3: SQLGetDataを呼び出し、引数icolで
指定した現在の行のカラムのデータ
の一部を回収する

Step2: SQLFetchを呼び出し、1行をフェッチ

retcode は、
SQL_SUCCESS、又は

SQL_SUCCESS_WITH_INFO
recode は、

SQL_NO_DATA_FOUND

データをフェッチしました !!

YES

行のデータ

取得を終了

NO

YES

 

図 5-3: ラージ・データ回収のためのプログラム・フロー 

以下の例では、表accountにある全行から、カラムfname、photo、memoを
フェッチし表示します。カラムphotoとmemoには、ラージ・オブジェクト

があります。バインド方法を使って、fnameカラムの値を取得し、

SQLGetDataを使ってphotoとmemoカラムの値を取得します。 
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既に説明したように、格納場所にカラムをバインドすることもできます

し、データ回収にSQLGetDataを使うこともできます。これは、全てのデー

タに対して言えることです。そのように希望すれば、整数値のような通常

のデータ型にSQLGetDataを使うこともできます。但し、これには余計なプ

ログラミング負担が伴う上に必然性もないので、現実的な選択ではありま

せん。 

Â 例: 
#define  MAX_BINARY_SIZE  1024 

#define  MAX_CHAR_SIZE     256 

#define  MAX_NAME_SIZE      21 

 

SDWORD cbFname, cbPhoto, cbMemo, DataLen; 

UCHAR  FnameBuf[MAX_NAME_SIZE], PhotoBuf[MAX_BINARY_SIZE], 

       MemoBuf[MAX_CHAR_SIZE]; 

PTR    PhotoDataFile, MemoDataFile; 

SDWORD retcode, TRUE=1; 

 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, (UCHAR *)"SELECT fname, photo, memo 

                                         FROM account", SQL_NTS); 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, FnameBuf, MAX_NAME_SIZE,     

                     &cbFname); 

 

while (TRUE) 

      { 

        retcode = SQLFetch(hstmt); 

 

        /* After calling SQLFetch, the value of bound column fname is    
*/ 

        /* automatically stored in user buffer FnameBuf             */ 

if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WTIH_INFO) 

           { 

            /* InitDataFile() opens user's data files for storing        
*/ 
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            /* photo and memo column data                                
*/ 

            InitDataFile(PhotoDataFile); 

            InitDataFile(MemoDataFile); 

 

            /* The size of remaining data before this SQLGetData is      
*/ 

            /* returned in cbPhoto. This SQLGetData will retrieve        
*/ 

            /* MAX_BINARY_SIZE data of column photo from the database,   
*/ 

            /* and put it into binary buffer PhotoBuf.                   
*/ 

 

            while(TRUE) 

                 { 

                  retcode = SQLGetData(hstmt, 2, SQL_C_BINARY,  

                                       PhotoBuf,  

                  MAX_BINARY_SIZE, &cbPhoto); 

 

                  if (retcode == SQL_SUCCESS 

                      || retcode == SQL_SUCCESS_WTIH_INFO) 

                      { 

                       /* GetToFile() moves data from buffer PhotoBuf    
*/ 

                       /* to user file PhotoDataFile                     
*/ 

                       GetToFile(PhotoDataFile, PhotoBuf); 

                       printf("%ld more bytes remains in Photo column 
\n",  

                              cbPhoto - MAX_BINARY_SIZE); 

                      } 

                  else 

                       break; 

                  } 

 

            /* Use SQLGetData to get memo data and put in MemoDataFile   
*/ 
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            while (TRUE) 

                  { 

                   retcode = SQLGetData(hstmt, 3, SQL_C_CAHR, MemoBuf,  

                   MAX_CHAR_SIZE, &cbMemo); 
 

                   if (retcode == SQL_SUCCESS 

                       || retcode == SQL_SUCCESS_WTIH_INFO) 

                      { 

                       GetToFile(MemoDataFile, MemoBuf); 

                       } 

                   else 

                        break; 

                  } 
 

            /* Display data on screen                                    
*/ 

            Display(FnameBuf); 

            DisplayLargeData(PhotoDataFile); 

            DisplayLargeData(MemoDataFile); 

           } 

      else if (retcode == SQL_NO_DATA_FOUND) 

           { 

            printf("no data found \n"); 

            break; 

           } 

      else 

          { 

           printf(“error \n”); 

           break; 

          } 

      } 

ほとんどのアプリケーションでは、ラージ・カラムにある全データは、通

常一時ファイルに回収・保存されてから、表示されるます。このケース

が、一度に全てを表示する必要がある静的なデータであるのに対し、スト

リーミング（オーディオ、ビデオ）データ、又はページ（ラージ・テキス
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ト）データは、一時ファイルが無くても表示することができます。ダイア

グラムに示すように、ダブル・バッファ・スキーマを使って、データの回

収と表示を同時に行うことができます。 
開始

.....
buf1に格納 カラムの全

データを
フェッチ

時間

終了

buf2に格納 buf1に格納 buf2に格納

buf1を表示 buf2を表示 buf1を表示

 

図 5-4: ダブルバッファを使ったラージ・データの取得 

SQLGetData操作を中止する 

データベースからデータを回収している時にエラーが発生、或いはデータ

の回収をやめる場合、SQLFreeStmt関数で回収処理を中止することができ

ます。SQLFreeStmt関数を呼び出し、オプションをSQL_CLOSEにセッ

ト、カーソルを閉じ保留になっている全結果を破棄します。再び

SQLExecute、又はSQLExecDirectを呼び出して、同じ問合せでデータを回

収する際に、このカーソルを再度開くことができます。 

FOを回収するためにカラムをバインドする  

ラージ・データ・オブジェクトを回収し、それをクライアントのファイル

に入れる場合、ファイル・バインド方法を使ってそれを行うことができま

す。この方法は、SQLBindCol関数の引数fCTypeをSQL_C_FILEにセット

し、バッファにファイル名を挿入します。これにより、ファイルが作成さ

れ、その中にラージ・オブジェクト・データをコピーされます。

以下の例では、この方法を使って写真を回収し、それをSQLBindCol関数

の引数fCTypeのSQL_C_FILEにバインドし、バッファpPhotoFlNameにその

ファイル名を準備することで、クライアント・ファイルに代入します。

SQLFetchを呼び出すと、その写真はファイルにコピーされます。 

Â 例: 
UCHAR  pPhotoFlName[80]; 
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SDWORD retcode; 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_FILE, pPhotoFlName, 80, &cbPhoto); 

 

strcpy(pPhotoFlName, "/disk1/usr/fo/photo"); 

 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "SELECT photograph FROM student 

                                WHERE name = 'mary'", SQL_NTS); 

 

retcode = SQLFetch(hstmt);  /* a new file is created and data copied */ 

FOのファイル名をフェッチする 

4章で解説したように、FO（ファイル・オブジェクト）はサーバーに外部

ファイルとして保存されます。FOデータを回収する場合は、上記の3つの

方法のいずれかを使うことができます。但し、クライアント・ファイル

(SQL_C_FILE)をバインドする方法は、常にクライアント側に新しいファ

イルを作成します。FOのファイル名のみが必要な場合は、組み込み関数

FILENAME()を使って、ファイル名を取得することができます。 

Â 例、SQL_C_CHARを使ってカラムにバインドする: 
UCHAR  pPhotoFlName[80]; 
SDWORD retcode; 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, pPhotoFlName, 80, &cbPhoto); 
 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, "SELECT FILENAME(photograph) FROM  

                                student WHERE name = 'mary'", SQL_NTS); 
 

retcode = SQLFetch(hstmt);   /* file name of FO goes to pPhotoFlName */ 

今日、ほとんどのマルチメディア・ツールは、オペレーティング・システ

ムのファイルとして保存されているマルチメディア・データを処理してい

ます。マルチメディア・データがLONG VARCHARや、LONG 
VARBINARYのカラムに保存している場合、DBMasterからそのデータを

フェッチし、それをマルチメディア・ツールで使えるファイルに再指定し

なければなりません。それをファイル・オブジェクトとして保存した場
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合、DBMasterからファイル名を取得し、その名前をツールに渡すだけで

す。 

5.4 結果セットを操作する 
アプリケーションでSELECT文を使って、基礎のデータベースに問合せを

することができます。前節のSQLFetch関数に加え、DBMasterでは

SQLExtendedFetchを使って、SELECT文で得た結果セットを簡単に前後に

ブラウズすることも可能です。またSQLSetPosを使って、

SQLExtendedFetchで得た結果セットをさらに修正することができます。 

行セット 

行セット は、結果セットでウィンドウのような役目を果たします。これ

を使うと、結果セットの詳細を閲覧することができます。行セットは、常

に結果セットの副セットで、同じタプル順になります。 

SQLExtendedFetch関数を使って、行セットをフェッチすることができま

す。但し、SQLExtendedFetchを呼び出す前に、バッファを割り当て、結果

カラムをバインドし、フェッチしようとしているタプル数(行セットのサ

イズ)をセットする必要があります。 

様々なオプションでSQLExtendedFetchを呼び出すと、結果セットの行セッ

トをあらゆるポジションに前後移動させることができます。例えば、行セ

ットのサイズが10、オプションSQL_FETCH_FIRSTの場合は、結果セット

の始めにウィンドウを移動し、行セットに最初の10タプルを読み込みま

す。アプリケーションでは、オプションをSQL_ROWSET_SIZEにした

SQLSetStmtOption関数を呼び出して、行セットのサイズを設定する必要が

あります。SQL_ROWSET_SIZEオプションの初期設定値は、1です。

SQLExtendedFetchを呼び出す前に、SQLBindColでカラムをバインドするた

めの十分なバッファ・スペースを割り当てる作業も必要です。 
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プログラム・フロー 

プログラム・フローは、行セット用のバッファの割り当てを除くと

SQLFetchに似ています。行セットのサイズをSQLExtendedFetchコールの間

に変更することができます。但し、カラムの出力バッファとカラムのステ

ータス配列が各カラムに対して充分な大きさであることを必ず確認しま

す。新たに割り当てたカラム出力バッファやカラムのステータス配列は全

て、再度SQLBindColを呼び出し、再バインドしなければなりません。唯

一の例外は、行セットにある行の状態を記録するために使用し、行セット

と同じサイズのSQLExtendedFetchのrgfRowStatus配列引数が、

SQLExtendedFetchを再び呼び出すことによって、再バインドされる時のみ

です。 

格納場所のバインド 

SQLBindCol関数を使って、結果セットからフェッチしたデータ(行セット)
の出力バッファ(rgbValue)とカラムのステータス(pcbValue)をバインドす

ることができます。フェッチしたタプル数は、行セットのサイズの範囲内

なので、行セットのサイズに応じた出力バッファとカラムのステータス配

列のために十分なスペースを割り当てる必要があります。さもないと、

SQLExtendedFetch関数は失敗し、不法なアドレス域に出力タプル・データ

を配置することになります。 

Â SQLBindColの原型: 
RETCODE SQLBindCol( 

                   HSTMT       hstmt, 

                   UWORD       icol, 

                   SWORD       fCType, 

                   PTR         rgbValue, 

                   SDWORD      cbValueMax, 

                   SDWORD FAR *pcbValue) 

複数のタプルがあると思われる行セットの、出力バッファとカラムのステ

ータス配列をバインドする方法が2つあります。カラム方向バインドと行

方向バインドです。 
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カラム方向バインド 
SQLSetStmtOption関数のSQL_BIND_TYPEをBIND_BY_COLUMNにセット

して、カラム方向バインドであることを指定します。カラム方向バインド

を使っている場合、行セットの全タプルにある同じカラム用のバッファ

は、連番になります。これは、一度に1カラムに充分なバッファを割り当

てていることになります。例えば、2つのカラム(intとchar(5))がある行でカ

ラムをバインドするためのコード・フラグメントは、以下のとおりです。 

注: カラム方向バインドが使用されている場合、SQLFetchはSQLExtendedFetch
の特殊なケースです。 

Â 例: 
#define ROWSET_SIZE   6                     /* rowset size(6 tuples) */ 

#define NAME_LEN     30                     /* length of NAME column */ 

#define AGE_LEN       4                     /* length of AGE column  */ 

 

SDWORD  retcode; 

char    *c1_rgbValue, *c2_rgbValue; 

SDWORD  *c1_pcbValue, *c2_pcbValue; 

UWORD   *rgfRowStatus; 

UDWORD   crow; 

int      irow; 

 

/* set rowset size and exit if there is an error                         
*/ 

retcode = SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_ROWSET_SIZE, ROWSET_SIZE); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* set the binding type and exit if there is an error                    
*/ 

retcode = SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_BIND_TYPE, SQL_BIND_BY_COLUMN); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* allocate buffer for the column data (rowset) and column status arrays 
*/ 

c1_rgbValue = (char *)malloc(ROWSET_SIZE*NAME_LEN);     /* c1 data   */ 
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c1_pcbValue = (SDWORD *)malloc(ROWSET_SIZE*sizeof(SDWORD)); /* c1 status 
*/ 

c2_rgbValue = (char *)malloc(ROWSET_SIZE*AGE_LEN);      /* c2 data   */ 

c2_pcbValue = (SDWORD *)malloc(ROWSET_SIZE*sizeof(SDWORD)); /* c2 status 
*/ 

 

/* allocate row status array for the rowset                              
*/ 

rgfRowStatus = (UWORD *)malloc(ROWSET_SIZE*sizeof(UWORD)); 

 

/* prepare the input query and exit if there is an error                 
*/ 

retcode = SQLPrepare(hstmt, "select NAME, AGE from employee", SQL_NTS); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* bind the columns and exit if there is an error                        
*/ 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, c1_rgbValue, NAME_LEN,  

                     c1_pcbValue); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, c2_rgbValue, AGE_LEN,  

                     c2_pcbValue); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* execute the prepared query and exit if there is an error              
*/ 

retcode = SQLExecute(hstmt); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* fetch 6 tuples at once until there is no more data in the result set  
*/ 

while(TRUE) 

    { 

     retcode = SQLExtendedFetch(hstmt, SQL_FETCH_NEXT, 0, &crow,  

                                rgfRowStatus); 
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     if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) 

         { 

          printf("**** %d fetched rows in rowset ****\n", crow); 

          /* print tuples in rowset                                  */ 

          for (irow=0; irow<ROWSET_SIZE; irow++) 

 

              { 

               printf("row %d of rowset - ",irow+1); 

               switch(rgfRowStatus[irow]) 

                   { 

                    case SQL_ROW_SUCCESS: 

                    printf("(NAME: %s) , ",c1_rgbValue + irow * 
NAME_LEN); 

                    printf("(AGE : %s)   ",c2_rgbValue + irow * 
AGE_LEN); 

                    printf("[SUCCESS] \n"); 

                    break; 

 

                    case SQL_ROW_NOROW: 

                    printf(" [NO ROW] \n"); 

                    break; 

 

                    case SQL_ROW_ERROR: 

                    printf("[ROW ERROR] \n"); 

                    break; 

                   } 

              } 

         } 

          else 

               break; 

    } 

 

/* close cursor associated with hstmt and exit if there is an error      
*/ 

retcode = SQLFreeStmt(hstmt, SQL_CLOSE); 

err_exit(hstmt, retcode); 
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行方向バインド 
SQLSetStmtOption関数のSQL_BIND_TYPEがBIND_BY_COLUMN以外の値

にセットされている時、バッファは行ごとにバインドされます。この

BIND_BY_COLUMN以外の値は、1タプルに必要な出力バッファのサイズ

として使用されます。そのバッファ値は、全カラムのためのカラムの出力

値とカラムのステータスです。カラムが既にわかっている場合、アプリケ

ーションは全カラム出力バッファとステータス・バッファで構成された構

造を頻繁に定義します。例えば、2つのカラム(int and char(5))がある表のカ

ラムをバインドするためのコード・フラグメントは、以下のとおりです。 

Â 例: 
#define ROWSET_SIZE   6                     /* rowset size(6 tuples) */ 

#define NAME_LEN     30                     /* length of NAME column */ 

#define AGE_LEN       4                     /* length of AGE column  */ 

 

SDWORD  retcode;  

char    *c1_rgbValue, *c2_rgbValue, *tup_rgbValue, *tup_prn; 

SDWORD  *c1_pcbValue, *c2_pcbValue; 

UWORD   *rgfRowStatus; 

UDWORD   crow; 

int      irow, tup_len; 

 

/* set the rowset size and exit if there is an error                     
*/ 

retcode = SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_ROWSET_SIZE, ROWSET_SIZE); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/*calculate the length of one row                                        
*/ 

tup_len = NAME_LEN + sizeof(SDWORD) + AGE_LEN + sizeof(SDWORD); 

 

/* set the binding type to row-wise and exit if there is an error        
*/ 

retcode = SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_BIND_TYPE, tup_len); 

err_exit(hstmt, retcode); 
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/* allocate buffer for the column data(rowset) and column status arrays  
*/ 

tup_rgbValue = (char *)malloc(ROWSET_SIZE*tup_len); 

 

/* allocate row status array for rowset                                  
*/ 

rgfRowStatus = (UWORD *)malloc(ROWSET_SIZE*sizeof(UWORD)); 

/* prepare the input query and exit if there is an error                 
*/ 

retcode = SQLPrepare(hstmt, "select NAME, AGE from employee", SQL_NTS); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* bind the columns and exit if there is an error                        
*/ 

c1_rgbValue = tup_rgbValue; 

c1_pcbValue = (SDWORD *)(c1_rgbValue + NAME_LEN); 

c2_rgbValue = c1_rgbValue + NAME_LEN + sizeof(SDWORD); 

c2_pcbValue = (SDWORD *)(c2_rgbValue + AGE_LEN); 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, c1_rgbValue, NAME_LEN,  

                     c1_pcbValue); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, c2_rgbValue, AGE_LEN,  

                     c2_pcbValue); 

err_exit(hstmt, retcode); 

/* execute the prepared query and exit if there is an error              
*/ 

retcode = SQLExecute(hstmt); 

err_exit(hstmt, retcode); 

 

/* fetch 6 tuples at once until there is no more data in the result set  
*/ 

while(TRUE) 

    { 

     retcode = SQLExtendedFetch(hstmt, SQL_FETCH_NEXT, 0, &crow,  
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                                rgfRowStatus); 

 

     if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO) 

         { 

          tup_prn = tup_rgbValue; 

          printf("**** %d fetched rows in rowset ****\n", crow); 

          /* print tuples in rowset                                  */ 

          for (irow=0; irow<ROWSET_SIZE; irow++) 

              { 

               printf("row %d of rowset - ",irow+1); 

               switch(rgfRowStatus[irow]) 

                   { 

                    case SQL_ROW_SUCCESS: 

                    printf("(NAME: %s) , ",tup_prn); 

                    printf("(AGE : %s)   ",tup_prn + NAME_LEN + 
sizeof(SDWORD); 

                    printf("[SUCCESS] \n"); 

                    break; 

 

                    case SQL_ROW_NOROW: 

                    printf(" [NO ROW] \n"); 

                    break; 

 

                    case SQL_ROW_ERROR: 

                    printf("[ROW ERROR] \n"); 

                    break; 

                   } 

               /* print next tuple */ 

               tup_prn = tup_prn + tup_len; 

              } 

         } 

          else 

               break; 

    } 
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/* close cursor associated with hstmt and exit if there is an error      
*/ 

retcode = SQLFreeStmt(hstmt, SQL_CLOSE); 

err_exit(hstmt, retcode); 

カーソルの配置 

カーソルが存在する場合、SQLExtendedFetchは行セットの最初の行にカー

ソルを配置します。SQLExtendedFetchは、以下で使用されます。 

• 他のステートメント・ハンドルからの位置付けUPDATE/DELETE文。

SQLExtendedFetchを呼び出し、行にカーソルを配置し、位置付け

DELETE文を使って、目的の表の結果セットからその行を削除するこ

とができます。例、DELETE … WHERE CURRENT OF。 

• SQLGetData。SQLGetDataを呼び出して、バインドされていないカラ

ムのデータを取得することができます。SQLGetDataを呼び出す前

に、その行セットのサイズを1にセットします。 

• オプションにSQL_DELETE、SQL_REFRESH、SQL_UPDATEをセッ

トしているSQLSetPos。 

初めてSQLExtendedFetchを呼び出す前に、定義されていないように見える

結果セットの始めの前にカーソルが配置されます。異なるオプションを使

うと、既存の行の替わりに、結果セットの始めの前、又は結果セットの後

ろにカーソルが配置されます。 

SQLExtendedFetchの引数  

Â SQLExtendedFetchの原型: 
RETCODE SQLExtendedFetch( 
                         HSTMT         hstmt, 
                         UWORD         fFetchType, 
                         SDWORD        irow, 
                         UDWORD FAR   *pcrow, 
                         UWORD  FAR   *rgfRowStatus) 

SQLExtendedFetchの戻り値は、以下のとおりです。 
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• SQL_SUCCESS 

• SQL_SUCCESS_WITH_INFO 

• SQL_NO_DATA_FOUND 

• SQL_ERROR 

• SQL_INVALID_HANDLE 

以下の表は、ODBCアプリケーションが要求する行セットと、その時に返

された行セットと戻りコードを表しています。ODBCのアプリケーション

で行セットのバッファの内容を使う前に、SQLExtendedFetchの戻りコード

と、行セットにある各行の行状態をチェックします。 
 

要求する行セット 戻りコード 
カーソル位

置 戻り行セット 

結果セットの1行
目の前 

SQL_NO_DATA_
FOUND 

結果セット

の1行目の前

無し。行セットのバッ

ファの内容が定義され

ません。 

結果セットの1行
目に重ねる 

SQL_SUCCESS 行セットの1
行目 

結果セットの最初の行

セット。 

結果セットの真中 SQL_SUCCESS 行セットの1
行目 

要求した行セット。 

結果セットの最終

行に重ねる 
SQL_SUCCESS 行セットの1

行目 
結果セットに重なって

いる行セットにある行

のデータが戻ります。

結果セットの外にある

行セットの行では、そ

の行状態(rgfRowStatus)
は、

SQL_ROW_NOROWに

あり、その部分の行セ

ット・バッファの内容

は、定義されません。 

結果セットの最終

行の後 
SQL_NO_DATA_
FOUND 

行セットの

最終行の後

無し。行セットのバッ

ファの内容は定義され
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要求する行セット 戻りコード 
カーソル位

置 戻り行セット 
行の後 最終行の後 ません。 

重なるケース(2番目と4番目)は、対照にはなりません。例えば、結果セッ

トに100行あり、その行セットが5であると想定します。以下の表は、フェ

ッチのタイプがSQL_FETCH_RELATIVE(このオプションの定義は下記を

参照して下さい)の時、SQLExtendedFetchを呼び出しirowの値を様々に換え

た場合に、戻される行セットと戻りコードを表しています。 

 
 

現在の  

行セット IROW 戻りコード 新しい行セット 

1から5 -5 SQL_NO_DATA_FOUND 無し 

1から5 -3 SQL_SUCCESS 1から5 

96から100 5 SQL_NO_DATA_FOUND 無し 

96から100 3 SQL_SUCCESS 99と100。行セットの行

3、4、5では、対応する行

の状態は全て

SQL_ROW_NOROWにセ

ットされます。 

FFETCHTYPE引数 
fFetchType引数は、結果セットでの位置を決定する方法を指定します。 

fFetchTypeの有効値は、以下のとおりです。 

• SQL_FETCH_FIRST 

• SQL_FETCH_LAST 

• SQL_FETCH_NEXT 

• SQL_FETCH_PRIOR 

• SQL_FETCH_ABSOLUTE 
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• SQL_FETCH_RELATIVE 

• SQL_FETCH_BOOKMARK 

 

irow引数は、fFetchType引数にSQL_FETCH_ABSOLUTE、又は

SQL_FETCH_RELATIVEをセットする時に適用します。

SQL_FETCH_FIRST、SQL_FETCH_LAST、SQL_FETCH_ABSOLUTEで戻

される行セットは、現在の行セットと関係無くフェッチされるので、直前

のSQLExtendedFetch呼び出しのfFetchType値に依存しません。 

fFetchType引数をその他の値にセットすると、直前の行セットに従って行

セットをフェッチします。 

• SQL_FETCH_FIRST: 結果セットの最初の行セットをフェッチしま

す。 

• SQL_FETCH_LAST: 結果セットの最後の完全な行セットをフェッチし

ます。 

• SQL_FETCH_ABSOLUTE: 結果セットの行irowで始まる行セットをフ

ェッチします。 

irow > 0の場合、行irowで始まる行セットをフェッチします。 

irow < 0の場合、行irow + 結果セットのサイズ + 1で始まる行セット

をフェッチします。 

例、irow = -1の場合、返される行セットの開始行は、結果セットの最

後の行です。irowが0より小さい場合、結果セットの最終行から

逆に数えて、戻された行セットの最初の行を見つけることがで

きます。 

irow = 0の場合、SQL_NO_DATA_FOUNDを返し、結果セットの１行

目の前にカーソルを配置します(リセット)。 

• SQL_FETCH_NEXT: 次の行セットをフェッチします。現在カーソル

が結果セットの１行目の前に位置している場合(初期状態)、これは

SQL_FETCH_FIRSTと同じ結果になります。 
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• SQL_FETCH_PRIOR: １つ前の行セットをフェッチします。現在カー

ソルが結果セットの最終行の後に位置している場合、これは、

SQL_FETCH_LASTと同じ結果になります。 

• SQL_FETCH_RELATIVE:現在の行セットの１行目から行irowの行セッ

トをフェッチします。カーソルが結果セットの１行目の前に位置して

いる場合は以下のようになります。 

irow > 0: 行irowで始まる行セットをフェッチします。これは

SQL_FETCH_ABSOLUTE値と同等です。  

irow < 0: カーソルはそのままで、SQL_NO_DATA_FOUNDが戻りま

す。 

カーソルが結果セットの最終行の後に位置している場合は、以下のよ

うになります。 

irow < 0: 行irow+結果セットのサイズ+1で始まる行セットをフェッチ

します。これは、SQL_FETCH_ABSOLUTEの値と同等です。 

irow > 0: カーソルはそのままで、SQL_NO_DATA_FOUNDが戻りま

す。 

irow = 0: 現在の行セットを更新(再フェッチ)します。 

• SQL_FETCH_BOOKMARK: SQL_ATTR_FETCH_BOOKMARK_PTRス
テートメント属性によって指定されたブックマークで始まる行セット

をフェッチします。 

IROW引数 
irow引数は、フェッチする行数を指定します。fFetchType引数を

SQL_FETCH_ABSOLUTE、或いはSQL_FETCH_RELATIVEにセットした場

合のみ、irowを使います。それ以外では、この値は無視されます。 

PCROW引数 
pcrow引数は、SQLExtendedFetch呼び出しで実際にフェッチした行数(行
セットのバッファ)を指定します。pcrowの有効値の範囲は、0から行セッ

トのサイズの間です。 
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RGFROWSTATUS引数 
rgfRowStatus引数は、行セットにある全行の状態値の配列です。この配列

は、ODBCアプリケーションによって割り当てられます。 

SQLExtendedFetchによってセットされる値は、以下のとおりです。 

• SQL_ROW_NOROW:この行のデータは、定義されていません。 

• SQL_ROW_SUCCESS:この行のデータをフェッチすることに成功しま

した。 

• SQL_ROW_ERROR:この行をフェッチする時にエラーが発生しまし

た。 

例えば、行セットのサイズが10で、SQLExtendedFetchで9行のみフェッチ

した場合(例、fFetchTypeをSQL_FETCH_ABSOLUTEにセットし、irowを9
にセット)、最後の行の状態値はSQL_ROW_NOROWになり、他の行の状

態値はSQL_ROW_SUCCESSになります。 

SQLSetPosは、SQLExtendedFetchでフェッチした行セットにある行を操作

するために使用します。SQLSetPosに応じて、rgfRowStatus引数には以下

の値が返ります。 

• SQL_ROW_UPDATED: 行が更新されました。 

• SQL_ROW_DELETED: 行が削除されました。 

• SQL_ROW_ADDED: 行が追加されました。 

値の戻しとエラー処理 

SQLExtendedFetch は、一度に複数の行をフェッチします。フェッチした

行、或いはフェッチできたものの警告が受けた行は、行状態値として値

SQL_ROW_SUCCESSが与えられます。エラーが発生した場合、フェッチ

した行には、値SQL_ROW_ERRORが与えられ、フェッチを停止します。

その後に続く行セットの行は、SQL_ROW_NOROWにマークされます。 

以下の4つの例は、サイズ5の行セットを使用した例です。 
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Â 例 1、行セットの全行がフェッチされます:  
     +------+-----------------+ 

row1 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row2 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row3 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row4 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row5 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

Â 例 2、結果セットの終端付近で、行セットの全行をフェッチしました: 
     +------+-----------------+ 

row1 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row2 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row3 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row4 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row5 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

Â 例 3、2番目の行をフェッチする際にエラーが発生しました: 
     +------+-----------------+ 

row1 | data | SQL_ROW_SUCCESS | 

     +------+-----------------+ 

row2 | xxxx | SQL_ROW_ERROR   | 

     +------+-----------------+ 

row3 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row4 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 
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     +------+-----------------+ 

row5 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

Â 例 4、フェッチされる行は全くありません: 
     +------+-----------------+ 

row1 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row2 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row3 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row4 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

row5 | xxxx | SQL_ROW_NOROW   | 

     +------+-----------------+ 

SQLExtendedFetchの戻り値は、行セットにある全行の値によります。各行

にあるカラムの状態は、カラム状態配列をチェックします。  

SQLExtendedFetchの戻り値は、以下のとおりです。 

• SQL_SUCCESS- エラーや警告が無く、最低1行がフェッチされまし

た。 

• SQL_NO_DATA_FOUND- フェッチする行がありません。 

• SQL_SUCCESS_WITH_INFO- エラーは無いものの、警告を受けまし

た。警告情報のためにSQLError が呼ばれ、前回の警告の詳細が戻さ

れます。 

• SQL_ERROR- エラーが見つかりました。後に続くSQLExtendedFetch
呼び出し全てで、同じエラーになります。そしてODBCアプリケーシ

ョンは、それ以上結果セットにアクセスすることはできません。(例
えば、ロックが解放された後でも、ロック・タイムアウトが発生しま

す。SQLExecuteを実行し、結果セットを再生成する必要がありま

す。) 
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SQLSetPosを使った表の修正 

結果セットが単一表から生成された場合、結果セットの各行を一意に目的

の表の1行にマップすることができます。結果セットの副セットである行

セットの各行は、OID(オブジェクトID)を通じて目的の行の1物理行と関連

付けられます。 

Â 例 1、以下の問合せ文からの行セットは、全て更新可能です: 
create table t1 (c1 int, c2 int, c3 char(5)) 

     select * from t1; 

     select * from t1 where c1 > 10; 

     select c1 from t1 where c2 < 20; 

     select c2, c1 from t1; 

Â 例 2、以下の問合せ文からの行セットは、更新不可能です: 
create table t1 (c1 int, c2 int, c3 char(5)) 

     select * from t1,t2 ; 

     select c1+c2 from t1 ;  

     select c1*2 from t1 ;  

現在のところSQLSetPosは、単一表での単純スキャンの修正のみサポート

しています。c1のような式のみ修正することができます。c1*2、c1+1、
c1+c2のような式は、修正することができません。 

必要であれば、カラムの初期設定値は、プロジェクションにないカラムに

適用します。例、SQLSetPosを経由する行の挿入。バインドしたカラム

は、単一表で単純なスキャンで表スキーマの副セットに逆比例する、プロ

ジェクションの副セットです。アンバインドしたカラムを操作するためだ

けに、SQLPutDataを使うことができます。 

SQLSETPOSの引数 

Â SQLSetPosの原型: 
RETCODE SQLSetPos( 
                  HSTMT    hstmt, 
                  UWORD    irow,  
                  UWORD    fOption, 
                  UWORD    fLock) 
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SQLSetPosの戻り値は以下のとおりです。 

• SQL_SUCCESS 

• SQL_SUCCESS_WITH_INFO 

• SQL_NEED_DATA 

• SQL_ERROR 

• SQL_INVALID_HANDLE 

SQLSetPosは行セットを操作するので、SQLExtendedFetchを呼び出した後

に呼び出す必要があります。操作される行セットは、前回の

SQLExtendedFetchで得たものです。rgfRowStatus引数（行状態配列）は、

SQLSetPos（異なるオプションに応じて）でセットし、対応する

SQLExtendedFetchから暗に渡されるすることに留意して下さい。

SQLSetPosが行データにアクセスする前に、ODBCアプリケーションは再

度、SQLSetPos戻り値と行状態配列をチェックする必要があります。結果

セットが修正不可能な場合、SQLSetPosはエラーを返します。 

異なるオプション値のSQLSetPosでセットされる可能性のある行状態の値

は、以下のとおりです。 

• SQL_ROW_SUCCESS 

• SQL_ROW_ERROR  

• SQL_ROW_NOROW 

• SQL_ROW_UPDATED 

• SQL_ROW_DELETED 

• SQL_ROW_ADDED 

IROW引数 
irowは、fOptionで指定した操作が実行される行セットにある行数です。

irowの値が0の場合、その操作は行セットの全行に適用されます。 
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FOPTION引数 
SQLExtendedFetchから取得した行セットに適用する操作。 

有効値は、以下のとおりです。 

• SQL_POSITION 

• SQL_REFRESH 

• SQL_UPDATE 

• SQL_DELETE 

• SQL_ADD 

SQL_POSITIONは、カーソルが必要な操作のために、行セットの行にカー

ソルを配置します。このオプションは、行状態配列を全く変えません。 

irow = 0の場合: 行セット全体にカーソルを配置します。 

irow = nの場合: 行nにカーソルを配置します。(n =1、又は<= 行セッ

トのサイズ)。 

このオプションが、複数の行にカーソルを配置するために使用される場

合、位置付け文は選択された行の最初の行でのみ実行されます。 

Â 例: 
/* hstmtS is for SQLExtendedFetch, SQLSetPos and SQLSetCursorName */ 

/* hstmtU is for positioned statement                             */  

 

/* use hstmtS to query */  

rc=SQLSetStmtOption(hstmtS, SQL_ROWSET_SIZE, ROWS); 

rc=SQLSetCursorName(hstmtS, (UCHAR *)"C1", SQL_NTS); 

rc=SQLExecDirect(hstmtS, (UCHAR *)"SELECT NAME, BIRTHDAY FROM EMPLOYEE  

                                   FOR UPDATE OF BIRTHDAY", SQL_NTS); 

rc=SQLBindCol(hstmtS, 1, SQL_C_CHAR, szName, NAME_LEN, cbName); 

rc=SQLBindCol(hstmtS, 2, SQL_C_CHAR, szBirthday, BDAY_LEN, cbBirthday); 

 

/* use hstmtS (through SQLExtendedFetch) to browse all rows */   

while (1) { 
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rc=SQLExtendedFetch(hstmtS, SQL_FETCH_NEXT, 0, &crow,  

                    rgfRowStatus); 

    if (rc == SQL_ERROR || rc == SQL_NO_DATA_FOUND) 

        break; 

    for (irow = 0; irow < crow; irow++) { 

        if (rgfRowStatus[irow] != SQL_ROW_DELETED) 

              printf("%d %10s : %30s\n", irow+1, szName[irow], 
szBirthday[irow]); 

    }/*for*/  

    /* read user input for line number and data to update */ 

    /* use hstmtS to position cursor for hstmtU           */ 

    /* use hstmtU to execute positioned update statement  */ 

    while (TRUE) { 

      printf("\nRow number to update? (0 to quit)"); 

      gets((char *)szReply); 

      irow = atoi((char *)szReply); 

      if (irow > 0 && irow <= crow) { 

          printf("\nNew birthday? "); 

          gets((char *)szBirthday[irow-1]); 

          rc=SQLSetPos(hstmtS, irow, SQL_POSITION, SQL_LOCK_NO_CHANGE); 

          rc=SQLPrepare(hstmtU, 

               (UCHAR *)"UPDATE EMPLOYEE SET BIRTHDAY=? WHERE CURRENT OF 
C1", SQL_NTS); 

          rc=SQLBindParameter(hstmtU, 1, SQL_PARAM_INPUT, 

                              SQL_C_CHAR, SQL_CHAR, BDAY_LEN, 0, 

                              szBirthday[irow-1], 0, NULL); 

          rc=SQLExecute(hstmtU); 

          rc=SQLFreeStmt(hstmtU,SQL_CLOSE); 

      } else if (irow == 0) { 

          break; 

      } 

    }/*wh*/ 

}/*wh*/    

SQL_REFRESHは、行セットの行データを更新します。これは、行セット

のバッファに同じウィンドウを再度フェッチすることです。新たにフェッ
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チされた行の行状態は、SQL_ROW_SUCCESSにセットされ、結果セット

にない行はSQL_ROW_NOROWにセットされます。 

irow = 0の場合、行セット全体にカーソルを配置し、更新します。 

irow = nの場合、DBMasterではSQL_REFRESHのirowに別の値をセッ

トするサポートをしていません。 

このオプションが成功した場合、更新した行の行状態は、

SQL_ROW_SUCCESSにセットされます。更新した行セットが

SQL_DELETEオプションで作成された「holes」で一杯の場合、ウィンド

ウ（行セット）は結果セットの中で前後に移動します。 

SQL_UPDATEは行データを更新します。目的の表の適用行は、行セット

のバッファの行データで更新されます。問題無く更新された行の行状態

は、SQL_ROW_UPDATEDにセットされます。SQL_ROW_DELETEDにマ

ークされた行を更新することはできません。 

irow = 0の場合、行セット全体にカーソルを配置し、更新します。 

irow = nの場合、行nにカーソルを配置し、更新されます。 

SQL_DELETEは、行セットによってマップされた目的の表にある適用行を

削除します。SQL_ROW_DELETEDにマークされた行を削除することはで

きません。行が削除された場合(SQL_ROW_DELETEDにセット)、それら

に次の操作を実行することはできません。つまり、位置付け

UPDATE/DELETE文、SQLGetDataの呼び出し、SQL_POSITION以外のオプ

ションでのSQLSetPosの呼び出しを行うことはできません。

(SQL_ROW_DELETEDにセットされた行で、SQL_SET_POSITIONの

SQLSetPosのみ呼び出すことができます)。 

irow = 0の場合、行セット全体にカーソルを配置し、削除します。 

irow = nの場合、行nにカーソルを配置し、削除します。 

SQL_ADDは、行データを追加します。追加した行の行状態は、

SQL_ROW_ADDEDにセットされます。このオプションが適用されると、

行セットは挿入されるデータ用のユーザー入力バッファとして使用される

だけです。目的の表には、行セットにある行にマップされる行はありませ

ん。これは、行セットのサイズより大きいirowを認めるだけのオプション
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です。このオプションは、カーソル位置を変えません(カーソルの配置は

行われません)。行セットのバッファにバインドされていなカラムを挿入

する時、初期設定値(適用可能であれば)が使用されます。又はNULL値が

使用されます(初期設定値が利用できない場合)。 

irow = 0の場合、行セットの全行に追加します。 

irow = 1～行セットのサイズの場合、行irowを追加します。 

irow > 行セットのサイズの場合、行irowは適切なオフセットで行セッ

トのバッファの最初から見つけることができます。例えば、

irow = 行セットのサイズ + 1、或いはirow = 行セット・サイズ + 
2の場合、行irowを追加します。 

ODBCアプリケーションは、SQL_ROWSET_SIZEで指定した行セットのバ

ッファのスペースよりも大きいバッファ・スペースを割り当てます。これ

により、ODBCアプリケーションのプログラミングはより単純になりま

す。予備のバッファを割り当てず、irowが行セットのサイズより大きくな

る場合、不正なメモリ・アドレスにアクセスしようとして、アプリケーシ

ョン・プログラムのエラーになるかもしれません。 

FLOCK引数 
目的の表で適用する操作行をロック、又はロック解除します。  

fLockの有効値は以下のとおりです。 

• SQL_LOCK_NO_CHANGE: 行のロック・モードを変更しません。 

カラム・インジケータ 

ODBCアプリケーションでカラムにNULL値を挿入したい場合、唯一のイ

ンターフェースはカラム・インジケータ(状態)です。情報を回収したり、

カラムにNull値の挿入を認めるよう指定したりすることができるホスト変

数(INSERT INTO t1 VALUES (?,?)のようなホスト変数)はありません。

SQLExtendedFetchとSQLSetPosと使用する場合、SQLBindColのカラム・イ

ンジケータは、フェッチと修正する情報を指定する唯一のインターフェー

スです。 
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例えば、ODBCアプリケーションでカラムをNull値に更新しようとする場

合(或いはそのカラムにNull値を挿入する場合)、対応するカラム・インジ

ケータは、SQL_UPDATEかSQL_INSERTオプションでSQLSetPosを呼び出

す前に、SQL_NULL_DATAにセットする必要があります。初期設定値が

適用される場合、同じ方法が使用されます。但し、カラム・インジケータ

はSQL_DEFAULT_PARAMにセットしなければなりません。 

SQLPutData 

SQLExtendedFetchを使用する場合、SQLGetDataはアンバインドしたカラム

(主にBLOB/ファイル・オブジェクト・カラム)をフェッチする唯一の方法

です。同様に、SQLPutDataを使用する場合、SQLSetPosを呼び出してアン

バインドされたカラム(主にBLOB/ファイル・オブジェクト・カラム)を修

正することができます。使用するカラム・インジケータはありません。

SQLPutDataの引数cbValueのみ使用することができます。行セットのサイ

ズは、SQLGetData又はSQLPutDataを実行する前に1にします。 

非プロジェクション・カラムには、初期設定値はSQL_ADDオプションの

SQLSetPosによって適用されます。  

Â 例 1、表を作成する: 
create table t1 (c1 int, c2 int, c3 char(5) default 'col3') 

Â 例 2、select問合せ: 
select c1, c2 from t1 

Â 例 3、次の呼び出しで、表t1を修正する: 
/* bind columns c1, c2 , execute and fetch */ 

SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, c1_rgbValue, c1_len ,c1_pcbValue); 

SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, c2_rgbValue, c2_len ,c2_pcbValue); 

SQLExecute(hstmt); 

SQLExtendedFetch(hstmt, SQL_FETCH_FIRST, 0, &crow, rgfRowStatus); 

 

/* specify c1, c2 values in first row of rowset  */ 

/* first row of rowset is used as input buffer   */ 
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SQLSetPos(hstmt, 1, SQL_ADD, SQL_LOCK_NO_CHANGE);  /* default for c3 */ 

 

/* specify c1,c2 values in first row of rowset   */ 

/* first row of rowset is used as input buffer   */ 

/* update the row (in table t1) corresponding to */ 

/* first row in rowset */ 

SQLSetPos(hstmt, 1, SQL_UPDATE, SQL_LOCK_NO_CHANGE);/* c3 is not changed 
*/ 

カラムc3 はプロジェクションにありません。カラムc1とc2のみ行セットで

見つけることができます。言い換えると、1つ予備のタプルを挿入する場

合、SQLSetPosはカラムc1とc2の値は行セットから取得し、カラムc3には

初期設定値‘col3’を使います。t1の対応する行を行セットの1行目に更新す

るために、c3がプロジェクションに無いので、カラムc3が変更されなかっ

たことを確実にします。 

バインドされたカラムでは、SQLSetPosは行セット(バインドされたバッフ

ァ)から、(SQL_ADDとSQL_UPDATEオプションのために)必要な全入力デ

ータを取得します。 

各アンバインド・カラムでは、BLOB (LONG VARCHAR、又はLONG 
VARBINARY)でもファイル・オブジェクト型でもない時、SQLSetPosに必

要な場合、初期設定値が適用されます。SQLSetPosを実行する時に初期設

定値が使用されるので、SQLPutDataを使って、この種類のカラムにデータ

を配置することはできません。  

アンバインドされたBLOB/ファイル・オブジェクト・カラムでは、それら

を修正するためにSQLPutDataを使う必要があります。SQLPutDataの前と

SQLSetPosの後ろに、アンバインドされた全BLOB/ファイル・オブジェク

トのカラムを見つけるためにSQLParamDataを実行する必要があります。 

BLOB(LONG VARCHARとLONG VARBINARY) カラムは、 

• NULL値を入力するために、引数cbValueのSQLPutDataを呼び出し、

SQL_NULL_DATAにセットします。 

• 初期設定値を入力するために、引数cbValueのSQLPutData を呼び出

し、SQL_DEFAULT_PARAMにセットします。 
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• データを入力するために、引数rgbValueに入力データを入れた

SQLPutDataと、SQL_NTS、又は引数cbValueのrgbValueの長さを呼び

出します。データを入力するために、LONG VARCHARとLONG 
VARBINARYデータ型のためのSQL_C_TYPEは、

SQL_C_LONGVARCHARとSQL_C_LONGVARBINARYです。 

ファイル・オブジェクト・カラムは、 

• NULL値を入力するために、引数cbValueのSQLPutDataを呼び出し、

SQL_NULL_DATAにセットします。 

• 初期設定値を入力するために、引数cbValueのSQLPutDataを呼び出

し、SQL_DEFAULT_PARAMにセットします。 

Â 例 4、SQLSetPosを実行し、呼び出しをし、SQLPutDataを実行してデータを入

力する: 
SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_SPOS_FO, SQL_SPOS_FO_DATA|col); 

これは以下のSQLPutDataコールが、プロジェクションにあるファイル・オ

ブジェクトのカラムcolに、引数rgbValueからデータを挿入することを表し

ています。colは、プロジェクションのターゲット・ファイルにあるオブジ

ェクト・カラムの索引です。オプションSQL_SPOS_FO_DATAは、入力デ

ータをバインドするために、システムに強制的にSQL_C_CHAR、又は

SQL_LONGVARCHARを使わせます。この種のデータ入力のために、シス

テム・ファイルが自動的に作成されます。 

Â 例 5、SQLSetPosを実行し、呼び出しをし、SQLPutDataを実行してユーザー・

ファイルを入力する: 
SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_SPOS_FO, SQL_SPOS_FO_SFILE|col) 

これは以下のSQLPutDataコールが、プロジェクションにあるファイル・オ

ブジェクトのカラムcolに、引数rgbValueでファイル名が指定されたユーザ

ー・ファイルを挿入します。オプションSQL_SPOS_FO_SFILEは、入力デ

ータをバインドするために、システムに強制的にSQL_C_CHAR、又は

SQL_FILEを使わせます。 

Â 例 6、SQLSetPosを実行し、呼び出しをし、SQLPutDataを実行してシステム・

ファイルを入力する: 
SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_SPOS_FO, SQL_SPOS_FO_CFILE|col) 
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これは以下のSQLPutDataコールが、プロジェクションにあるファイル・

オブジェクトのカラムcolに、引数rgbValueでファイル名が指定されたシス

テム・ファイルを挿入します。オプションSQL_SPOS_FO_CFILEは、入力

データをバインドするために、システムに強制的にSQL_C_FILE、又は

SQL_LONGVARCHARを使わせます。 

以下は、BLOBとファイル・オブジェクトのデータを入力するために、ど

のようにSQLSetPosとSQLPutDataを使うのかを示してします。 

Â 例 7、表スキーマを作成する: 
create table t1 (c1 int, c2 long varchar, c3 file, c4 int default 10) 

Â 例 8、select問合せ: 
select c2, c3, c4 from t1 

Â 例 9、コードを使う: 
/* do not bind any column                                                
*/ 

SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_ROWSET_SIZE, 1); 

       : 

/* execute and fetch                                                     
*/ 

SQLExecute(hstmt); 

SQLExtendedFetch(hstmt, SQL_FETCH_FIRST, 0, &crow, rgfRowStatus); 

 

/* call SQLSetPos to insert one tuple                                    
*/ 

/* SQLSetPos returns SQL_NEED_DATA                                       
*/ 

SQLSetPos(hstmt, 1, SQL_ADD, SQL_LOCK_NO_CHANGE);  /* default(10) for c4 
*/ 

 

/* input null for c2(long varchar)                                       
*/ 

SQLParamData(hstmt, (void *)&paranum);  

SQLPutData(hstmt, buf,SQL_NULL_DATA);  

 

/* input user file for c3(file)                                          
*/ 
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SQLParamData(hstmt, (void *)&paranum); 

 

/* specify user file input and place file name in sbuf                   
*/ 

SQLSetStmtOption(hstmt, SQL_SPOS_FO, SQL_SPOS_FO_SFILE|2);   /* 2 for c3 
*/ 

       : 

/* input user file for c3(file)                                          
*/ 

SQLPutData(hstmt, sbuf, strlen(sbuf));  

SQLSetPosを使う 

SQLSetPosは、一度に複数の行を修正します。そのため、戻り値のルール

は、SQLExtendedFetchに似ています。行に実行した操作(或いは警告を受け

た操作)は、使用するオプションに応じてマークされます。エラーが発生

してトランザクションが中止するような重大なエラーでない限り、操作は

停止しません。その行はSQL_ROW_ERRORにマークされます。 

この法則は、以下のとおりです。 

• エラーや警告が発生しない場合、SQL_SUCCESSを返します。 

• フェッチする行が無い場合、SQL_NO_DATA_FOUNDを返します

(SQL_REFRESHオプションのみ)。 

• 操作中に、エラーや警告が見つかった場合、

SQL_SUCCESS_WITH_INFOを返します。SQLErrorを呼び出して、完

全なエラー情報を取得することができます。警告だけでエラーが無い

場合、最後の警告のみが記録されます。 

• 操作中に重大なエラーが見つかった場合、SQL_ERRORを返します。 

エラーが発生したタプルの前に実行したSQLSetPosの部分的な結果は、元

に戻されないことに注意して下さい。つまり、この関数が核操作ではあり

ません。SQLSetPosの呼び出し(オプションSQL_REFRESHと

SQL_POSITIONを除く)は、自動コミット・モードがONの場合、操作を実

行した後それをコミットします。 
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SQLSetPosの制限 

副問合せのある問合せから得た結果セットは、修正不可能です。このよう

な結果セットの場合、SQLSetPosを呼び出すことはできません。
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6 エラー操作 

前章までを熟読すると、ODBCプログラムが構築できるようになります。

但し、ODBC関数を呼び出している際に、問題が起こった場合はどのよう

に対処すればいいのでしょう？本章では、エラーが発生した時にそのエラ

ー情報を取得する方法について説明します。また、ユーザーがシステム・

カタログ（システム表）から情報を取得することができるODBCカタログ

関数についても解説します。その他のODBC関数もここに掲載していま

す。サポートしているデータ型、組み込み関数、ODBC関数のような、デ

ータソースについてのシステム情報を取得するために使用する関数につい

ても紹介します。  

この章では、以下について説明します。 

• ODBC関数へのコールが失敗した際の、SQLError関数を使ったエラー

情報の詳細の取得。 

• SQLTables、SQLColumns、SQLStatistics、SQLSpecialColumnsのような

カタログ関数を使った、表スキーマや統計情報のようなカタログ情報

の回収。 

• SQLGetTypeInfo、SQLGetInfo、SQLGetFunctions関数を使った、デー

タソースについてのシステム情報の取得。 

注: エラー情報は、DBMaster 4.0 (ODBC 3.0)を使って、本章で説明している場
所から個々に回収します。詳細については、8章の「ODBC 3.0関数」を参

照して下さい。 
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6.1 エラー情報を回収する 
アプリケーションでODBC関数を実行した際にエラー・コードが戻る場

合、エラーを引き起した原因を見極めるために、詳細なエラー情報が必要

です。この節では、エラー情報を回収するSQLError関数の使い方について

説明します。 

ODBCに定義されている一般エラー・コード 

ODBC関数を呼び出した際に、受け取る可能性のある戻りコードは以下の

とおりです。 

• SQL_SUCCESS —ODBC関数は順調に実行されました。 

• SQL_SUCCESS_WITH_INFO —ODBC関数は順調に実行されました

が、警告情報が返されました。 

• SQL_NO_DATA_FOUND — フェッチできるデータがもうありませ

ん。 

• SQL_ERROR — エラーが発生し、関数は実行されませんでした。 

• SQL_INVALID_HANDLE — 無効なハンドルが検出され、関数は実行

されませんでした。 

• SQL_NEED_DATA — ドライバは、アプリケーションがパラメータの

データ値を送信するよう、表示しています。 

アプリケーションでODBC関数（SQLError自身を除く）を呼び出した際

に、戻りコードがSQL_ERROR、又はSQL_SUCCESS_WITH_INFOであ

る場合、SQLErrorを呼び出し、追加のエラー情報を取得することができま

す。 

SQLErrorの使用方法 

SQLErrorは、エラー・メッセージ、エラー状態、ドライバのネイティブ・

エラー・コードを含む入力ハンドルのエラー情報を取得するために使用し

ます。ドライバのネイティブ・エラー・コードは、各ドライバで定義され
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るエラー・コードです。これは、ドライバによって異なるかもしれません

(DBMasterのネイティブ・エラー・コードは、付録Cを参照して下さい)。 

前回のODBC関数が返したエラー・コードが、SQL_ERROR、又は

SQL_SUCCESS_WITH_INFOの時、アプリケーションはSQLErrorを呼び

出します。 

Â SQLErrorの原型: 
RETCODE  SQLError( 

                  HENV        henv, 

                  HDBC        hdbc, 

                  HSTMT       hstmt, 

                  UCHAR  FAR *szSqlState, 

                  SDWORD FAR *pfNativeError, 

                  UCHAR  FAR *szErrorMsg, 

                  SWORD       cbErrorMsgMax, 

                  SWORD  FAR *pcbErrorMsg) 

SQLErrorの引数にある3つのハンドル全てをSQLErrorに渡す必要はありま

せん。ODBCドライバは、最も後方の非nullハンドルから関係する戻りコ

ードを見つけます。 

Â 例: 
SQLError(henv, hdbc, hstmt, ....) 

Â 返されたエラー情報はhstmtにあります:  
SQLError(SQL_NULL_ENV, hdbc, SQL_NULL_STMT, ...) 

ドライバはhdbcに関連するエラー情報を戻します。必要なエラー情報を間

違い無く回収するために、アプリケーションが正しいハンドルをSQLError
に渡すかを確認する必要があります。 

回収するエラー情報が無い場合、SQLErrorはSQL_NO_DATA_FOUNDを

返します。SQLErrorを呼び出す度にエラー情報が返され、ハンドルにある

エラー情報は消去されます。これは、1つのODBC関数呼び出しのエラー

情報が一度しか回収できないことを意味します。 
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SQL Access Group SQL CAE specification (1992)とX/Openは、SQLErrorが戻

すSQLSTATE値を定義しています。その値は、2文字のクラス値と3文字

のサブクラス値が後ろに続く5文字の文字列です。例えば、クラス値01が
警告で、対応する戻りコードは、SQL_SUCCESS_WITH_INFOです。

ODBCで定義されるSQLSTATE値についての詳細な情報は、「Microsoft 
ODBCプログラミング・リファレンス」を参照して下さい。 

Â 例、SQLStateのあるSQLError: 
#define  MSG_LEN  256       /* error message buffer length           */ 

HENV   henv;                /* environment handle                    */ 

HDBC   hdbc;                /* connection handle                     */ 

HSTMT  hstmt;               /* statement handle                      */ 

SDWORD retcode, retcode1;   /* return code                           */ 

UCHAR  sqlState[6];         /* buffer to store SQLSTATE              */ 

SDWORD nativeErr;           /* native error code                     */ 

UCHAR  errMsg[MSG_LEN];     /* buffer to store error message         */ 

SWORD  realMsgLen;          /* real length of returned error message */ 
 

retcode = SQLAllocEnv(&henv); 

retcode = SQLAllocConnect(&hdbc); 
 

/* Use specified DB_NAME(data source name), uid (user id),               
*/ 

/* pwd (password) to connect to a data source.  If any warnings or       
*/ 

/* errors are detected, call SQLError and pass hdbc to retrieve          
*/ 

/* error information from the connection handle with other handles       
*/ 

/* set to NULL.  Then print the error information and return.            
*/ 
 

retcode = SQLConnect(hdbc, DB_NAME, SQL_NTS, uid, SQL_NTS, pwd,  

                           SQL_NTS); 
 

if (retcode != SQL_SUCCESS)    /* warning or error returned         */ 

    { 

     retcode1 = SQLError(SQL_NULL_HDBC, hdbc, SQL_NULL_HSTMT, sqlState, 
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                         &nativeErr, errMsg, MSG_LEN, &realMsgLen); 

     print_err(sqlState, nativeErr, errMsg, realMsgLen); 

     return; 

    } 
 

/* Get SQL command string and execute it.  If any warnings or errors     
*/ 

/* are detected, call SQLError and pass hstmt to retrieve error          
*/ 

/* information from the statement handle, then print the error           
*/ 

/* information and return.                                               
*/ 
 

retcode = execute_cmd(hstmt);   /* execute a SQL command            */ 

if (retcode != SQL_SUCCESS)     /* warning or error returned        */ 

    { 

     retcode1 = SQLError(SQL_NULL_HDBC, SQL_NULL_HDBC, hstmt, sqlState, 

                         &nativeErr, errMsg, MSG_LEN, &realMsgLen); 

     print_err(sqlState, nativeErr, errMsg, realMsgLen); 

     return; 

    } 

 

エラー行列 

ODBCでは、複数のエラー・コードをエラー行列に保存し、1つのハンド

ルに関連付けることが可能です。1件づつエラー・コードを回収するため

に、複数回、SQLErrorを呼び出します。Database Consistency Checking 
(DBCC)操作では、DBMasterは現時点では複数のエラーを返すだけです。

これらのエラーは、エラー行列に保存されます。 

エラー行列にあるエラーを全てフェッチするまで、アプリケーションで

SQLErrorを何度も呼び出すことができます。全てのエラーがフェッチされ

ると、SQLErrorはSQL_NO_DATA_FOUNDを返します。 

Â 例、表accountの整合性のアプリケーション・チェック: 
#define  MSG_LEN  256       /* error message buffer length           */ 
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UCHAR   sqlState[6];        /* buffer to store SQLSTATE              */ 

SDWORD  nativeErr;          /* native error code                     */ 

UCHAR   errMsg[MSG_LEN];    /* buffer to store error message         */ 

SWORD   realMsgLen;         /* real length of returned error message */ 

SWORD   count; 

SWORD   retcode; 

retcode = SQLExecute(hstmt, "check table account", SQL_NTS); 
 

do { 

    retcode = SQLError(SQL_NULL_HDBC, hdbc, SQL_NULL_HSTMT, sqlState, 

                       &nativeErr, errMsg, MSG_LEN, &realMsgLen); 
 

    if (retcode == SQL_NO_DATA_FOUND) 

        { 

         printf("check error queue finish \n\n"); 

         break; 

         } 

    count++; 

    printf("-->Error %d :\n", count); 

    printf("   SQLSTATE = %s \n", sqlState); 

    printf("   native error = %ld \n", nativeErr); 

    printf("   error message = %s \n", errMsg); 

    printf("   error message length = %d \n", realMsgLen); 

   } 

while ((retcode == SQL_SUCCESS) || (retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO)); 

 

6.2 カタログ関数 
リレーショナル・データベース内には、表、カラム、権限等、カタログと

呼ばれる情報を記録するいくつかのシステム表があります。データベース

にある表や索引のスキーマを知りたい場合、カタログを見て情報を入手す

ることができます。 
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ODBCには、カタログ情報を回収するための関数がたくさんあります。こ

れらの関数は、カタログ関数と呼ばれています。この節では、頻繁に使用

される4つのカタログ関数、SQLTables、SQLColumns、SQLStatistics、
SQLSpecialColumnsについて説明します。 

• SQLTables – データベースにある表やビューの一覧を取得します。 

• SQLColumns – 指定した表についてのカラム情報を取得します。 

• SQLStatistics – これらの表に関係する表と索引についての統計情報を

取得します。 

• SQLSpecialColumns – 表にある行を一意に識別するオプションのカラ

ムの集まりを取得します。 

カタログ関数は、全て同じ働き方をします。カタログ関数を呼び出す時

に、パラメータを使って情報を指定すると、結果セットが返ります。その

結果セットからデータをフェッチすることができます。 

検索パターン 

カタログ関数の引数によっては、希望するオブジェクトを選択するために

検索パターンを使うことができます。最も簡単な検索パターンは、探して

いる物を正確に一致する文字列です。加えて、検索パターンにワイルドカ

ードのメタキャラクタを使って、より強力な検索を行うこともできます。

DBMasterでは、アンダーバー(_)、パーセント(%)、バックスラッシュ(\)を
使うことができます。 

• アンダーバー(_)は、任意の1文字に相当します。 

• パーセント(%)は、1以上の文字に相当します。 

• バックスラッシュ(\)は、メタキャラクタの(%)や(_ )を検索パターンの

リテラル文字として使用できるようにします。検索パターンでバック

スラッシュ(\)をリテラル文字として使用するためには、それを2度(\\)
使います。 

例えば、表名の検索パターンが%A%の場合、関数は名前に文字Aを含む全

表を返します。表名の検索パターンが_A_の場合、関数は名前が3文字で
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真中に文字Aがある全表を返します。表名の検索パターンが%の場合、関

数は全表を返します。 

表名がTAB_TESTの情報を回収する場合、検索パターンとしてTAB_TEST
を使うと、結果セットに表TAB1TESTと表TAB2TESTなども取得すること

になります。これは、本来の希望と異なります。この問題を解決するため

に、TAB\_TESTのようにメタキャラクタの前にバックスラッシュを置きま

す。 

注: Cコンパイラを通じてこの文字列を渡すとき、TAB\_TESTの替わりに
TAB\\_TESTを指定する必要があります。これは、Cコンパイラも“\”をエ
スケープ文字として扱うからです。SQLTablesの例は以下を参照して下さ
い。 

SQLTables  

データベースに接続し、表の全て或いは特定の部分についての情報を判断

しようとする時、SQLTablesを呼び出す時に条件を付加すると、その回答

を得ることができます。 

Â SQLTablesの原型: 
RETCODE SQLTables ( 

                   HSTMT   hstmt, 

                   UCHAR   *szTableQualifier, 

                   SWORD   cbTableQualifier, 

                   UCHAR   *szTableOwner, 

                   SWORD   cbTableOwner, 

                   UCHAR   *szTableName, 

                   SWORD   cbTableName, 

                   UCHAR   *szTableType,  

                   SWORD   cbTableType) 

SQLTablesのための引数は、以下のとおりです。 

• hstmt — 回収した結果のためのステートメント・ハンドル 

• szTableQualifier —DBMasterではサポートしていませんので、NULL又
は空の文字列にします。 
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• cbTableQualifier —szTableQualifierの長さ。0にします。 

• szTableOwner — 所有者名へのポイント。所有者は、表やビューの作

成者です。検索パターンや、NULL値の文字列です。NULL値を使う

と、全所有者を表示します。 

• cbTableOwner — szTableOwnerの長さ、又はSQL_NTS。 

• szTableName — 表名やビュー名へのポイント。検索パターンや、

NULL値の文字列です。NULL値を使うと、全部の名前を表示しま

す。 

• cbTableName —szTableNameの長さ、又はSQL_NTS。 

• szTableType — 表の種類のリスト(表/ビュー)。 

• cbTableType — szTableTypeの長さ。 

注: 検索パターンとして使用する文字列が、szTableQualifier、
szTableOwner、szTableName.にあります。これらの3つの引数と対応する
文字列の長さの引数 cbTableQualifier、cbTableOwner、cbTableNameは、
他の3つのカタログ関数、SQLColumns、SQLStatistics 、SQLSpecialColumns
にも登場します。  

SQLTablesは、以下のカラムで構成される結果セットを返します。 

 

カラムNO. カラム名 データ型 

1 TABLE_QUALIFIER VARCHAR(128)  
2 TABLE_OWNER VARCHAR(128) 
3 TABLE_NAME VARCHAR(128) 
4 TABLE_TYPE VARCHAR(128) 
5 REMARKS VARCHAR(254) 

SQLTablesは、ユーザーの与える条件に応じて結果セットを返します。例

えば、szTableNameが%A%で、szTableOwnerが_A_の時、結果セットに

は、表の名前に文字Aを含まれ、所有者名の名前が3文字で真中の文字がA
である表が全てあります。データベースにある全ての表の名前を取得する
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場合は、szTableQualifier、szTableOwner、szTableNameをNullにセットする

だけです。 

実際SQLTablesは、SQLExecDirectを使って問合せを実行する方法のように

みなすことができます。これは、結果セットを取得するためにSQLFetch
を使う必要があることを意味します。SQLFetchを使う前に、SQLBindCol
を使って結果セットにカラムをバインドしなければなりません。 

以下のコードは、SQLTablesの例です。表名がTAB_TEST1とTAB_TEST2
の2つの表があると想定します。SQLTablesを呼び出して、TABLE_TYPE、
TABLE_QUALIFIER、TABLE_OWNER、TABLE_NAMEの順序で、

TAB_TEST1とTAB_TEST2の情報を取得します。 

Â 例: 
HDBC   hdbc; 
HSTMT  hstmt; 
UCHAR  tabQualifier[255], tabOwner[255], tabName[255],  
UCHAR  tabType[255], remarks[255]; 
 
SDWORD lenTabQualifier, lenTabOwner, lenTableName; 

SDWORD lenTableType, lenRemarks; 
SDWORD retcode; 
 
... 
 
retcode = SQLAllocStmt(hdbc,&hstmt); 
 
retcode = SQLTables(hstmt,  

                   (UCHAR FAR *)NULL, 0,            /* tabQualifier  */ 
                   (UCHAR FAR *)NULL, 0,            /* tabOwners     */ 
                   (UCHAR FAR *)"DB\\_%", SQL_NTS,  /* table name    */ 
                   (UCHAR FAR *)"TABLE", SQL_NTS);  /* table type    */ 
 
/* Bind columns in result set to storage locations                       
*/ 
 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, tabQualifier, 255, 
                     &lenTabQualifier); 
retcode = SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, tabOwner, 255, &lenTabOwner); 
retcode = SQLBindCol(hstmt, 3, SQL_C_CHAR, tabName, 255, &lenTableName); 
retcode = SQLBindCol(hstmt, 4, SQL_C_CHAR, tabType, 255, &lenTableType); 
retcode = SQLBindCol(hstmt, 5, SQL_C_CHAR, remarks, 255, &lenremarks); 
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while ((retcode = SQLFetch(hstmt)) == SQL_SUCCESS) 
      {                    /* print out the record in the result set */ 
       printf("column 1 : table qualifier = %s\n", tabQualifier); 
       printf("column 2 : table owner = %s\n", tabOwner); 
       printf("column 3 : table name = %s\n", tabName); 
       printf("column 4 : table type = %s\n", tabType); 
       printf("column 5 : remarks = %s\n", remarks); 
      } 
 

... 

注: 関数が結果セットを返すと、SQLBindColとSQLFetchを使って、結果セット
の行を取得する必要があります。SQLTables、SQLColumns、SQLStatistics、
SQLSpecialColumnsのいずれの関数でも同様です。 

SQLColumns  

SQLTables関数を使ってデータベースにある表の名前を取得するように、

SQLColumns関数を使うと、特定の表にあるカラム情報を取得することが

できます。 

Â SQLColumnsの原型: 
RETCODE SQLColumns ( 
                    HSTMT    hstmt, 
                    UCHAR   *szTableQualifier, 
                    SWORD    cbTableQualifier, 
                    UCHAR   *szTableOwner, 
                    SWORD    cbTableOwner, 
                    UCHAR   *szTableName, 
                    SWORD    cbTableName, 
                    UCHAR   *szColumnName, 
                    SWORD    cbColumnName); 

SzTableQualifier、cbTableQualifier、szTableOwner、cbTableOwner、
szTableName、cbTableNameは、SQLTablesと同じ定義です。SzColumnName
は、カラム名の検索パターンの文字列にポイントします。cbColumnName
は、szColumnNameの長さです。 
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SQLTables関数と同様、上記の引数にある条件に合致する結果セットは、

カラム情報と共に返されます。 

以下の表は、結果セットのカラムの一覧です。 

 

カラム NO. カラム名 データ型 コメント 

1 TABLE_QUALIFIER VARCHAR(128)  
2 TABLE_OWNER VARCHAR(128)  
3 TABLE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

4 COLUMN_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

5 DATA_TYPE SMALLINT 非NULL 

6 TYPE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

7 PRECISION INTEGER  
8 LENGTH INTEGER  
9 SCALE SMALLINT  
10 RADIX SMALLINT  
11 NULLABLE SMALLINT 非NULL 

12 REMARKS VARCHAR(254)  

結果セットは、TABLE_QUALIFIER、TABLE_OWNER、TABLE_NAMEの
順です。SQLBindColを使って結果セットにそのカラムをバインドし、

SQLFetchを使って結果をフェッチする必要があります。 

SQLStatistics 

SQLStatisticsは、指定した表とその表に関連する索引の統計の一覧を回収

します。 

Â SQLStatisticsの原型: 
RETCODE SQLStatistics ( 

                       HSTMT    hstmt, 

                       UCHAR   *szTableQualifier, 
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                       SWORD    cbTableQualifier, 

                       UCHAR   *szTableOwner, 

                       SWORD    cbTableOwner, 

                       UCHAR   *szTableName, 

                       SWORD    cbTableName, 

                       UWORD    fUnique, 

                       UWORD   fAccuracy) 

szTableQualifier、cbTableQualifier、szTableOwner、cbTableOwner、
szTableName、cbTableNameは、SQLTablesとSQLColumnsと同じ定義です。

fUniqueは返される索引の種類を指定するために使用し、fAccuracyは結果

セットのCARDINALITYとPAGESカラムの重要性を指定するために使用し

ます。 

注: fUniqueには、SQL_INDEX_UNIQUEとSQL_INDEX_ALLの2つのオプション
があります。fAccuracyにも、SQL_ENSUREとSQL_QUICKの2つのオプシ
ョンがあります。 

以下の表は、結果セットのカラム一覧です。 

 
カラム NO. カラム名 データ型 コメント 

1 TABLE_QUALIFIER VARCHAR(128)  
2 TABLE_OWNER VARCHAR(128)  
3 TABLE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

4 NON_UNIQUE SMALLINT  
5 INDEX_QUALIFIER VARCHAR(128)  
6 INDEX_NAME VARCHAR(128)  
7 TYPE SMALLINT 非NULL 

8 SEQ_IN_INDEX SMALLINT  
9 COLUMN_NAME VARCHAR(128)  
10 COLLATION CHAR(1)  
11 CARDINALITY INTEGER  
12 PAGES INTEGER  
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カラム NO. カラム名 データ型 コメント 

13 FILTER_CONDITION VARCHAR(128)  

TYPE カラムには、値SQL_TABLE_STAT、又はSQL_INDEX_OTHERの

いずれかがあります。SQL_TABLE_STATは、表の統計を含む行を表示

し、NON_UNIQUE、INDEX_QUALIFIER、INDEX_NAME、
SEQ_IN_INDEX、COLUMN_NAME、COLLATION、

FILTER_CONDITIONカラム（索引に使用）は、NULLになります。一

方、SQL_INDEX_OTHERは、索引の統計を含む行を表示します。 

SQLTablesとSQLColumnsと同様に、SQLBindColとSQLFetchで結果セット

のデータを回収する必要があります。結果セットのカラムの並びは、

NON_UNIQUE、TYPE、INDEX_QUALIFIER、INDEX_NAME、
SEQ_IN_INDEXです。関数のコード例は、SQLTablesのコード例を参照し

て下さい。 

SQLSpecialColumns 

関数名に示されるように、SQLSpecialColumnsは表の行を一意に指定する

特別なカラムを返します。 

Â SQLSpecialColumnsの原型: 
RETCODE SQLSpecialColumns ( 

                           HSTMT    hstmt, 

                           UWORD    fColType, 

                           UCHAR   *szTableQualifier, 

                           SWORD    cbTableQualifier, 

                           UCHAR   *szTableOwner, 

                           SWORD    cbTableOwner, 

                           UCHAR   *szTableName, 

                           SWORD    cbTableName, 

                           UWORD    fScope, 

                           UWORD    fNullable); 

hstmtはステートメント・ハンドル、szTableQualifier、cbTableQualifier、
szTableOwner、cbTableOwner、szTableName、cbTableNameは、SQLTablesと
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同じ定義です。fColTypeは、返すカラムのタイプを指定します。fScope
は、特別なカラムに最低限必要なスコープです。fNullableは、NULL値を

持つことができる特別なカラムを返すかどうかを決定します。 

注: fColTypeには、SQL_BEST_ROWIDとSQL_ROWVERの2つのオプションがあ
ります。fScopeには、SQL_SCOPE_CURROW、
SQL_SCOPE_TRANSACTION、SQL_SCOPE_SESSIONの3つのオプションが
あります。fNullableには、SQL_NO_NULLSとSQL_NULLABLE.の2つのオプ
ションがあります。  

以下の表は、結果セットのカラムの一覧です。 

 

カラムNO. カラム名 データ型 コメント 

1 SCOPE SMALLINT  
2 COLLUMN_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

3 DATA_TYPE SMALLINT 非NULL 

4 TYPE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

5 PRECISION INTEGER  
6 LENGTH INTEGER  
7 SCALE SMALLINT  
8 PSEUDO_COLUMN SMALLINT  

 

DBMasterには、OracleのROWIDや、IngresのTIDに似た、特別な行識別子

OIDがあります。OIDは、表で仮想カラムとして扱われます。つまり、

SELECT * FROM ACCOUNTのような問合せでは、そのようなカラム名を

返しませんが、selectリストやWHERE句でOIDを使い明示的に指定するこ

とで、そのレコードをフェッチすることができます。 

一旦、fColTypeにSQL_BEST_ROWIDを指定すると、SQLSpecialColumns
で返された結果セットには、単純にカラム名がOIDの行が含まれます。こ

の特別なカラムを使って、fScopeに定義したスコープの中の行を再度select
することができます。SELECT文の結果は、必ず全く行が無いか、或いは1
行のいずれかです。関数のコード例は、SQLTablesを参照して下さい。 
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注: fColType、fScope、fNullableの引数に 、DBMasterでサポートしていない
特性を指定した場合、SQLSpecialColumnsは行の無い行セットを返しま
す。hstmtでの、SQLFetchやSQLExtendedFetchの後に続く呼び出しは、
SQL_NO_DATA_FOUNDを返します。 

6.3 システム情報 
SQLGetTypeInfo、SQLGetInfo、SQLGetFunctionsを使って、データソース

についてのシステム情報を取得することができます。これらのODBC関数

は、以下の節で例を紹介します。 

SQLGetTypeInfo 

SQLGetTypeInfoを使うと、データソースでサポートするデータ型について

の情報を取得することができます。  

Â SQLGetTypeInfoの原型: 
RETCODE  SQLGetTypeInfo (HSTMT hstmt, SWORD fSqlType) 

fSqlTypeに値を与えると、SQLGetTypeInfoは結果セットに関連する種類の

情報を返します。SQLBindColを使って結果セットに出力格納場所をバイ

ンドし、SQLFetchを使って出力格納場所に結果をフェッチすることができ

ます。fSqlTypeは、SQL_CHAR、SQL_DECIMAL、SQL_INTEGER等の

ようなSQLデータ型を取ることができます。 
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結果セットは以下のとおりです。 

 
カラムNO. カラム名 データ型 コメント 

1 TYPE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

2 DATA_TYPE SMALLINT 非NULL 

3 PRECISION INTEGER  
4 LITERAL_PREFIX VARCHAR(128)  
5 LITERAL_SUFFIX VARCHAR(128)  
6 CREATE_PARAMS VARCHAR(128)  
7 NULLABLE SMALLINT 非NULL 

8 CASE_SENSITIVE SMALLINT 非NULL 

9 SEARCHABLE SMALLINT 非NULL 

10 UNSIGNED_ATTRIBUTE SMALLINT  
11 MONEY SMALLINT 非NULL 

12 AUTO_INCREMENT SMALLINT  
13 LOCAL_TYPE_NAME VARCHAR(128)  
14 MINIMUM_SCALE SMALLINT  
15 MAXIMUM_SCALE SMALLINT  

 

以下は、データソースでサポートされている全てのデータ型をフェッチす

るために、SQLGetTypeInfoを呼び出し、fSqlTypeの値にSQL_ALL_TYPES
を与えています。 

Â 例: 
UCHAR  name[30], prefix[30], suffix[30], params[30], local_name[30]; 

SWORD  type, nullable, case_sen, searchable, unsign, money, auto_inc; 

SWORD  min_scale, max_scale; 

UDWORD prec; 

SDWORD len[15], retcode; 
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/* bind all columns                                                      
*/ 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  1, SQL_C_CHAR,  name,       30, &len[1]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  2, SQL_C_SHORT, &type,       0, &len[2]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  3, SQL_C_LONG,  &prec,       0, &len[3]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  4, SQL_C_CHAR,  prefix,     30, &len[4]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  5, SQL_C_CHAR,  suffix,     30, &len[5]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  6, SQL_C_CHAR,  params,     30, &len[6]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  7, SQL_C_SHORT, &nullable,   0, &len[7]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  8, SQL_C_SHORT, &case_sen,   0, &len[8]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  9, SQL_C_SHORT, &searchable, 0, &len[9]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 10, SQL_C_SHORT, &unsign,     0, &len[10]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 11, SQL_C_SHORT, &money,      0, &len[11]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 12, SQL_C_SHORT, &auto_inc,   0, &len[12]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 13, SQL_C_CHAR,  local_name, 30, &len[13]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 14, SQL_C_SHORT, &min_scale,  0, &len[14]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 15, SQL_C_SHORT, &max_scale,  0, &len[15]); 
 

/* tell odbc driver to get all type information                         
*/ 

printf("tell odbc driver to get all SQL type information \n"); 

SQLGetTypeInfo(hstmt,SQL_ALL_TYPES); 
 

/ fetch all type information                                             
*/ 

do { 

    retcode = SQLFetch(hstmt); 

    switch (retcode) 

           { 

            case SQL_SUCCESS_WITH_INFO: 

            case SQL_SUCCESS: 

                 print_type_info(); /* print type info such as 
name,type,*/ 

                                    /* prec, prefix, ...             */ 

                 break; 

            case SQL_NO_DATA_FOUND: 
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                 break; 

            default: 

                 print error 

           } 

   }while (retcode != SQL_NO_DATA_FOUND); 

SQLGetInfo 

SQLGetInfoを使って、データソースについての一般情報を取得することが

できます。 

Â SQLGetInfoの原型: 
RETCODE  SQLGetInfo ( 

                     HDBC       hdbc,  

                     UWORD      fInfoType, 

                     PTR        rgbInfoValue,  

                     SWORD      cbInfoValueMax,  

                     SWORD FAR *pcbInfoValue) 

fInfoTypeに与える値は、知りたい情報の種類です。rgbInfoValueの値は出

力格納場所を、cbInfoValueMaxの値は格納場所のサイズを意味します。

SQLGetInfoは、rgbInfoValueにフェッチした情報を返し、pcbInfoValueにフ

ェッチした情報のサイズを返します。 

Â 例 1、データソースが文字列関数CONCATをサポートしているかどうかをチェ

ックする: 
UDWORD  bitmask; 

SDWORD  retcode; 
 

retcode = SQLGetInfo(hdbc, SQL_STRING_FUNCTIONS, (PTR) &bitmask, 

                     sizeof(bitmask), NULL); 
 

if (bitmask & SQL_FN_STR_CONCAT) 

    printf (“the data source supports CONCAT\n”); 

else 

    printf (“the data source does not support CONCAT\n”); 
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表に認められている最大カラムを知りたい場合、次のコードを使うことが

できます。 

Â 例 2、表に認められている最大カラム数をチェックする: 
UWORD  maxNCol; 

SDWORD retcode; 
 

retcode = SQLGetInfo(hdbc, SQL_MAX_COLUMNS_IN_TABLE, (PTR) &maxNCol, 

                     sizeof(maxNCol)); 

 

printf (“In this data source, a table can have %d columns at most\n”, 

        (int) maxNCol ); 

SQLGetFunctions  

SQLGetFunctionsを使って、データソースがサポートしているODBC関数を

チェックすることができます。  

Â SQLGetFunctionsの原型: 
RETCODE  SQLGetFunctions ( 

                          HDBC hdbc,  

                          UWORD fFunction, 

                          UWORD FAR *pfExists) 

引数fFunctionは、ODBC関数の種類を指定します。fFunctionの値は、

SQL_API_SQLCANCEL、SQL_API_SQLFETCH、SQL_PUTDATA等で

す。— SQLCancel、SQLFetch、SQLPutDataは、全てODBC関数です。 

例えば、fFunctionに引数SQL_API_SQLCANCELを与えると、データソー

スがSQLCancelをサポートしているかどうかをチェックすることができま

す。 

ODBC関数の存在を判断するためにSQLGetFunctionsを実行した後、

pfExistsのBoolean値をチェックすることができます。pfExistsは、単体の

Boolean値へのポインタ、或いはBoolean値のリストです。 

Â 例 1、データソースがSQLExecDirectをサポートするかどうかをチェックする:  
UWORD  fExecDirect; 
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SDWORD retcode; 
 
retcode = SQLGetFunctions (hdbc, SQL_API_SQLEXECDIRECT, &fExecDirect); 
 
if (fExecDirect) 

   printf (“the data source supports SQLExecDirect\n”); 

else 

   printf (“the data source does not support SQLExecDirect\n”); 

Â 例 2、データソースがSQLTablesをサポートするかどうかをチェックする: 
UWORD  fExecDirect; 

SDWORD retcode; 
 

retcode = SQLGetFunctions (hdbc, SQL_API_SQLTABLES, &fExecDirect); 
 

if (fExecDirect) 

   printf (“the data source supports SQLExecDirect\n”); 

else 

   printf (“the data source does not support SQLExecDirect\n”); 

6.4 プロシージャ情報 
SQLProcedureColumnsとSQLProceduresを使うと、ストアド・プロシージャ

情報を取得することができます。以下の節で例とともに解説します。 

SQLProcedureColumns 

SQLProcedureColumnsを使って、入力と出力パラメータについての情報を

回収することができます。指定したプロシージャの結果セットを形成する

定義したカラムの内容も同様です。ドライバは、結果セットとしてその情

報を返します。 

Â SQLProcedureColumnsの原型: 
RETCODE  SQLProcedureColumns ( 

                              HSTMT hstmt, 

                              UCHAR *szProcQualifier,  

                              SWORD   cbProcQualifier, 

                              UCHAR  *szProcOwner, 
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                              SWORD   cbProcOwner, 

                              UCHAR  *szProcName, 

                              SWORD   cbProcName, 

                              UCHAR  *szColumnName, 

                              SWORD   cbColumnName) 

SQLProcedureColumnsの引数は以下のとおりです。 

• hstmt — 回収した結果のためのステートメント・ハンドル。 

• szProcQualifier —DBMasterではサポートしていませんので、NULLか
空の文字列にします。 

• cbProcQualifier —szProcQualifierの長さ。0にします。 

• szProcOwner — 所有者へのポイント。所有者はプロシージャを作成者

です。検索パターンや、NULL値の文字列になります。NULL値を使

うと全所有者を表示します。 

• cbProcOwner —szProcOwnerの長さ、又はSQL_NTS。 

• szProcName — プロシージャへのポイント。検索パターンや、NULL
値の文字列になります。NULL値を使うと全プロシージャを表示しま

す。 

• cbProcName — szProcNameの長さ、又はSQL_NTS。 

• szColumnName — カラム名へのポイント。検索パターンや、NULL値
の文字列になります。NULL値を使うと全カラムを表示します。 

• cbColumnName —szColumnNameの長さ。 

注: 検索パターンが使用される文字列は、szProcQualifier、szProcOwner、
szProcName.です。これら3つの引数に対応する文字列の長さの引数は、
cbProcQualifier、cbProcOwner、cbProcNameは、SQLProcedures.です。 

SQLProcedureColumnsは、次のカラムから成る結果セットを返します。 

 
カラムNO. カラム名 データ型 コメント 

1 PROCEDURE_QUALIFIER VARCHAR(128)  
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カラムNO. カラム名 データ型 コメント 

2 PROCEDURE_OWNER VARCHAR(128)  
3 PROCEDURE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

4 COLUMN_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

5 COLUMN_TYPE SMALLINT 非NULL 

6 DATA_TYPE SMALLINT 非NULL 

7 TYPE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

8 PRECISION INTEGER  
9 LENGTH INTEGER  
10 SCALE SMALLINT  
11 RADIX SMALLINT  
12 NULLABLE SMALLINT 非NULL 

13 REMARK VARCHAR(254)  

 

以下は、SQLProcedureColumnsを使って、データベースのユーザーTomの

ストアド・プロシージャ"employee”についての全ての情報をフェッチしま

す。この情報は、指定したプロシージャのための結果セットを形成しま

す。 

Â 例: 
UCHAR  catalog[30], schema[30], procName[30], colName[30]; 

UCHAR  typeName[30], remark[30]; 

SWORD  colType, dataType, scale, radix, nullable; 

UDWORD prec, length, len[13]; 

SDWORD retcode; 

 

/* bind all columns                                                      
*/ 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  1, SQL_C_CHAR,  catalog,   30, &len[1]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  2, SQL_C_CHAR,  schema,    30, &len[2]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  3, SQL_C_CHAR,  procName,  30, &len[3]); 
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retcode = SQLBindCol(hstmt,  4, SQL_C_CHAR,  colName,   30, &len[4]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  5, SQL_C_SHORT, &colType,   0, &len[5]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  6, SQL_C_SHORT, &dataType,  0, &len[6]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  7, SQL_C_CHAR,  typeName,  30, &len[7]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  8, SQL_C_LONG,  &prec,      0, &len[8]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  9, SQL_C_LONG,  &length,    0, &len[9]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 10, SQL_C_SHORT,  &scale,    0, &len[10]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 11, SQL_C_SHORT,  &radix,    0, &len[11]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 12, SQL_C_SHORT, &nullable,  0, &len[12]); 
retcode = SQLBindCol(hstmt, 13, SQL_C_CHAR,  remark     30, &len[13]); 

 

retcode = SQLProcedureColumns(hstmt, null, 0, ”Tom”, SQL_NTS,  

                              “employee”, SQL_NTS, null, 0); 
 
while ((retcode = SQLFetch(hstmt)) == SQL_SUCCESS) 
      { /* print out each column’s content in the result set */ 
       printf("column 1 :  procedure qualifier = %s\n", catalog); 
       printf("column 2 :  procedure owner = %s\n", schema); 
       printf("column 3 :  procedure name = %s\n", procName); 
       printf("column 4 :  column name = %s\n", colName); 
       printf("column 5 :  column type = %d\n", colType);        
       printf("column 6 :  data type = %d\n", dataType); 
       printf("column 7 :  type name = %s\n", typeName); 
       printf("column 8 :  precision = %d\n", prec); 
       printf("column 9 :  length = %d\n", length); 
       printf("column 10 : scale = %d\n", scale);        

   printf("column 11 : radix = %d\n", radix); 
       printf("column 12 : nullable = %d\n", nullable); 
       printf("column 13 : remark = %s\n", remark); 
      } 
 

... 

 

SQLProcedures 

SQLProceduresを使うと、データソースに保存されているプロシージャ名

の一覧を取得することができます。 
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Â SQLProceduresの原型: 
RETCODE SQLProcedures ( 

                       HSTMT   hstmt, 

                       UCHAR   *szProcQualifier, 

                       SWORD   cbProcQualifier, 

                       UCHAR   *szProcOwner, 

                       SWORD   cbProcOwner, 

                       UCHAR   *szProcName, 

                       SWORD   cbProcName); 

hstmtはステートメント・ハンドルです。szTableQualifier、
cbTableQualifier、szTableOwner、cbTableOwner、szTableName、
cbTableNameは、全てSQLProcedureColumnsと同じ定義です。

SQLProceduresは、PROCEDURE_QUALIFIER、PROCEDURE_OWNER、
PROCEDURE_NAMEの順に、標準結果セットとして結果を返します。 

以下の表は、結果セットのカラムの一覧です。 
 
カラム NO. カラム名 データ型 コメント 

1 PROCEDURE_QUALIFIER VARCHAR(128)  
2 PROCEDURE_OWNER VARCHAR(128)  
3 PROCEDURE_NAME VARCHAR(128) 非NULL 

4 NUM_INPUT_PARAMS N/A  
5 NUM_OUTPUT_PARAMS N/A  
6 NUM_RESULT_SETS N/A  
7 REMARKS VARCHAR(254)  
8 PROCEDURE_TYPE SMALLINT  

次の例は、SQLProceduresを使って“Tom”によって作成されたプロシージャ

を全てフェッチする方法を示しています。データベースにある全プロシー

ジャを回収する場合は、プロシージャの所有者の欄をNull値にします。 

Â 例: 
UCHAR  catalog[30], schema[30], procName[30]; 
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UCHAR  remark[30]; 

SWORD  type; 

SDWORD len[5]; 

SDWORD retcode; 

 

/* bind all columns                                                   */ 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  1, SQL_C_CHAR,  catalog,  30, &len[1]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  2, SQL_C_CHAR,  schema,   30, &len[2]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  3, SQL_C_CHAR,  procName, 30, &len[3]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  7, SQL_C_CHAR,  remark,   30, &len[4]); 

retcode = SQLBindCol(hstmt,  8, SQL_C_SHORT, &type,     0, &len[5]); 

 

retcode = SQLProcedures(hstmt, null, 0,  

                               “Tom”, SQL_NTS,  

                          null, 0); 
 
while ((retcode = SQLFetch(hstmt)) == SQL_SUCCESS) 
      { /* print out each column’s content in the result set */ 
       printf("column 1 :  procedure qualifier = %s\n", catalog); 
       printf("column 2 :  procedure owner = %s\n", schema); 
       printf("column 3 :  procedure name = %s\n", procName); 
       printf("column 7 :  remark = %s\n", remark); 
       printf("column 8 :  type = %d\n", type); 
      }
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7 トランザクション制御 

この章では、トランザクションとセーブポイントの概念とその特徴につい

て説明します。また、ODBC関数を使ったトランザクションの終了方法と

トランザクション制御のためのオプションの設定方法について解説しま

す。 

本章では、以下について説明します。 

• SQLSetConnectOption関数とSQLGetConnectOption関数を使って、自動

コミットと手動コミットのセットと使用。 

• SQLTransact関数を使ったトランザクションの終了。トランザクショ

ンが終了する際の影響についても説明します。 

7.1 トランザクションとセーブポイント 
トランザクションは、作業の論理的な単位を形成する1つ以上のSQL文の

シーケンスです。トランザクションの各SQL文は、作業の一部分を実行

し、全部分がその作業には必要なものです。トランザクションの全SQL文
が順調に実行された時のみ、その作業が完了したとみなされます。 

Â 銀行の口座で預金を管理するプログラムの例: 

1. 口座名が有効かどうかを確認するために、account表に問合せます。 

2. 支店番号が有効かどうかを確認するために、branch表に問合せます。 

3. 出納係が存在するかどうかをチェックするためにteller表に問合せます。 

4. この預金の履歴表にレコードを挿入します。 
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5. account表のこの口座名の残高を更新し、この預金に金額を追加します。 

6. teller表のこの出納係の残高を更新します。 

7. branch表にあるこの支店の残高を更新します。 

注: これら7つの操作は、1つの完成されたトランザクションを形成し、各操
作は1つのSQL文です。これらの文のうち1つが失敗した場合、このトラン
ザクション全体の実行を放棄しなければなりません。さもないと、デー
タが不整合になります。 

Â トランザクションの一般的なフロー: 

1. トランザクション開始。 

2. 命令文の実行。 

3. いずれかの文が失敗した場合、変更をロールバックします。 

4. 全ての文が成功した場合、変更をコミットします。 

DBMasterに接続すると、トランザクションが自動的に開始し、必要なSQL
文を実行することができます。これらのSQL文が処理された後、DML操作

（INSERT、DELETE、UPDATE）による全変更を含むトランザクションを

コミットするために、ODBC関数のSQLTransact（オプション

SQL_COMMIT）を呼び出します。逆に、そのトランザクションをアボー

トする場合、ODBC関数のSQLTransact（オプションSQL_ROLLBACK）

を呼び出します。1つのトランザクションが終了すると、DBMasterは自動

的に新しいトランザクションを開始します。 

トランザクションが非常に長い場合は、セーブポイントを使ってトランザ

クションを数パートに分けることができます。そうすることで、トランザ

クション全体の管理が容易になります。セーブポイントは、トランザクシ

ョンの中の指定した地点で宣言することができる、論理的なマーカーで

す。セーブポイントを使うと、トランザクション全体をやり直す事無く、

指定した地点以降の全ての更新を元に戻すことができるようになります。 

例えば、15のSQL文で構成されているトランザクションを実行する場合、

10番目と11番目の間にセーブポイントをマークすると、12番目の文を実行

する際にエラーが発生した場合、そのセーブポイントまでロールバックす

ることができます。これにより、現在のトランザクションにある全ての文
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を再び実行する替わりに、エラーが発生した文を直し、10番目、11番目、

12番目の文を再試行するだけで済みます。 

Â 例: 
statement 1;  
... 

statement 5; 
 

SAVEPOINT SVP1;      -> point A: define the first savepoint 
 

statement 6; 
... 

statement 10; 
 

SAVEPOINT SVP2;      -> point B: define the second savepoint  
 

statement 11; 
 

statement 12;        -> error occurs  
 

ROLLBACK TO SVP2;    -> point C: when error occurs, rollback to nearest 
savepoint 
 

/* at this point, all the statements before SVP2 are preserved */ 

/* only statement 11 and 12 need to be re-executed.            */ 
 
statement 13; 
 
statement 14; 
 
statement 15; 
 
COMMIT WORK;         -> if all statements are ok, commit the transaction  

この例では、セーブポイントが長いトランザクションの管理にいかに役立

つかがわかると思います。DBMasterでは、1つのトランザクションに最高

で32までセーブポイントを定義することができます。トランザクションが

終了すると、このトランザクションで定義した全てのセーブポイントは消

去します。 

セーブポイントIDは、トランザクションで一意でなければならないことに

注意して下さい。例えば、SVP1というセーブポイント名をA地点に設定し

た場合、B地点にSVP1という名前の別のセーブポイントを設けることはで
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きません。セーブポイントを使う際に覚えていなければならないもう1つ
の重要な事は、予め定義したセーブポイントにロールバックする時に、こ

の地点以降に定義したセーブポイントは、全て破棄されるということで

す。 

例えば、上記の例のC地点のセーブポイントSVP1にロールバックした場

合、SVP2は破棄され、それ以降使用することはできません。但し、SVP2
という名前の新しいセーブポイントを定義できるようになります。 

7.2 トランザクションを終了する 
前節で説明したように、SQLTransactを使ってトランザクションをコミッ

トしたり、ロールバックしたりすることができます。 

Â SQLTransactの原型: 
RETCODE SQLTransact( 

                    HENV        henv, 

                    HDBC        hdbc, 

                    UWORD       fType); 

引数fTypeは、SQL_COMMIT、又はSQL_ROLLBACKのいずれかです。

それらの名前に象徴されるように、SQL_COMMITはトランザクションを

コミットし、SQL_ROLLBACKはトランザクションをロールバックしま

す。 

DBMasterでは、接続オプションSQL_CB_MODEの値が

SQL_CB_PRESERVE にセットされない限り、トランザクションが終了

（コミット、ロールバックのいずれでも）、又はユーザーが定義したセー

ブポイントにロールバックすると、現在の接続ハンドルにあるステートメ

ント・ハンドルと関係のある全ての保留の結果は、消去されます。 

Â 例: 
SQLAllocEnv(&henv); 

SQLAllocConnect(henv,&hdbc); 

 

/* connect to a database */ 
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SQLConnect(hdbc, ...) 

SQLAllocStmt(hdbc, &hstmt1); 

SQLAllocStmt(hdbc, &hstmt2); 

.. 

/* fetch one tuple from account table */ 

SQLExecDirect(hstmt1, "select * from account", SQL_NTS); 

SQLBindCol(hstmt1, 1, ....) 

SQLBindCol(hstmt1, 2, ....) 

SQLFetch(hstmt1); 

 

/* fetch one tuple from branch table */  

SQLExecDirect(hstmt2, "select * from branch", SQL_NTS); 

SQLBindCol(hstmt2, 1, ....) 

SQLBindCol(hstmt2, 2, ....) 

SQLFetch(hstmt2);  

 

/* Commit the transaction */ 

SQLTransact(henv, hdbc, SQL_COMMIT); 

トランザクションがコミットされる時、結果セットにあるhstmt1とhstmt2
に関連するフェッチされていないデータは、消去されます（accountと
branch表に複数の行があると想定しています）。 

7.3 自動／手動コミット 
アプリケーション・プログラムでは一般的に、トランザクションの終了が

制御できるように計画されます。この場合、手動のコミットモードが必要

です。 

ODBCでは多くの接続オプションを定義します。その1つが

SQL_AUTOCOMMITです。この接続オプションは、自動コミット・モー

ドがONかOFFかを表示します。SQL_AUTOCOMMITオプションの初期設

定値はONです。これは、どのSQL文も自動的にコミットされることを意

味します。 
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Â SQLSetConnectOption関数のSQL_AUTOCOMMITオプションをOFFにする:. 
SQLSetConnectOption(hdbc, SQL_AUTOCOMMIT, SQL_AUTOCOMMIT_OFF) 

この関数呼び出しの後、ユーザーがコミット作業をコントロールします。

自動コミット・モードがOFFの時に、トランザクションがコミットされな

い場合、ユーザーがSQLDisconnectを呼び出す際に、トランザクションは

ロールバックされ警告が返ります。 

Â SQLGetConnectOptionを使って、現在の自動コミット・モードの値を取得する: 
SQLGetConnectOption(hdbc, SQL_AUTOCOMMIT, &optVal); 

optValの値が、SQL_AUTOCOMMIT_ONの場合、各SQL文は実行された

後、自動的にコミットされます。 
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8 ODBC 3.0関数 

DBMasterで使用しているAPI (Application Program Interface)は、現在ODBC 
3.0に互換しています。ODBC 3.0 に互換するために、新たに関数が追加さ

れ、古い関数のいくつかは削除されました。その他は修正されました。結

果として、その他の関数の使用を控える一方、既存の関数のいくつかは、

DBMasterの全バージョンと異なるふるまいをするかもしれません。ODBC 
3.0関数の完全な解説と使用方法については、「Microsoft ODBC 3.0 プログ

ラマーリファレンス」を参照して下さい。 

8.1 削除された関数 
以下の関数や、その引数の値は、DBMaster API (ODBC 3.0)から削除されま

した。現在DBMasterでは、これらの関数を以前のバージョンとの互換性を

保つために維持していますが、今後のバージョンでそれらが使用される保

証はありません。 

• SQLAllocConnect—SQLAllocConnectは、SQLAllocHandle関数の

HandleType SQL_HANDLD_DBCに替わりました。今後この関数に

は、SQLAllocHandleを使用します。 

• SQLAllocEnv—SQLAllocEnvは、SQLAllocHandle関数のHandleType 
SQL_HANDLD_ENVに替わりました。今後この関数には、

SQLAllocHandleを使用します。 

• SQLAllocStmt—SQLAllocStmtは、SQLAllocHandle関数のHandleType 
SQL_HANDLD_STMTに替わりました。今後この関数には、

SQLAllocHandleを使用します。 
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• SQLColAttributes—SQLColAttributesは、SQLColAttribute関数に替わり

ました。今後この関数には、SQLColAttruibuteを使用します。 

• SQLExtendedFetch—SQLExtendedFetchは、SQLFetchScroll関数に替わ

りました。今後この関数には、SQLFetchScrollを使用します。 

• SQLFreeConnect—SQLFreeConnectは、SQLFreeHandle関数の

HandleType SQL_HANDLE_DBCに替わりました。今後この関数に

は、SQLFreeHandleを使用します。 

• SQLFreeEnv—SQLFreeEnvは、SQLFreeHandle関数のHandleType 
SQL_HANDLE_ENVに替わりました。今後この関数には、

SQLFreeHandleを使用します。 

• SQLFreeStmt—SQLFreeStmtの引数OptionのSQL_DROP値は、

SQLFreeHandle関数のHandleType SQL_HANDLE_STMTに替わりまし

た。今後この関数には、SQLFreeHandleを使用します。 

• SQLGetConnectOption—SQLGetConnectOptionは、SQLGetConnectAttr関
数に替わりました。今後この関数には、SQLGetConnectAttrを使用し

ます。 

• SQLGetStmtOption-- SQLGetStmtOptionは、 SQLGetStmtAttr関数に替わ

りました。今後この関数には、SQLGetStmtAttrを使用します。 

• SQLSetConnectOption—SQLSetConnectOptionは、SQLSetConnectAttr関
数に替わりました。今後この関数には、SQLSetConnectAttrを使用しま

す。 

• SQLSetPos—SQLSetPos関数の引数fOptionのSQL_ADD値は、

SQLBulkOperations関数のOperation値のSQL_ADD値に替わりました。

今後この関数には、SQLBulkOperationsを使用します。 

• SQLSetStmtOption-- SQLSetStmtOptionは、SQLSetStmtAttr関数に替わり

ました。今後この関数には、SQLSetStmtAttrを使用します。 

• SQLTransact—SQLTransactは、SQLEndTranに替わりました。今後この

関数には、SQLEndTranを使います。 
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8.2 修正された関数 
以下の関数が、DBMaster API (ODBC 3.0)で修正されました。これらの関数

のふるまいは、DBMaster 3.01以前のAPI (ODBC 2.0)と若干異なります。但

し、3.5より前のバージョンのクライアント・ソフトを使用している場

合、これらの関数のふるまいは、変わりません。 

SQLCancel 

SQLCancel関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされていま

す。DBMaster (ODBC 2.0)の以前のバージョンでは、SQLCancel関数を呼び

出す文で実行されるプロセスが無い時、SQL_CLOSEオプションで

SQLFreeStmtを呼び出すことと同じ効果が得られます。DBMasterでは、

SQLCancel関数を呼び出した文に実行される処理が無い場合、この関数の

影響はありません。カーソルをオープンし、クローズする場合は、

SQLCancelの替わりにSQLCloseCursorを呼び出します。 

SQLColumns 

SQLColumns関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされてい

ます。SQLColumns関数は、クライアントがODBC2.0、3.0 APIを使ってい

るに関わらず、18カラムを戻すようになりました。次の表は、DBMasterの
新旧のバージョンで、SQLColumns関数によって戻されるカラム名の一覧

です。 
 

DBMASTER 3.5~4.X (ODBC 3.0) DBMASTER 2.0X, 3.0X (ODBC 2.0) 

TABLE_CAT TABLE_QUALIFIER 

TABLE_SCHEM TABLE_OWNER 

TABLE_NAME TABLE_NAME 

COLUMN_NAME COLUMN_NAME 

DATA_TYPE DATA_TYPE 

TYPE_NAME TYPE_NAME 

COLUMN_SIZE PRECISION 
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DBMASTER 3.5~4.X (ODBC 3.0) DBMASTER 2.0X, 3.0X (ODBC 2.0) 

BUFFER_LENGTH LENGTH 

DECIMAL_DIGITS SCALE 

NUM_PREC_RADIX RADIX 

NULLABLE NULLABLE 

REMARKS — 

COLUMN_DEF — 

SQL_DATA_TYPE — 

SQL_DATETIME_SUB — 

CHAR_OCTET_LENGTH — 

ORDINAL_POSITION — 

IS_NULLABLE — 

SQLFetch 

SQLFetch関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされていま

す。DBMasterでは、SQLFetch関数は、複数行の行セットをサポートする

ようになりました。DBMasterの初期のバージョンでは、SQLFetch関数で

は単一行の操作のみをサポートしていました。 

SQLGetData 

SQLGetData関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされてい

ます。DBMasterでは、SQLGetData関数は、複数行の行セットをサポート

するようになりました。DBMasterの初期のバージョンでは、SQLGetData
関数では単一行の操作のみをサポートしていました。 

SQLGetFunctions 

SQLGetFunctions関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされ

ています。DBMasterでは、FunctionIdパラメータの値を

SQL_API_ODBC3_ALL_FUNCTIONSやSQL_API_ALL_FUNCTIONSにして
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SQLGetFunctions関数をを呼び出すことができます。ODBC 2.0以前の関数

をサポートを判断するために、ODBC 2.0 アプリケーションでは、

SQL_API_ALL_FUNCTIONSが使用されるのに対し、ODBC 3.0以前の関数

のサポートを判断するために、ODBC 3.0 アプリケーションでは、

SQL_API_ODBC3_ALL_FUNCTIONSが使用されます。 

FunctionIdの値がSQL_API_ODBC3_ALL_FUNCTIONSの場合、SupportedPtr 
は、ODBC 3.0又は以前の関数がサポートされているかどうかを判断する

ために使用される4000-bit bitmapにポイントします。ODBC 3.0、或いは2.0
ドライバいずれでも、SQL_API_ODBC3_ALL_FUNCTIONSを使用するこ

とができます。FunctionIDの値がSQL_API_ALL_FUNCTIONSの場合、

SupportedPtr は、ODBC 2.0関数がサポートされているかどうかを判断する

ために使用する100要素の配列を戻します。 

SQLGetInfo 

SQLGetInfo関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされていま

す。 

SQLProcedureColumns 

SQLProcedureColumns関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポート

されています。DBMasterのSQLProcedureColumns関数は、クライアントが

ODBC 2.0、又は3.0 APIを使っているかに関わらず、19カラムを戻すよう

になりました。次の表は、DBMasterの新旧のバージョンで、

SQLProcedureColumns関数によって戻されるカラム名の一覧です。  
 

DBMaster 3.5 - 4.x (ODBC 3.0) DBMaster 2.0x, 3.0x (ODBC 2.0) 

PROCEDURE_CAT PROCEDURE _QUALIFIER 

PROCEDURE _SCHEM PROCEDURE _OWNER 

PROCEDURE _NAME PROCEDURE _NAME 

COLUMN_NAME COLUMN_NAME 

COLUMN_TYPE COLUMN_TYPE 

DATA_NAME DATA_NAME 
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DBMaster 3.5 - 4.x (ODBC 3.0) DBMaster 2.0x, 3.0x (ODBC 2.0) 

TYPE_NAME TYPE_NAME 

COLUMN_SIZE PRECISION 

BUFFER_LENGTH LENGTH 

DECIMAL_DIGITS SCALE 

NUM_PREC_RADIX RADIX 

NULLABLE NULLABLE 

REMARKS REMARK 

COLUMN_DEF — 

SQL_DATA_TYPE — 

SQL_DATETIME_SUB — 

CHAR_OCTET_LENGTH — 

ORDINAL_POSITION — 

IS_NULLABLE — 

8.3 新しい関数 
この節では、DBMasterの新しい関数と各関数で使用できるオプションにつ

いて、又その関数がODBC 3.0関数を完全に或いは部分的にサポートして

いるかどうかを説明します。 

SQLAllocHandle 

SQLAllocHandle関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。これは、環境/接続/文/ディスクリプタハンドルを割り当てる総称

的な関数です。ODBC 2.0関数のSQLAllocConnect、SQLAllocEnv、
SQLAllocStmtに相当します。 

Â SQLAllocHandle関数の原型: 
RETCODE SQLAllocHandle( 

                   SQLSMALLINT HandleType, 

                   SQLHANDLE   InputHandle, 
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                   SQLHANDLE * OutputHandlePtr); 

次の例は、SQLAllocHandle関数を使って、環境/接続/文ハンドルを割り当

てます。 

Â 例: 
SQLHANDLE  henv, hdbc, hstmt; 

SQLRETURE  retcode; 

retcode = SQLAllocHandle(SQL_HANDLE_ENV, SQL_NULL_HANDLE, &henv); 

retcode = SQLSetEnvAttr(henv, SQL_ATTR_ODBC_VERSION,                
(void*)SQL_OV_ODBC3, 0); 

retcode = SQLAllocHandle(SQL_HANDLE_DBC, henv, &hdbc); 

retcode = SQLConnect(hdbc, (SQLCHAR*)  “test”, SQL_NTS, 

       (SQLCHAR*) ”Sysadm”, SQL_NTS, 

       (SQLCHAR*) “coffee”, SQL_NTS); 

retcode = SQLAllocHandle(SQL_HANDLE_STMT, hdbc, &hstmt); 

…  

SQLBulkOperations 

SQLBulkOperations関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で前面的にサポート

されています。SQLBulkOperations関数は、バルク挿入や、ブックマーク操

作による更新/削除/フェッチを含むブックマーク操作を実行します。 

Â SQLBulkOperations関数の原型: 
RETCODE SQLBulkOperations( 

                   SQLHSTMT     StatementHandle, 

                   SQLUSMALLINT Operation); 

次の表は、SQLBulkOperations関数のオプションのリストと、それらがサポ

ートされているかを示しています。 
 

OPERATION サポートの有無 
SQL_ADD Y 
SQL_UPDATE_BY_BOOKMAR
K 

Y 

SQL_DELETE_BY_BOOKMARK Y 
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OPERATION サポートの有無 
SQL_FETCH_BY_BOOKMARK Y 

次の例は、SQLBulkOperations関数のオプションの値をSQL_ADDにして、

表Employeeに2行のデータを挿入しています。 

Â 例: 
SQLRETCODE  retcode; 

SQLHANDLE   hstmt; 

SQLUINTEGER CustID[2]; 

SQLCHAR     Name[2][18], Address[2][100], Phone[2][11]; 

SQLINTEGER  CustIDInd[2], NameInd[2], AddressInd[2], PhoneIbd[2]; 

 

/* set necessary statement attributes */ 

retCode = SQLSetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_CURSOR_TYPE, 
SQL_CURSOR_DYNAMIC); 

retcode = SQLSetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_CONCURRENCY, SQL_CONCUR_LOCK); 

retcode = SQLSetStmtAttr(hstmt, SQL_ROW_ARRAY_SIZE, 2); 

/* binding columns */ 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_LONG, CustID,  0,  CustIDInd); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, Name,    18,  NameInd); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 3, SQL_C_CHAR, Address, 100, AddressInd); 

retcode = SQLBindCol(hstmt, 4, SQL_C_CHAR, Phone,   11,  PhoneInd); 

/* execute a query  */ 

SQLExecDirect(hstmt, “select * from Customers”, SQL_NTS); 

/* prepare data for insertion */ 

CustID[0] = 1; 

CustID[1] = 2; 

strcpy(Name[0], “Jackson”); 

strcpy(Name[1], “Clinton”); 

strcpy(Address[0], “107 Castlewood, Cary, NC11256”); 

strcpy(Address[1], “305 N. Frances St., Madison, WI95868”); 

strcpy(Phone[0], “02-78923423”); 

strcpy(Phone[1], “03-7893933”); 

/* insert data */ 
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retcode = SQLBulkOperations(hstmt, SQL_ADD); 

… 

SQLCloseCursor 

SQLCloseCursor関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLCloseCursor関数は、文でオープンしたカーソルを閉じ、中断

している結果を廃棄します。  

Â SQLCloseCursor関数の原型: 
RETCODE SQLCloseCursor( 

                   SQLHSTMT     StatementHandle); 

SQLColAttribute 

SQLColAttribute関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLColAttribute関数は、文字列、32ビット値、或いは整数値で結

果セットにカラムについての情報を戻します。 

Â SQLColAttribute関数の原型: 
RETCODE SQLColAttribute( 

                   SQLHSTMT      StatementHandle, 

                   SQLUSMALLINT  ColumnNumber, 

                   SQLUSMALLINT  FieldIdentifier, 

                   SQLPOINTER    CharacterAttributePtr, 

                   SQLSMALLINT   BufferLength, 

                   SQLSMALLINT * StringLengthPtr, 

                   SQLPOINTER    NumericAttributePtr); 

次の表は、この関数が戻すディスクリプタの種類です。 

 
 
 
 

FIELDIDENTIFIER 目的 
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FIELDIDENTIFIER 目的 
SQL_DESC_AUTO_UNIQUE_VALUE カラムがSERIALカラム

（SQL_TRUE）か、否

（SQL_FALSE）を判断します。 
SQL_DESC_BASE_COLUMN_NAME 基のカラム名。 
SQL_DESC_BASE_TABLE_NAME 基の表名。 
SQL_DESC_CASE_SENSITIVE カラムの対照と比較が大文字と小

文字を識別するか(SQL_TRUE)、
否か(SQL_FALSE)を判断します。 

SQL_DESC_CATALOG_NAME カラムのある表のカタログ。 
SQL_DESC_CONCISE_TYPE date、time、intervalデータ型の簡

単なデータ型。 
SQL_DESC_COUNT 結果セットで使用できるカラムの

数。 
SQL_DESC_DISPLAY_SIZE カラムのデータを表示するために

必要な最大文字数。 
SQL_DESC_FIXED_PREC_SCALE カラムに固定長の精度と非ゼロの

スケールがあるか(SQL_TRUE)、
否か(SQL_FALSE)を判断します。  

SQL_DESC_LABEL カラムのラベルやタイトル。カラ

ムにラベルが無い場合、カラム名

が戻ります。 
SQL_DESC_LENGTH 文字列やバイナリデータ型の最大

サイズや実際の文字サイズ。 
SQL_DESC_LITERAL_PREFIX DBMasterがカラムに含まれるデー

タ型のリテラル用の接頭辞として

認識することができる文字。 
SQL_DESC_LITERAL_SUFFIX DBMasterがカラムに含まれるデー

タ型のリテラル用の接尾辞として

認識することができる文字。 
SQL_DESC_LOCAL_TYPE_NAME 標準名と異なる可能性のあるロー

カライズされたデータ型の名前

（ネイティブ言語）。 
SQL_DESC_NAME カラムの別名。カラムに別名が無

い場合、カラム名が戻ります。 
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FIELDIDENTIFIER 目的 
SQL_DESC_NULLABLE カラムにNULL値があるか

(SQL_NULLABLE)、否か

(SQL_NO_NULLS)を判断しま

す。カラムにNULL値があるかど

うかが不明の場合は、

SQL_NULLABLE_UNKNOWNが

戻ります。 
SQL_DESC_NUM_PREX_RADIX SQL_DESC_TYPEが大まかなデー

タ型で、SQL_DESC_PRECISION
にビット数が含まれる場合、2。 
SQL_DESC_TYPEが正確な数のデ

ータ型で、

SQL_DESC_PRECISIONにdecimal
桁の数字が含まれる場合、10。 
SQL_DESC_TYPEに非数値データ

型が含まれる場合、0。 
SQL_DESC_OCTET_LENGTH 文字列やバイナリデータ型のサイ

ズ。 
SQL_DESC_PRECISION Numericデータ型の精度。 
SQL_DESC_SCALE Numericデータ型のスケール。 
SQL_DESC_SCHEMA_NAME カラムのある表のスキーマ。 
SQL_DESC_SEARCHABLE WHERE句でそのカラムを比較演

算子と共に使用することができる

か(SQL_PRED_SEARCHABLE)を
判断します。(SQL_PRED_BASIC)
は、LIKE以外の全比較演算子と

使用します。(SQL_PRED_CHAR)
は、LIKE述語とのみ使用しま

す。(SQL_PRED_NONE)は、

WHERE句で全く使用することが

できません。 
SQL_DESC_TABLE_NAME カラムのある表の名称。 
SQL_DESC_TYPE カラムのデータ型を指定する

Numeric値。 
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FIELDIDENTIFIER 目的 
SQL_DESC_TYPE_NAME データ型の名前を指定する文字列

(データ-ソース依存)。 
SQL_DESC_UNNAMED SQL_DESC_NAMEの値がカラム

名/別名(SQL_DESC_NAMED)か、

否か(SQL_DESC_UNNAMED)を
判断します。 

SQL_DESC_UNSIGNED カラムが符号無し(SQL_TRUE)
か、否か(SQL_FALSE)を判断しま

す。  
SQL_DESC_UPDATABLE 結果セットにあるカラム更新され

たかどうかを表します。（基の表

にあるカラムではない） 

SQLCopyDesc 

SQLCopyDesc関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされてい

ます。SQLCopyDesc関数は、あるディスクリプタ・ハンドルから別のもの

へディスクリプタ情報をコピーします。  

Â SQLCopyDesc関数の原型: 
RETCODE SQLCopyDesc( 

                   SQLHDESC      SourceDescHandle, 

                   SQLHDESC      TargetDescHandle); 

次の例では、PartInfo表のフィールドをBackup表にコピーするためにディ

スクリプタ演算が使用されます。これを行うために、hstmt1にあるIRDの

フィールドをhstmt2にあるIPDのフィールドに、hstmt1にあるARDのフィー

ルドをhstmt2にあるAPDのフィールドにコピーします。 

Â 例: 
/* the structure of a record row */ 

typedef struct{ 

 SQLINTEGER  PartID; 

 SQLINTEGER  PartIDInd; 

 SQLUCHAR    Description[100]; 
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 SQLINTEGER  DescriptionInd; 

 DOUBLE      Price; 

        SQLINTEGER  PriceInd; 

}PartInfo; 

PartInfo parts[20]; 

SQLHANDLE  hstmt1, hstmt2; 

SQLHANDLE  ird1, ard1, ipd2, apd2;  

SQLRETCODE retcode; 

/* get ARD and IRD of hstmt1 */ 

SQLGetStmtAttr(hstmt1, SQL_ATTR_APP_ROW_DESC, &ard1, 0, NULL); 

SQLGetStmtAttr(hstmt1, SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC, &ird1, 0, NULL); 

/* get APD and IPD of hstmt2 */ 

SQLGetStmtAttr(hstmt2, SQL_ATTR_APP_PARAM_DESC, &apd2, 0, NULL); 

SQLGetStmtAttr(hstmt2, SQL_ ATTR_IMP_PARAM_DESC, &ipd2, 0, NULL); 

/* set necessary statement attributes on hstmt1 */ 

SQLSetStmtAttr(hstmt1, SQL_ATTR_ROW_BIND_TYPE, 
(SQLPOINTER)sizeof(PartInfo), 0); 

SQLSetStmtAttr(hstmt1, SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE, (SQLPOINTER)20, 0); 

/* execute a select statement */ 

SQLExecDirect(hstmt1, “select * from PartInfo”, SQL_NTS); 

/* binding columns */ 

SQLBindCol(hstmt1, 1, SQL_C_LONG, &parts[0].PartID,     0, 
&parts[0].PartIDInd); 

SQLBindCol(hstmt1, 2, SQL_C_CHAR, parts[0].Description, 100, 
&parts[0].DescriptionInd); 

SQLBindCol(hstmt1, 3, SQL_C_DOUBLE, &parts[0].Price,    0, 
&parts[0].PriceInd); 

/* calling SQLCopyDesc */ 

SQLCopyDesc(ard1, arp2); 

SQLCopyDesc(ird1, ipd2); 

/* prepare an insert statement on hstmt2 */ 

SQLPrepare(hstmt2, “insert into Backup values(?,?,?)”, SQL_NTS); 

 

retcode = SQLFetchScroll(hstmt1, SQL_FETCH_NEXT, 0); 

while(retcode = SQL_SUCCESS){ 

 SQLExecute(hstmt2); 
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 retcode = SQLFetchScroll(hstmt1, SQL_FETCH_NEXT, 0); 

} 

… 

SQLEndTran 

SQLEndTran関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされてい

ます。SQLEndTranは、接続に関連する全文や、環境に関連する全接続に

ある全てのアクティブ演算をコミット、又はロールバックを実行するよ

う、DBMasterサーバーに要求します。DBMasterは、CompletionType引数に

次の値をサポートしています。SQL_COMMITとSQL_ROLLBACKです。  

Â SQLEndTran関数の原型: 
RETCODE SQLEndTran( 

                   SQLSMALLINT HandleType, 

                   SQLHANDLE   Handle, 

                   SQLSMALLINT CompletionType); 

SQLFetchScroll 

SQLFetchScroll関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLFetchScroll関数は、相関位置、或いは絶対位置で、ブックマ

ークによって、或いは結果セットからデータの行セットをフェッチし、バ

インドされた全カラムを戻します。DBMasterでは、FetchOrientation引数に

次の値をサポートしています。SQL_FETCH_NEXT、
SQL_FETCH_PRIOR、SQL_FETCH_FIRST、SQL_FETCH_LAST、
SQL_FETCH_ABSOLUTE、SQL_FETCH_BOOKMARK、

SQL_FETCH_RELATIVE.です。  

Â SQLFetchScroll関数の原型: 
RETCODE SQLFetchScroll( 

                   SQLHSTMT    StatementHandle, 

                   SQLSMALLINT Handle, 

                   SQLINTEGER  FetchOffset); 
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次のコードの一部は、結果セット全体をフェッチするために、オプション

がSQL_NEXTのSQLFetchScroll関数をどのように使用するかを示していま

す。行の状態を取得するために、SQLExtendedFetch関数と異なる、オプシ

ョンSQL_ATTR_ROW_STATUS_PTRのSQLSetStmtAttr関数を使用します。 

Â 例: 
 

#define LENGTH 18 

#define ROWSET_SIZE 5 

SQLHandle hstmt; 

RETCODE   retcode; 

SQLUCHAR  empid[ROWSET_SIZE][LENGTH] 

SQLUCHAR  name[ROWSET_SIZE][LENGTH]; 

FLOAT    salary[ROWSET_SIZE]; 

SQLINTEGER   empidInd[ROWSET_SIZE], nameInd[ROWSET_SIZE], 
salaryInd[ROWSET_SIZE]; 

SQLUSMALLINT status[ROWSET_SIZE]; 

SQLUSMALLINT i; 

/* set row status pointer */ 

retcode = SQLSetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_ROW_STATUS_PTR, status, 0); 

/* set rowset size */ 

retcode = SQLSetStmtAttr(hstmt, SQL_ROW_ARRAY_SIZE, ROWSET_SIZE); 

/* execute a statement */ 

SQLExecDirect(hstmt, “SELECT * FROM EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* binding columns */ 

SQLBindCol(hstmt, 1, SQL_C_CHAR, empid, LENGTH, empidInd); 

SQLBindCol(hstmt, 2, SQL_C_CHAR, name, LENGTH, nameInd); 

SQLBindCol(hstmt, 3, SQL_C_FLOAT, salary, 0, salaryInd); 

retcode = SQLFetchScroll(hstmt, SQL_FETCH_NEXT, 0); 

for (i = 0; i < ROWSET_SIZE; i++) 

  {    if (status[i] == SQL_ROW_SUCCESS) 

      { 

        printf(“tuple %ld  is - Employee ID : %s, Employee Name : %s, 
Salary : %f \n”, i+1, empid[i], name[i], salary[i]); 

      } 
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    else { 

 printf(“fetch tuple %ld error \n”, i+1); 

      } 

  } 

… 

SQLForeignKeys 

SQLForeignKeys関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLForeignKeys関数は、特定の表に外部キーのリストを、或いは

特定の表にある主キーを参照する別の表にある外部キーのリストを戻しま

す。  

Â SQLForeignKeys関数の原型: 
RETCODE SQLForeignKeys( 
                   SQLHSTMT    StatementHandle, 
                   SQLCHAR *   PKCatalogName, 
                   SQLSMALLINT NameLength1, 
                   SQLCHAR *   PKSchemaName, 
                   SQLSMALLINT NameLength2, 
                   SQLCHAR *   PKTableName, 
                   SQLSMALLINT NameLength3, 
                   SQLCHAR *   FKCatalogName, 
                   SQLSMALLINT NameLength4, 
                   SQLCHAR *   FKSchemaName, 
                   SQLSMALLINT NameLength5, 
                   SQLCHAR *   FKTableName, 
                   SQLSMALLINT  NameLength6); 

この例には、2つの表ORDER (ORDERID, CUSTID, OPENDATE)と
CUSTOMER (CUSTID, NAME, ADDRESS, PHONE)があります。 

ORDER表には、CUSTIDは販売した顧客を識別します。外部キーは、

CUSTOMER表のORDERIDを参照します。 

この例は、ORDER表の主キーを参照する他の表にある外部キーを取得す

るためにSQLForeignKeysを呼び出します。 
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Â 例: 
 

#define TAB_LEN 18 

#define COL_LEN 18 

 

SQLUCHAR     pkTable[TAB_LEN+1], fkTable[TAB_LEN+1]; 

SQLUCHAR     pkCol[COL_LEN+1],   fkCol[COL_LEN+1]; 

SQLHANDLE    hstmt; 

SQLINTEGER   pkTableInd, fkTableInd, pkColInd, fkColInd; 

SQLRETCODE   retcode; 

/* Bind the columns that describe the primary and foreign keys */ 

SQLBindCol(hstmt, 3, SQL_C_CHAR, pkTable, TAB_LEN, &pkTableInd); 

SQLBindCol(hstmt, 4, SQL_C_CHAR, pkCol,   COL_LEN, &pkColInd); 

SQLBindCol(hstmt, 7, SQL_C_CHAR, fkTable, TAB_LEN, &fkTableInd); 

SQLBindCol(hstmt, 8, SQL_C_CHAR, fkCol,   COL_LEN, &fkColInd); 

 

/* Get the names of columns in the primary key. */ 

retcode = SQLForeignKeys(hstmt, NULL, 0, NULL, 0, “ORDER”, SQL_NTS,  

                         NULL, 0, NULL, 0, NULL, 0); 

while (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO){ 

 retcode = SQLFetchScroll(hstmt, SQL_FETCH_NEXT, 0); 

 printf(“Primary Table : %s, Primary Column : %s \n”, pkTable, 
pkCol); 

 printf(“Foreign Table : %s, Foreign Column : %s \n”, fkTable, 
fkCol); 

} 

/* close the cursor */ 

SQLCloseCursor(hstmt); 

… 

SQLFreeHandle 

SQLFreeHandle関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLFreeHandle関数は、SQLAllocHandle関数で割り当てた環境/接
続/文/ディスクリプタ・ハンドルに関連するリソースを解放します。 
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Â SQLFreeHandle関数の原型: 
RETCODE SQLFreeHandle( 
                   SQLSMALLINT HandleType, 
                   SQLHANDLE   Handle); 

次のコードの一部は、SQLFreeHandle関数をどのように使用して環境ハン

ドルを解放するのかを示しています。 

Â 例: 
SQLHANDLE   henv; 

SQLAllocHandle(SQL_HANDLE_ENV, SQL_NULL_HANDLE, &henv); 

… 

SQLFreeHandle(SQL_HANDLE_ENV, henv); 

SQLGetConnectAttr  

SQLGetConnectAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポート

されています。SQLSetConnectAttr関数は、データベース接続の属性を取得

します。この関数は、ODBC 2.0のSQLGetConnectOption関数に相当しま

す。 

Â SQLGetConnectAttr関数の原型: 
RETCODE SQLGetConnectAttr( 

                      SQLHDBC      ConnectionHandle, 

                      SQLINTEGER   Attribute, 

                           SQLPOINTER   ValuePtr, 

                      SQLINTEGER   BufferLength, 

                      SQLINTEGER  *StringLengthPtr); 

次の表は、この関数を使って回収することができる属性と、DBMasterがサ

ポートしているかどうかを表しています。 
 

属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_ACCESS_MODE Y 
SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE Y 
SQL_ATTR_AUTO_IPD Y 
SQL_ATTR_AUTOCOMMIT Y 
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属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_CURRENT_CATALOG Y 
SQL_ATTR_LOGIN_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_METADATA_ID Y 
SQL_ATTR_ODBC_CURSORS N 
SQL_ATTR_PACKET_SIZE N 
SQL_ATTR_QUIET_MODE N 
SQL_ATTR_TRACE N 
SQL_ATTR_TRACEFILE N 
SQL_ATTR_TRANSLATE_LIB N 
SQL_ATTR_TRANSLATE_OPTION N 
SQL_ATTR_TXN_ISOLATION  Y 
SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_MAX_ROWS Y 

SQLGetDescField 

SQLGetDescField関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされ

ています。SQLGetDescField関数は、ディスクリプタ・レコードの単一フ

ィールドの値を取得します。  

Â SQLGetDescField関数の原型: 
RETCODE SQLGetDescField( 

                   SQLHDESC     DescriptorHandle, 

            SQLSMALLINT  RecNumber, 

                   SQLSMALLINT  FieldIdentifier, 

                   SQLPOINTER   ValuePtr, 

                   SQLINTEGER   BufferLength, 

                   SQLINTEGER * StringLengthPtr); 

次の表は、DBMasterでこの関数を使って回収することができるディスクリ

プタ・フィールドを表しています。表の「G」はGet、「S」はSet、「I」
は無効を意味します。SQL_DESC_ARRAY_SIZEは、1つの値のみサポート

します。 
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FIELDIDENTIFIER ARD APD IRD IPD 

SQL_DESC_ALLOC_TYPE G G G G 

SQL_DESC_ARRAY_SIZE G/S G/S I I 

SQL_DESC_ARRAY_STATUS_PTR G/S G/S G/S G/S 

SQL_DESC_BIND_OFFSET_PTR G/S G/S I I 

SQL_DESC_BIND_TYPE G/S G/S I I 

SQL_DESC_COUNT G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_ROW_PROCESSED_PTR I I G/S G/S 

SQL_DESC_AUTO_UNIQUE_VALUE I I G I 

SQL_DESC_BASE_COLUMN_NAME I I G I 

SQL_DESC_BASE_TABLE_NAME I I G I 

SQL_DESC_CASE_SENSITIVE I I G I 

SQL_DESC_CATALOG_NAME I I G I 

SQL_DESC_CONCISE_TYPE G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_DATA_PTR G/S G/S I I 

SQL_DESC_DATETIME_INTERVAL_ CODE G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_DATETIME_INTERVAL_ 
PRECISION 

G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_DISPLAY_SIZE I I G I 

SQL_DESC_FIXED_PREC_SCALE I I G G 

SQL_DESC_INDICATOR_PTR G/S G/S I I 

SQL_DESC_LABLE I I G I 

SQL_DESC_LENGTH G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_LITERAL_PREFIX I I G I 

SQL_DESC_LITERAL_SU FFIX I I G I 

SQL_DESC_LOCAL_TYPE_NAME I I G G 

SQL_DESC_NAME I I G G 

SQL_DESC_NULLABLE I I G G 

SQL_DESC_NUM_PREC_RADIX G/S G/S G G/S 
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FIELDIDENTIFIER ARD APD IRD IPD 

SQL_DESC_OCTET_LENGTH G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_OCTET_LENGTH_PTR G/S G/S I I 

SQL_DESC_PARAMETER_TYPE I I I G/S 

SQL_DESC_PRECISION G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_SCALE G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_SCHEMA_NAME I I G I 

SQL_DESC_SEARCHABLE I I G I 

SQL_DESC_TABLE_NAME I I G I 

SQL_DESC_TYPE G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_TYPE_NAME I I G G 

SQL_DESC_UNNAMED I I G I 

SQL_DESC_UNSIGNED I I G G 

SQL_DESC_UPDATABLE I I G I 

次のコードの一部は、カラム情報を取得するために、SQLGetDescFieldを
どのように使用するかを示しています。 

Â 例: 
 

#define LEN 19 

SQLHANDLE   hstmt, ird; 

SQLINTEGER  count, index; 

SQLUCHAR    colName[LEN], typeName[LEN]; 

SQLSMALLINT prec, scale; 

SQLUINTEGER length; 

 

/* execute the statement */ 

SQLExecDirect(hstmt, “select * from EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* get the ird descriptors */ 

 SQLGetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC, &ird, SQL_IS_POINTER, 
NULL); 

/* get the number of columns */ 
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SQLGetDescField(ird, 0, SQL_DESC_COUNT, &count, 0, NULL); 

for (index = 1; index <= count; index++) 

{ 

 SQLGetDescField(ird, index, SQL_DESC_NAME, colName, LEN, NULL); 

 SQLGetDescField(ird, index, SQL_DESC_TYPE_NAME, typeName, LEN, 
NULL); 

 SQLGetDescField(ird, index, SQL_DESC_PRECISION, &prec, 0, NULL); 

 SQLGetDescField(ird, index, SQL_DESC_SCALE, &scale, 0, NULL); 

 SQLGetDescField(ird, index, SQL_DESC_LENGTH, &len, 0, NULL); 

 printf(“Column No : %d, Name : %s, Type : %s, Length : %d, 
Precision : %d, Scale : %d \n”, index, colName, typeName, len, prec, 
scale); 

} 

… 

SQLGetDescRec 

SQLGetDescRec関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLGetDescRec関数は、ディスクリプタ・レコードにある複数の

フィールドの設定や値を戻します。  

Â SQLGetDescRec関数の原型: 
RETCODE SQLGetDescRec( 

                   SQLHDESC      DescriptorHandle, 

                   SQLSMALLINT   RecNumber, 

                   SQLCHAR*      Name, 

                   SQLSMALLINT   BufferLength, 

                   SQLSMALLINT*  StringLengthPtr, 

                   SQLSMALLINT*  TypePtr, 

                   SQLSMALLINT*  SubTypePtr, 

                   SQLINTEGER*   LengthPtr, 

                   SQLSMALLINT*  PrecisionPtr, 

                   SQLSMALLINT*  ScalePtr, 

                   SQLSMALLINT*  NullablePtr); 

次のコードの一部は、カラム情報を取得するために、SQLGetDescRec関数

をどのように使用するかを示しています。 
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Â 例: 
 

#define LEN 19 

SQLHANDLE   hstmt, ird; 

SQLINTEGER  count, index; 

SQLUCHAR    colName[LEN]; 

SQLSMALLINT type, prec, scale, nullable; 

SQLUINTEGER length; 

 

/* execute the statement */ 

SQLExecDirect(hstmt, “select * from EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* get the ird descriptors */ 

 SQLGetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC, &ird, SQL_IS_POINTER, 
NULL); 

/* get the number of columns */ 

SQLGetDescField(ird, 0, SQL_DESC_COUNT, &count, 0, NULL); 

for (index = 1; index <= count; index++) 

{ 

 SQLGetDescRec(ird, index, colName, LEN, NULL, &type, NULL, &len, 
&prec, &scale, &nullable); 

 printf(“Column No. : %d, Name : %s, Type : %d, Length : %d, 
Precision : %d, Scale : %d, Nullable : %d \n”, index, colName, type, 
len, prec, scale, null); 

} 

… 

SQLGetDiagField 

SQLGetDiagField関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポートさ

れています。SQLGetDiagField関数は、特定の診断データ構造にあるレコ

ードから単一フィールドの現在の値を戻します。このフィールドには、エ

ラー、警告、状態の情報があります。  

Â SQLGetDiagField関数の原型: 
RETCODE SQLGetDiagField( 

                   SQLSMALLINT   HandleType, 
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                   SQLHANDLE     Handle, 

                   SQLSMALLINT   RecNumber, 

                   SQLSMALLINT   DiagIdentifier, 

                   SQLPOINTER    DiagInfoPtr, 

                   SQLSMALLINT   BufferLength, 

                   SQLSMALLINT*  StringLengthPtr); 

次の表は、診断データ構造から要求されるフィールドの識別子と、

DBMasterがポートしているかどうかを表しています。 
 

DIAGIDENTIFIER サポートの有無 

SQL_DIAG_CURSOR_ROW_COUNT N 
SQL_DIAG_DYNAMIC_FUNCTION N 
SQL_DIAG_DYNAMIC_FUNCTION_CODE N 
SQL_DIAG_NUMBER Y 
SQL_DIAG_RETURNCODE Y 
SQL_DIAG_ROW_COUNT Y 
SQL_DIAG_CLASS_ORIGIN Y 
SQL_DIAG_CONNECTION_NAME Y 
SQL_DIAG_MESSAGE_TEXT Y 
SQL_DIAG_SERVER_NAME Y 
SQL_DIAG_SQLSTATE Y 
SQL_DIAG_SUBCLASS_ORIGIN Y 
SQL_DIAG_COLUMN_NUMBER N 
SQL_DIAG_NATIVE N 
SQL_DIAG_ROW_NUMBER N 

次のコードの一部は、エラー情報を取得するために、SQLGetDiagField関
数とSQLGetDiagRec関数をどのように使用するかを示しています。 

Â 例: 
 

SQLHANDLE   hstmt; 

SQLRETCODE  retcode; 

SQLINTEGER  num, index, nativerc; 

SQLUCHAR    state[20], errmsg[200]; 

SQLSMALLINT retLen; 
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/* execute a statement */ 

retcode = SQLExecDirect(hstmt, “SELECT * FROM EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* if error, get error info */ 

if (retcode != SQL_SUCCESS){ 

 SQLGetDiagField(SQL_HANDLE_STMT, hstmt, 0, SQL_DIAG_NUM, &num, 
0, NULL); 

 for (index = 1; index <= num; index++){ 

      SQLGetDiagRec(SQL_HANDLE_STMT, hstmt, index, state, 
&nativerc, errmsg, 200, &retLen); 

 } 

} 

…. 

SQLGetDiagRec 

SQLGetDiagRec関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLGetDiagRec関数は、SQLSTATE、ネイティブ・エラー・コー

ド、診断メッセージ・テキストを含む、よく使用される診断レコードの

様々なフィールドの値を戻します。DBMasterでは、HandleType引数に次の

値をサポートしています。SQL_HANDLE_ENV、SQL_HANDLE_DBC、
SQL_HANDLE_STMT、SQL_HANDLE_DESCです。  

Â SQLGetDiagRec関数の原型: 
RETCODE SQLGetDiagRec( 

                   SQLSMALLINT   HandleType, 

                   SQLHANDLE     Handle, 

                   SQLSMALLINT   RecNumber, 

                   SQLCHAR *     Sqlstate, 

                   SQLINTEGER *  NativeErrorPtr, 

                   SQLCHAR *     MessageText, 

                   SQLSMALLINT   BufferLength, 

                   SQLSMALLINT * TextLengthPtr); 



 ODBCプログラマー参照編1 

SQLGetEnvAttr 

SQLGetEnvAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポートされ

ています。SQLGetEnvAttr関数は、環境ハンドルの属性を取得します。  

Â SQLGetEnvAttr関数の原型: 
RETCODE SQLSetEnvAttr( 

                   SQLHENV      EnvironmentHandle, 

                   SQLINTEGER   Attribute, 

                   SQLPOINTER   ValuePtr, 

                   SQLINTEGER   BufferLength, 

                   SQLINTEGER * StringLengthPtr); 

次の表は、この関数を使って回収することができる属性と、DBMasterがサ

ポートしているかどうかを表しています。 
 

属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_ODBC_VERSION Y 
SQL_ATTR_OUTPUT_NTS Y 
SQL_ATTR_CONNECTION_POOLING N 
SQL_ATTR_CP_MATCH N 

SQLGetStmtAttr 

SQLGetStmtAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポートされ

ています。SQLGetStmtAttr関数は、文の属性をセットします。この関数

は、ODBC 2.0のSQLGetStatementOption関数に相当します。  

Â SQLGetStmtAttr関数の原型: 
RETCODE SQLGetStmtAttr( 

                   SQLHSTMT     StatementHandle, 

                   SQLINTEGER   Attribute, 

                   SQLPOINTER   ValuePtr, 

                   SQLINTEGER   BufferLength, 

                   SQLINTEGER * StringLengthPtr); 
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次の表は、この関数を使って回収することができる属性と、DBMasterがサ

ポートしているかどうかを表しています。 
 

属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_APPPARAM_DESC Y 
SQL_ATTR_APP_ROW_DESC Y 
SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE Y 
SQL_ATTR_CONCURRENCY Y 
SQL_ATTR_CURSOR_SCROLLABLE Y 
SQL_ATTR_CURSOR_SENSITIVITY Y 
SQL_ATTR_CURSOR_TYPE Y 
SQL_ATTR_ENABLE_AUTO_IPD Y 
SQL_ATTR_FETCH_BOOKMARK_PTR Y 
SQL_ATTR_IMP_PARAM_DESC Y 
SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC Y 
SQL_ATTR_KEYSET_SIZE Y 
SQL_ATTR_MAX_LENGTH Y 
SQL_ATTR_MAX_ROWS Y 
SQL_ATTR_METADATA_ID Y 
SQL_ATTR_NOSCAN Y 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_OFFSET_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_TYPE Y 
SQL_ATTR_PARAM_OPERATION_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAM_STATUS_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAMS_PROCESSED_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAMSET_SIZE Y 
SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_RETRIEVE_DATA Y 
SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE Y 
SQL_ATTR_ROW_BIND_OFFSET_PTR Y 
SQL_ATTR_ROW_BIND_TYPE Y 
SQL_ATTR_ROW_NUMBER N 
SQL_ATTR_ROW_OPERATION_PTR Y 
SQL_ATTR_ROW_STATUS_PTR Y 
SQL_ATTR_ROWS_FETCHED_PTR Y 
SQL_ATTR_SIMULATE_CURSOR Y 
SQL_ATTR_USE_BOOKMARK Y 
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SQLPrimaryKeys 

SQLPrimaryKeys関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされ

ています。SQLPrimaryKeys関数は、結果セットに表の主キーを形成するカ

ラム名を戻します。  

Â SQLPrimaryKeys関数の原型: 
RETCODE SQLPrimaryKeys( 

                   SQLHSTMT      StatementHandle, 

                   SQLCHAR *     CatalogName, 

                   SQLSMALLINT   NameLength1, 

                   SQLCHAR *     SchemaName, 

                   SQLSMALLINT   NameLength2, 

                   SQLCHAR *     TableName, 

                   SQLSMALLINT   NameLength3); 

この例の表CUSTOMERにはカラム（CUSTID、NAME、ADDRESS、
PHONE）があり、CUSTOMER表の主キーはCUSTIDです。 

この例では、CUSTOMER表の主キー情報を取得するために、

SQLPrimaryKeysを呼び出しています。. 

Â 例: 
 

#define TAB_LEN 19 

#define COL_LEN 19 

 

SQLUCHAR     pkTable[TAB_LEN], fkTable[TAB_LEN]; 

SQLHANDLE    hstmt; 

SQLINTEGER   pkTableInd, pkColInd; 

SQLRETCODE   retcode; 

/* Bind the columns that describe the primary and foreign keys */ 

SQLBindCol(hstmt, 3, SQL_C_CHAR, pkTable, TAB_LEN, &pkTableInd); 

SQLBindCol(hstmt, 4, SQL_C_CHAR, pkCol,   COL_LEN, &pkColInd); 

 

/* Get the names of columns in the primary key. */ 
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retcode = SQLPrimaryKeys(hstmt, NULL, 0, NULL, 0, “CUSTOMER”, SQL_NTS); 

while (retcode == SQL_SUCCESS || retcode == SQL_SUCCESS_WITH_INFO){ 

 retcode = SQLFetchScroll(hstmt, SQL_FETCH_NEXT, 0); 

 printf(“Table : %s, Column : %s \n”, pkTable, pkCol); 

} 

/* close the cursor */ 

SQLCloseCursor(hstmt); 

… 

SQLSetConnectAttr 

SQLSetConnectAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポート

されています。SQLSetConnectAttr関数は、データベース接続の属性をセッ

トします。この関数は、ODBC 2.0のSQLSetConnectOption関数に相当しま

す。 

Â SQLSetConnectAttr関数の原型 : 
RETCODE SQLSetConnectAttr( 

                   SQLHDBC    ConnectionHandle, 

                   SQLINTEGER Attribute, 

                   SQLPOINTER ValuePtr, 

                   SQLINTEGER StringLength); 

次の表は、この関数を使ってセットされる属性と、DBMasterがサポートし

ているかどうかを表しています。  

以下の属性は次のように適用されます。SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE
は、SQL_ASYNC_ENABLE_OFFのみサポートします。

SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUTは、0の値（タイムアウト無し）の

みサポートします。SQL_ATTR_METADATA_IDは、SQL_FALSEのみサポ

ートします。SQL_ATTR_MAX_ROWSは、0の値（全ての行）のみサポー

トします。 
 
 

属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_ACCESS_MODE Y 
SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE Y 
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属性 サポートの有無 

SQL_ATTR_AUTO_IPD Y 
SQL_ATTR_AUTOCOMMIT Y 
SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_CURRENT_CATALOG Y 
SQL_ATTR_LOGIN_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_METADATA_ID Y 
SQL_ATTR_ODBC_CURSORS N 
SQL_ATTR_PACKET_SIZE N 
SQL_ATTR_QUIET_MODE N 
SQL_ATTR_TRACE N 
SQL_ATTR_TRACEFILE N 
SQL_ATTR_TRANSLATE_LIB N 
SQL_ATTR_TRANSLATE_OPTION N 
SQL_ATTR_TXN_ISOLATION  Y 
SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_MAX_ROWS Y 

SQLSetDescField 

SQLSetDescField関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされ

ています。SQLSetDescField関数は、ディスクリプタ・レコードの単一のフ

ィールドの値をセットします。 

Â SQLSetDescField関数の原型: 
RETCODE SQLSetDescField( 

                   SQLHDESC    DescriptorHandle, 

                   SQLSMALLINT RecNumber, 

                   SQLSMALLINT FieldIdentifier, 

                   SQLPOINTER  ValuePtr, 

                   SQLINTEGER  BufferLength); 

次の表は、DBMasterでこの関数を使ってセットされるディスクリプタ・フ

ィールドを表してします。表の「G」はGet、「S」はSet、「I」は無効を

意味します。SQL_DESC_ARRAY_SIZEは、1つの値のみサポートします。 
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FIELDIDENTIFIER ARD APD IRD IPD 
SQL_DESC_ALLOC_TYPE G G G G 
SQL_DESC_ARRAY_SIZE G/S G/S I I 
SQL_DESC_ARRAY_STATUS_PTR G/S G/S G/S G/S 
SQL_DESC_BIND_OFFSET_PTR G/S G/S I I 
SQL_DESC_BIND_TYPE G/S G/S I I 
SQL_DESC_COUNT G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_ROW_PROCESSED_PTR I I G/S G/S 
SQL_DESC_AUTO_UNIQUE_VALUE I I G I 
SQL_DESC_BASE_COLUMN_NAME I I G I 
SQL_DESC_BASE_TABLE_NAME I I G I 
SQL_DESC_CASE_SENSITIVE I I G I 
SQL_DESC_CATALOG_NAME I I G I 
SQL_DESC_CONCISE_TYPE G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_DATA_PTR G/S G/S I I 
SQL_DESC_DATETIME_INTERVAL_ CODE G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_DATETIME_INTERVAL_ 
PRECISION 

G/S G/S G G/S 

SQL_DESC_DISPLAY_SIZE I I G I 
SQL_DESC_FIXED_PREC_SCALE I I G G 
SQL_DESC_INDICATOR_PTR G/S G/S I I 
SQL_DESC_LABLE I I G I 
SQL_DESC_LENGTH G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_LITERAL_PREFIX I I G I 
SQL_DESC_LITERAL_SU FFIX I I G I 
SQL_DESC_LOCAL_TYPE_NAME I I G G 
SQL_DESC_NAME I I G G 
SQL_DESC_NULLABLE I I G G 
SQL_DESC_NUM_PREC_RADIX G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_OCTET_LENGTH G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_OCTET_LENGTH_PTR G/S G/S I I 
SQL_DESC_PARAMETER_TYPE I I I G/S 
SQL_DESC_PRECISION G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_SCALE G/S G/S G G/S 
SQL_DESC_SCHEMA_NAME I I G I 
SQL_DESC_SEARCHABLE I I G I 
SQL_DESC_TABLE_NAME I I G I 
SQL_DESC_TYPE G/S G/S G G/S 
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FIELDIDENTIFIER ARD APD IRD IPD 
SQL_DESC_TYPE_NAME I I G G 
SQL_DESC_UNNAMED I I G I 
SQL_DESC_UNSIGNED I I G G 
SQL_DESC_UPDATABLE I I G I 

次のコードの一部は、SQLSetDescField関数で一般的に使用されるオプショ

ンを示しています。プログラムを単純にするために、表EMPLOYEEに
は、2つのカラム（NAME, SALARY）しかありません。  

Â 例: 
SQLHANDLE   hstmt, ard; 

SQLSMALLINT status[2]; 

SQLUCHAR    name[2][18]; 

Float       salary[2]; 

SQLRETCODE  retcode; 

int         i; 

/* retrieve the ard descriptor */ 

SQLGetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_APP_ROW_DESC, &ard, NULL, 0); 

/* execute a statement */ 

SQLExecDirect(hstmt, “SELECT * FROM EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* set the row size, status and the binding type */ 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_ARRAY_SIZE, 2, 0); 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_ARRAY_STATUS_PTR, status, 0); 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_BIND_TYPE, SQL_BIND_BY_COLUMN, 0); 

/* set necessary fields to fetch the record */ 

SQLSetDescField(ard, 1, SQL_DESC_CONCISE_TYPE, SQL_C_CHAR, 0); 

SQLSetDescField(ard, 1, SQL_DESC_LENGTH, 18, 0); 

SQLSetDescField(ard, 1, SQL_DESC_DATA_PTR, name, 18); 

SQLSetDescField(ard, 2, SQL_DESC_CONCISE_TYPE, SQL_C_FLOAT, 0); 

SQLSetDescField(ard, 2, SQL_DESC_DATA_PTR, salary, 0); 

/* fetch the records */ 

retcode = SQLFetch(hstmt); 

while(retcode == SQL_SUCCESS) { 

 for (i = 0; i <2; i++) 
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 { 

 printf(“Employee Name : %s, Salary : %f \n”, name[i], 
salary[i]); 

 } 

 retcode = SQLFetch(hstmt); 

} 

… 

SQLSetDescRec 

SQLSetDescRec関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で完全にサポートされて

います。SQLSetDescRec関数は、データ型、又はカラムやパラメータにバ

インドされるバッファに影響する複数のディスクリプタ・フィールドの値

をセットします。  

Â SQLSetDescRec関数の原型: 
RETCODE SQLSetDescField( 

                   SQLHDESC     DescriptorHandle, 

                   SQLSMALLINT  RecNumber, 

                   SQLSMALLINT  Type, 

                   SQLSMALLINT  SubType, 

                   SQLINTEGER   Length, 

                   SQLSMALLINT  Precision, 

                   SQLSMALLINT  Scale, 

                   SQLPOINTER   DataPtr, 

                   SQLINTEGER * StringLengthPtr, 

                   SQLINTEGER * IndicatorPtr); 

次のコードの一部は、カラムをバインドするために、SQLSetDescRec関数

をどのように使用するかを示しています。プログラムを単純にするため

に、表EMPLOYEEには、2つのカラム（NAME, SALARY）しかありませ

ん。  

Â 例: 
 

SQLHANDLE   hstmt, ard; 
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SQLSMALLINT status[2]; 

SQLUCHAR   name[2][19]; 

SQLINTEGER nameInd[2]; 

Float      salary[2]; 

SQLRETCODE retcode; 

int        i; 

/* retrieve the ard descriptor */ 

SQLGetStmtAttr(hstmt, SQL_ATTR_APP_ROW_DESC, &ard, NULL, 0); 

/* execute a statement */ 

SQLExecDirect(hstmt, “SELECT * FROM EMPLOYEE”, SQL_NTS); 

/* set the row size, status and the binding type */ 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_ARRAY_SIZE, 2, 0); 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_ARRAY_STATUS_PTR, status, 0); 

SQLSetDescField(ard, 0, SQL_DESC_BIND_TYPE, SQL_BIND_BY_COLUMN, 0); 

/* set necessary fields to fetch the record */ 

SQLSetDescRec(ard, 1, SQL_C_CHAR, 0, 0, 0, 0, name, 19, nameInd); 

SQLSetDescRec(ard, 2, SQL_C_FLOAT, 0, 0, 0,, salary, 0, NULL); 

/* fetch the records */ 

retcode = SQLFetch(hstmt); 

while(retcode == SQL_SUCCESS) { 

for (i = 0; i < 2; i++) 

 { 

 printf(“Employee Name : %s, Salary : %f \n”, name[i], 
salary[i]); 

 } 

 retcode = SQLFetch(hstmt); 

} 

… 

SQLSetEnvAttr 

SQLSetEnvAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポートされ

ています。SQLSetEnvAttr関数は、環境ハンドルの属性をセットします。  
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Â  SQLSetEnvAttr関数の原型: 
RETCODE SQLSetEnvAttr( 

                   SQLHENV     EnvironmentHandle, 

                   SQLINTEGER  Attribute, 

                   SQLPOINTER  ValuePtr, 

                   SQLINTEGER  StringLength); 

次の表は、この関数を使ってセットされる属性と、DBMasterがサポートし

ているかどうかを表しています。SQL_ATTR_OUTPUT_NTSは、

SQL_TRUE（常にNULL終端）のみをサポートしています。 
 

属性 サポートの有無 
SQL_ATTR_ODBC_VERSION Y 
SQL_ATTR_OUTPUT_NTS Y 
SQL_ATTR_CONNECTION_POOLING N 
SQL_ATTR_CP_MATCH N 

SQLSetStmtAttr 

SQLSetStmtAttr関数は、DBMaster API (ODBC 3.0)で部分的にサポートされ

ています。SQLSetStmtAttr関数は、文の属性をセットします。この関数

は、ODBC 2.0のSQLSetStatementOption関数に相当します。  

Â SQLSetStmtAttr関数の原型: 
RETCODE SQLSetStmtAttr( 

                   SQLHSTMT    StatementHandle, 

                   SQLINTEGER  Attribute, 

                   SQLPOINTER  ValuePtr, 

                   SQLINTEGER  StringLength); 

次の表は、この関数を使ってセットされる属性と、DBMasterがサポートし

ているかどうかを表しています。SQL_ATTR_ASYNC_ENABLEと
SQL_ATTR_PARAMS_PROCESSED_PTRは、SQL_ASYNC_ENABLE_OFF
のみをサポートしています。SQL_ATTR_CONCURRENCYは、

SQL_CONCUR_READ_ONLYとSQL_CONCUR_LOCKのみをサポートして

います。SQL_ATTR_CURSOR_SENSITIVITYは、SQL_UNSPECIFIEDのみ
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をサポートしています。SQL_ATTR_KEYSET_SIZEと
SQL_ATTR_MAX_LENGTHは、0の値のみをサポートしています。

SQL_ATTR_METADATA_IDは、SQL_FALSEのみをサポートしています。

SQL_ATTR_NOSCANは、SQL_NOSCAN_ONのみをサポートしています。

SQL_ATTR_PARAMSET_SIZEは、1つの値のみサポートしています。

SQL_ATTR_PARAMSET_SIZEは、1つの値のみサポートしています。

SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUTは、0の値のみをサポートしています。

SQL_ATTR_RETRIEVE_DATAは、SQL_RD_ONのみサポートしていま

す。SQL_ATTR_SIMULATE_CURSORは、SQL_SC_UNIQUEのみサポート

しています。 
 

属性 サポートの有無 
SQL_ATTR_APPPARAM_DESC Y 
SQL_ATTR_APP_ROW_DESC Y 
SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE Y 
SQL_ATTR_CONCURRENCY Y 
SQL_ATTR_CURSOR_SCROLLABLE Y 
SQL_ATTR_CURSOR_SENSITIVITY Y 
SQL_ATTR_CURSOR_TYPE Y 
SQL_ATTR_ENABLE_AUTO_IPD Y 
SQL_ATTR_FETCH_BOOKMARK_PTR Y 
SQL_ATTR_IMP_PARAM_DESC N 
SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC N 
SQL_ATTR_KEYSET_SIZE Y 
SQL_ATTR_MAX_LENGTH Y 
SQL_ATTR_MAX_ROWS Y 
SQL_ATTR_METADATA_ID Y 
SQL_ATTR_NOSCAN Y 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_OFFSET_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_TYPE Y 
SQL_ATTR_PARAM_OPERATION_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAM_STATUS_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAMS_PROCESSED_PTR Y 
SQL_ATTR_PARAMSET_SIZE Y 
SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT Y 
SQL_ATTR_RETRIEVE_DATA Y 
SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE Y 
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属性 サポートの有無 
SQL_ATTR_ROW_BIND_OFFSET_PTR Y 
SQL_ATTR_ROW_BIND_TYPE Y 
SQL_ATTR_ROW_NUMBER N 
SQL_ATTR_ROW_OPERATION_PTR Y 
SQL_ATTR_ROW_STATUS_PTR Y 
SQL_ATTR_ROWS_FETCHED_PTR Y 
SQL_ATTR_SIMULATE_CURSOR Y 
SQL_ATTR_USE_BOOKMARK Y 

8.4 ODBC の64bit対応 

ODBC関数 

Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.7 ソフトウェア開発キット 
(SDK) に付属の Open Database Connectivity (ODBC) ヘッダーおよびライブ

ラリは以前のバージョンのODBCから変更があり、64bitのプラットフォー

ムでのプログラムコードが可能になりました。 

お手持ちのコードがODBC定義型のものであるか下記リストを確認してく

ださい。64bitと32bit環境でWIN64またはWIN32マクロによってお手持ちの

コードをコンパイルすることが可能です。 

注意点として以下のものが挙げられます。: 

ポインタのサイズが 4 バイトから 8 バイトに変更されていますが、整数型

および長整数型は 4 バイト値のままです。INT64 および UINT64 型は 8 バ
イト整数用に定義されています。これらは 64 ビット コンパイル用に 
ODBC で SQLLEN と SQLULEN に変換されます。このため、これまで 
SQLINTEGER および SQLUINTEGER パラメータを使用して定義されてい

た一部の ODBC 関数は、必要に応じて変更されています。これらの変更

については、ODBC 定義データ型の個々の変更点と共にこの資料の後半で

説明します。 

ODBC には、パラメータにポインタを使用するように宣言されている関数

がいくつかあります。32 ビット ODBC では、このようなポインタ型を頻
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繁に使用して、呼び出しのコンテキストに応じて、バッファへのポインタ

だけでなく整数型のデータを渡します。32 ビット プラットフォームでは

ポインタと整数型が同じ長さなのでこのような処理が可能でしたが、64 
ビットの Windows では長さが異なるためこの処理はできません。 

さまざまな SQLSet... および SQLGet... 関数によって設定および取得可能な

記述子フィールドの一部が、64 ビット値に対応するように変更されてい

ますが、32 ビット値のままの記述子フィールドもあります。これらのメ

ソッドを呼び出す際には、これらのフィールドの設定および取得に適した

サイズのバッファを使用し ていることを確認します。変更された記述子

フィールドの詳細は、この資料の最後に記載されています。 

関数宣言の変更 
以下の関数署名は64bitプログラムの新しい型に対応するために変更された

ものです。太字のテキストが変更されたパラメータです。 

• SQLBindCol (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ColumnNumber, SQLSMALLINT TargetType, SQLPOINTER TargetValue, 
SQLLEN BufferLength, SQLLEN * StrLen_or_Ind);  

• SQLBindParam (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ParameterNumber, SQLSMALLINT ValueType, SQLSMALLINT 
ParameterType, SQLULEN LengthPrecision, SQLSMALLINT 
ParameterScale, SQLPOINTER ParameterValue, SQLLEN 
*StrLen_or_Ind); 

• SQLBindParameter (SQLHSTMT hstmt, SQLUSMALLINT ipar, 
SQLSMALLINT fParamType, SQLSMALLINT fCType, SQLSMALLINT 
fSqlType, SQLULEN cbColDef, SQLSMALLINT ibScale, SQLPOINTER 
rgbValue, SQLLEN cbValueMax, SQLLEN *pcbValue);  

• SQLColAttribute (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ColumnNumber, SQLUSMALLINT FieldIdentifier, SQLPOINTER 
CharacterAttribute, SQLSMALLINT BufferLength, SQLSMALLINT * 
StringLength, SQLLEN* NumericAttribute)  
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• SQLColAttributes (SQLHSTMT hstmt, SQLUSMALLINT icol, 
SQLUSMALLINT fDescType, SQLPOINTER rgbDesc, SQLSMALLINT 
cbDescMax, SQLSMALLINT *pcbDesc, SQLLEN * pfDesc);  

• SQLDescribeCol (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ColumnNumber, SQLCHAR *ColumnName, SQLSMALLINT 
BufferLength, SQLSMALLINT *NameLength, SQLSMALLINT *DataType, 
SQLULEN *ColumnSize, SQLSMALLINT *DecimalDigits, 
SQLSMALLINT *Nullable);  

• SQLDescribeParam (SQLHSTMT hstmt, SQLUSMALLINT ipar, 
SQLSMALLINT *pfSqlType, SQLULEN *pcbParamDef, 
SQLSMALLINT *pibScale, SQLSMALLINT *pfNullable);  

• SQLExtendedFetch(SQLHSTMT hstmt, SQLUSMALLINT fFetchType, 
SQLLEN irow, SQLULEN * pcrow, SQLUSMALLINT * rgfRowStatus)  

• SQLFetchScroll (SQLHSTMT StatementHandle, SQLSMALLINT 
FetchOrientation, SQLLEN FetchOffset);  

• SQLGetData (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ColumnNumber, SQLSMALLINT TargetType, SQLPOINTER TargetValue, 
SQLLEN BufferLength, SQLLEN *StrLen_or_Ind);  

• SQLGetDescRec (SQLHDESC DescriptorHandle, SQLSMALLINT 
RecNumber, SQLCHAR *Name, SQLSMALLINT BufferLength, 
SQLSMALLINT *StringLength, SQLSMALLINT *Type, SQLSMALLINT 
*SubType, SQLLEN *Length, SQLSMALLINT *Precision, 
SQLSMALLINT *Scale, SQLSMALLINT *Nullable);  

• SQLParamOptions(SQLHSTMT hstmt, SQLULEN crow, SQLULEN * 
pirow)  

• SQLPutData (SQLHSTMT StatementHandle, SQLPOINTER Data, 
SQLLEN StrLen_or_Ind);  

• SQLRowCount (SQLHSTMT StatementHandle, SQLLEN* RowCount);  

• SQLSetConnectOption(SQLHDBC ConnectHandle, SQLUSMALLINT 
Option, SQLULEN Value);  
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• SQLSetPos (SQLHSTMT hstmt, SQLSETPOSIROW irow, 
SQLUSMALLINT fOption, SQLUSMALLINT fLock);  

• SQLSetDescRec (SQLHDESC DescriptorHandle, SQLSMALLINT 
RecNumber, SQLSMALLINT Type, SQLSMALLINT SubType, SQLLEN 
Length, SQLSMALLINT Precision, SQLSMALLINT Scale, SQLPOINTER 
Data, SQLLEN *StringLength, SQLLEN *Indicator);  

• SQLSetParam (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
ParameterNumber, SQLSMALLINT ValueType, SQLSMALLINT 
ParameterType, SQLULEN LengthPrecision, SQLSMALLINT 
ParameterScale, SQLPOINTER ParameterValue, SQLLEN 
*StrLen_or_Ind);  

• SQLSetScrollOptions (SQLHSTMT hstmt, SQLUSMALLINT fConcurrency, 
SQLLEN crowKeyset, SQLUSMALLINT crowRowset);  

• SQLSetStmtOption (SQLHSTMT StatementHandle, SQLUSMALLINT 
Option, SQLULEN Value); 

ODBC API 呼び出しからポインタ経由で返される値 

 

• 以下の ODBC 関数呼び出しでは、ドライバからデータが返されるバ

ッファへのポインタを入力パラメータとして取得します。返されるデ

ータのコンテキストと意味は、関数の 他の入力パラメータによって

決まります。場合によっては、これらのメソッドが従来の 32 ビット 
(4 バイト整数) 値ではなく 64 ビット (8 バイト整数) 値を返すこともあ

ります。以下に例を示します。: 

• SQLColAttribute 
FieldIdentifierパラメータが次のいずれかの値の場合、

*NumericAttribute で 64 ビット値が返されます。 

• SQL_DESC_DISPLAY_SIZE 
SQL_DESC_LENGTH 
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SQL_DESC_OCTET_LENGTH 
SQL_DESC_COUNT 

SQLColAttributes 
 fDescType パラメータが次のいずれかの値の場合、*pfDesc で 64 ビット値

が返されます。 
SQL_COLUMN_DISPLAY_SIZE 
SQL_COLUMN_LENGTH 
SQL_COLUMN_COUNT 

SQLGetConnectAttr 
Attribute パラメータが次のいずれかの値の場合、Value で 64 ビット値が返

されます。 
SQL_ATTR_QUIET_MODE 

 
SQLGetConnectOption 
Attribute パラメータが次のいずれかの値の場合、Value で 64 ビット値が返

されます。 
SQL_ATTR_QUIET_MODE 

 
SQLGetDescField 
FieldIdentifier パラメータが次のいずれかの値の場合、*ValuePtr で 64 ビッ

ト値が返されます。 
SQL_DESC_ARRAY_SIZE 
 
SQLGetDiagField 
DiagIdentifier パラメータが次のいずれかの値の場合、*DiagInfoPtr で 64 ビ
ット値が返されます。 
SQL_DIAG_CURSOR_ROW_COUNT 
SQL_DIAG_ROW_COUNT 
SQL_DIAG_ROW_NUMBER 

 
SQLGetInfo 
InfoType パラメータが次のいずれかの値の場合、*InfoValuePtr で 64 ビッ
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ト値が返されます。 
SQL_DRIVER_HENV 
SQL_DRIVER_HDBC 
SQL_DRIVER_HLIB 
InfoType が次の 2 つのいずれかの値の場合、*InfoValuePtr が入力と出力の

両方で 64 ビットになります。 
SQL_DRIVER_HSTMT 
SQL_DRIVER_HDESC 

 
SQLGetStmtAttr 
Attribute パラメータが次のいずれかの値の場合、*ValuePtr で 64 ビット値

が返されます。 
SQL_ATTR_APP_PARAM_DESC 
SQL_ATTR_APP_ROW_DESC 
SQL_ATTR_IMP_PARAM_DESC 
SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC 
SQL_ATTR_MAX_LENGTH 
SQL_ATTR_MAX_ROWS 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_OFFSET_PTR 
SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE 
SQL_ATTR_ROW_BIND_OFFSET_PTR 
SQL_ATTR_ROW_NUMBER 
SQL_ATTR_ROWS_FETCHED_PTR 
SQL_ATTR_KEYSET_SIZE 

 
SQLGetStmtOption 
Option パラメータが次のいずれかの値の場合、*Value で 64 ビット値が返

されます。 
SQL_MAX_LENGTH 
SQL_MAX_ROWS 
SQL_ROWSET_SIZE 
SQL_KEYSET_SIZE 
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SQLSetConnectAttr 
Option パラメータが次のいずれかの値の場合、*Value で 64 ビット値が渡

されます。 
SQL_ATTR_QUIET_MODE 

 
SQLSetConnectOption 
Attribute パラメータが次のいずれかの値の場合、Value で 64 ビット値が渡

されます。 
SQL_ATTR_QUIET_MODE 
 
SQLSetDescField 
FieldIdentifier パラメータが次のいずれかの値の場合、*ValuePtr で 64 ビッ

ト値が渡されます。 
SQL_DESC_ARRAY_SIZE 
 
SQLSetStmtAttr 
Attribute パラメータが次のいずれかの値の場合、*ValuePtr で 64 ビット値

が渡されます。 
SQL_ATTR_APP_PARAM_DESC 
SQL_ATTR_APP_ROW_DESC 
SQL_ATTR_IMP_PARAM_DESC 
SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC 
SQL_ATTR_MAX_LENGTH 
SQL_ATTR_MAX_ROWS 
SQL_ATTR_PARAM_BIND_OFFSET_PTR 
SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE 
SQL_ATTR_ROW_BIND_OFFSET_PTR 
SQL_ATTR_ROW_NUMBER 
SQL_ATTR_ROWS_FETCHED_PTR 
SQL_ATTR_KEYSET_SIZE 
 
SQLSetConnectAttr 
Option パラメータが次のいずれかの値の場合、*Value で 64 ビット値が渡
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されます。 
SQL_MAX_LENGTH 
SQL_MAX_ROWS 
SQL_ROWSET_SIZE 
SQL_KEYSET_SIZE  

対応していないSQL型 

次の 4 つの SQL 型は 32 ビットのみでサポートされ、64 ビット コンパイ

ル用には定義されていません。これらの型は MDAC 2.7 ではパラメータと

して使用されていません。64 ビット プラットフォームでこれらの型を使

用するとコンパイラでエラーが発生します。 

#ifdef WIN32 

typedef SQLULEN SQLROWCOUNT; 

typedef SQLULEN SQLROWSETSIZE; 

typedef SQLULEN SQLTRANSID; 

typedef SQLLEN SQLROWOFFSET; 

#endif  

SQLSETPOSIROWの定義が 32 ビットおよび 64 ビット コンパイルの両方

で変更されています。 

#ifdef _WIN64 

typedef UINT64 SQLSETPOSIROW; 

#else 

#define SQLSETPOSIROW SQLUSMALLINT 

#endif  

SQLLEN および SQLULEN の定義が 64 ビット コンパイル用に変更されて

います。 

#ifdef _WIN64 
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typedef INT64 SQLLEN; 

typedef UINT64 SQLULEN; 

#else 

#define SQLLEN SQLINTEGER 

#define SQLULEN SQLUINTEGER 

#endif  

ODBC 3.0 では SQL_C_BOOKMARK は使用されていませんが、2.0 クライ

アントでの 64 ビット コンパイル用にこの値は以下のように変更されてい

ます。 

#ifdef _WIN64 

#define SQL_C_BOOKMARK SQL_C_UBIGINT 

#else 

#define SQL_C_BOOKMARK SQL_C_ULONG 

#endif  

新しいヘッダーでは BOOKMARK 型の定義が異なります。 

typedef SQLULEN         BOOKMARK; 
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9 Unicodeサポート 

DBMasterは現在ネイティブのunicodeデータを支援します。したがって、

ユーザは、データベース中に多言語から成るデータを格納し、処理するこ

とができます。しかしながら、多言語のデータはunicodeデータとして渡さ

れなくてはなりません。  

NCHAR、NVARCHARおよびNCLOBのデータ型は、unicodeデータの格納

を支援するために供給されています。更に、たくさんのunicode関数も支援

されています。 

9.1 Unicodeエンコーディング・インターフ
ェイス 
ODBC機能から渡された入力データはエンコード化されたUTF-16LEあるい

はUTF-8でありえます。入力Unicodeエンコーディング規則を指定する接続

オプションを使用してもかまいません。デフォルトのエンコーディングは

UTF-16LEです。あなたがUTF-8にこのオプションをセットした時、

DBMasterは入力ストリングがすべてエンコーディングUTF-8であると仮定

します。また、UnicodeストリングはUTF8として出力されます。Windows
アプリケーション、およびVisual Basicのような開発ツールはUTF-16LEエ
ンコーディングを使用しています；あなたのAPがUTF8(ほとんどのUnixア
プリケーション)を使用する場合は、あなたのプログラム中のODBC接続設

定オプションを呼び出すことにより、接続オプションをセットしてくださ

い。 
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ストリング・データを入力し出力するため、DBMasterは2のunicodeエンコ

ーディング型、UTF-8およびUTF-16を支援しています。入力/出力unicode
ストリング・エンコーディング型をセットするために、関数

SQLSetConnectAttrのオプションSQL_CLI_UCODE_TYPEの値を

SQL_CLI_UTYPE_UTF16か、SQL_CLI_UTYPE_UTF8にセットして呼び出

すことができます。 

SQL_CLI_UCODE_TYPEの初期設定値はSQL_CLI_UTYPE_UTF16 (UTF-
16LE)です。 

Unicode関数： 

DBMasterは次のODBC Unicode関数を支援しています。 

SQLColAttributeW 

SQLColAttributesW 

SQLConnectW 

SQLDescribeColW 

SQLErrorW 

SQLExecDirectW 

SQLGetConnectAttrW 

SQLGetCursorNameW 

SQLGetDescFieldW 

SQLGetDescRecW 

SQLGetDiagFieldW 

SQLGetDiagRecW 

SQLPrepareW 

SQLSetConnectAttrW 

SQLSetCursorNameW 
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SQLSetDescNameW 

SQLSetStmtAttrW 

SQLGetStmtAttrW 

SQLColumnsW 

SQLGetConnectOptionW 

SQLGetInfoW 

SQLGetTypeInfoW 

SQLSetConnectOptionW 

SQLSpecialColumnsW 

SQLStatisticsW 

SQLTablesW 

SQLDriverConnectW 

SQLForeignKeysW 

SQLPrimaryKeysW 

SQLProcedureColumnsW 

SQLProceduresW 

関連するUnicode ODBCタイプ 

Unicode支援については、DBMasterは次のデータ型を支援します：Cのため

のSQL_C_WCHAR、SQL のためのSQL_WCHAR、SQL_WVARCHAR、そ

してSQL_WLONGVARCHAR。これらのデータ・タイプは、SQLBindCol、
SQLBindParameter、SQLGetData、SQLPutData等のような関連するODBC関
数のために支援されています。 

SQL_C_WCHARのための入力パラメーター/出力カラムの長さはバイトで

指定されます。SQL_C_WCHARの精度はキャラクタの中で指定されま

す。 
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A 関数シーケンスの比較 

この付録は、DBMaster ODBC APIとMicrosoft ODBC 3.0 API間の関数シー

ケンスの違いを列記しています。 

A.1 SQLRowCount 
SQLRowCountは、状態S1、S2、S3で問題無く呼ぶことができます。

DBMasterではエラーになりません。ODBC 3.0ではエラーS1010が発生しま

す。 

A.2 SQLGetCursorName 
SQLSetCursorName関数でカーソル名を設定する前に、SQLGetCursorName
関数を呼び出しても、DBMasterはエラーS1015を返しません。これは、

DBMasterがステートメント・ハンドルを割り当てる際に、自動的にカーソ

ル名を生成するためです。 
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B 関数プロパティの比較 

この付録は、DBMasterのODBC APIとMicrosoft ODBC 3.0 API間の関数プロ

パティの違いを紹介します。これらの違いには、標準ODBC関数と若干異

なるふるまいを持つ、DBMasterで使用できる関数や文のために役立つ拡張

オプションが含まれます。 

B.1 SQLPutData 
ODBC 3.0では、SQLPutData関数を使って、CHAR、BINARY、LONG 
VARCHAR、LONG VARBINARYのデータ型のカラムにデータを部分的に

送信することができます。一方DBMasterでは、SQLPutData関数で使用で

きるデータ型はLONG VARCHARとLONG VARBINARYに限られていま

す。 

B.2 SQLColumns 
DBMasterでは、SQLColumns関数を使って一時表から情報を回収すること

はできません。 

B.3 SQLTables 
DBMasterでは、SQLTables関数を使って一時表から情報を回収することは

できません。 



 ODBCプログラマー参照編1 

B.4 SQLDriverConnect 
SQLDriverConnect関数では、プロンプト・フラグSQL_DRIVER_PROMPT
とSQL_DRIVER_COMPLETE_REQUIREDのふるまいは、プロンプト・フ

ラグSQL_DRIVER_COMPLETEのふるまいと同じです。プロンプトのふる

まいは、SQLDriverConnectのfDriverComplete引数でコントロールします。 

B.5 SQLBindParameter 
SQLBindParameter関数では、引数pcbValueがSQL_LEN_DATA_AT_EXEC 
(長さ)にセットされた時のふるまいは、引数pcbValueが
SQL_DATA_AT_EXECにセットされた時のふるまいと同じです。

SQL_LEN_DATA_AT_EXECの長さの値は、無視されます。 

B.6 位置付けDELETE/UPDATE 

位置付けDELETEや、位置付けUPDATEに含まれるSQL文は、通常カーソル名

を参照します。カーソル名が示すカーソルがオープンしていない場合、準

備時ではなく実行時にDBMasterはそれを指摘し、エラー34000が返りま

す。 

B.7 SQLSetConnectOption 
SQLSetConnectOption関数のいくつかの拡張オプションは、DBMaster特有

のものです。DBMasterのデータソースを使う際に、これらの高度な接続オ

プションをセットすることができます。 

拡張オプションは以下のとおりです。 

 
オプション 解説 許容値 

SQL_TXN_ 
ISOLATION 

現在の接続のトラン

ザクション隔離レベ

SQL_TXN_REPEATABLE_ READ 
SQL_TXN_READ_ UNCOMMITTED 
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オプション 解説 許容値 
ルをセット SQL_TXN_SERIALIZEABLE 

SQL_TXN_FORCE_READ_ 
UNCOMMITTED 

SQL_DB_ 
MODE 

現在接続しているデ

ータベースをシング

ル/マルチユーザ

ー・バージョンにセ

ット 

SQL_SINGLE 
SQL_MULTI 

SQL_ 
JOURNAL_ 
MODE 

データベースのジャ

ーナル書き込みを

ON/OFFにセット 

SQL_JOURNAL_ON 
SQL_JOURNAL_OFF 

SQL_LOCK_T
IMEOUT 

ロックを待機する秒

数をセット 
秒数 

SQL_ 
BACKUP_ 
MODE 

使用するバックアッ

プの種類をデータベ

ースに通知 

SQL_BACKUP_DATA 
SQL_BACKUP_BLOB 
SQL_BACKUP_OFF 

SQL_DATE_ 
INPUT_ 
FORMAT 

回収するデータ形式

をデータベースに通

知 

SQL_DATE_FORMAT_0(mm/dd/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_1(mm-dd/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_2(dd/mon/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_3(dd-mon-yy) 
SQL_DATE_FORMAT_4(mm/dd/yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_5(mm-dd-yyyy)
SQL_DATE_FORMAT_6(yyyy/mm/dd) 
SQL_DATE_FORMAT_7(yyyy-mm-dd)
SQL_DATE_FORMAT_8(dd/mon/yyyy)
SQL_DATE_FORMAT_9(dd-mon-yyyy)
SQL_DATE_FORMAT_10(dd.mm.yyyy)
SQL_DATE_FORMAT_11(yy/mm/dd) 
SQL_DATE_FORMAT_12(yy-mm-dd) 
SQL_DATE_IN_DEFAULT 
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オプション 解説 許容値 

SQL_DATE_O
UTPUT_ 
FORMAT 

日付データ型を返す

時に使用するデータ

形式をデータベース

に通知 

SQL_DATE_FORMAT_0(mm/dd/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_1(mm-dd/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_2(dd/mon/yy) 
SQL_DATE_FORMAT_3(dd-mon-yy) 
SQL_DATE_FORMAT_4(mm/dd/yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_5(mm-dd-yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_6(yyyy/mm/dd) 
SQL_DATE_FORMAT_7(yyyy-mm-dd) 
SQL_DATE_FORMAT_8(dd/mon/yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_9(dd-mon-yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_10(dd.mm.yyyy) 
SQL_DATE_FORMAT_11(yy/mm/dd) 
SQL_DATE_FORMAT_12(yy-mm-dd) 
SQL_DATE_OUT_DEFAULT 

SQL_TIME_ 
INPUT_ 
FORMAT 

回収する時間形式を

データベースに通知

SQL_DATE_FORMAT_0(hh:mm:ss.fff) 
SQL_DATE_FORMAT_1(hh:mm:ss) 
SQL_DATE_FORMAT_2(hh:mm) 
SQL_DATE_FORMAT_3(hh) 
SQL_DATE_FORMAT_4(hh:mm:ss.fff 
tt) 
SQL_DATE_FORMAT_5(hh:mm:ss tt) 
SQL_DATE_FORMAT_6(hh:mm tt) 
SQL_DATE_FORMAT_7(hh tt) 
SQL_DATE_FORMAT_8(tt 
hh:mm:ss.fff) 
SQL_DATE_FORMAT_9(tt hh:mm:ss) 
SQL_DATE_FORMAT_10(tt hh:mm) 
SQL_DATE_FORMAT_11(tt hh) 
SQL_TIME_IN_DEFAULT 
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オプション 解説 許容値 

SQL_TIME_O
UTPUT_ 
FORMAT 

時間データ型を返す

時に使用する時間形

式をデータベースに

通知 

SQL_DATE_FORMAT_0(hh:mm:ss.fff) 
SQL_DATE_FORMAT_1(hh:mm:ss) 
SQL_DATE_FORMAT_2(hh:mm) 
SQL_DATE_FORMAT_3(hh) 
SQL_DATE_FORMAT_4(hh:mm:ss.fff 
tt) 
SQL_DATE_FORMAT_5(hh:mm:ss tt) 
SQL_DATE_FORMAT_6(hh:mm tt) 
SQL_DATE_FORMAT_7(hh tt) 
SQL_DATE_FORMAT_8(tt 
hh:mm:ss.fff) 
SQL_DATE_FORMAT_9(tt hh:mm:ss) 
SQL_DATE_FORMAT_10(tt hh:mm) 
SQL_DATE_FORMAT_11(tt hh) 
SQL_TIME_OUT_DEFAULT 

SQL_ 
SYSINFO_ 
CLEAR 

システム情報を消去

するかどうかをデー

タベースに確認 

無し 

SQL_CB_ 
MODE 

COMMIT/ROLLBAC
K操作で、接続のカ

ーソルに与える影響

を表示 

SQL_CB_CLOSE 
SQL_CB_RESERVER 
SQL_CB_DELETE 

 

B.8 SQLGetConnectOption 
SQLGetConnectOption関数のいくつかの拡張オプションは、DBMaster特有

のものです。これらの高度な接続オプションで、DBMasterのデータソース

を使う際に情報を取得することができます。 

拡張オプションは、以下のとおりです。 
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オプション 解説 

SQL_TXN_ISOLATION 現在のhdbcのトランザクション隔離レベ

ルを取得 

SQL_DB_MODE 現在のデータベース・モードを取得 

SQL_JOURNAL_MODE 現在のデータベース・ジャーナル書き込

みモードを取得 

SQL_LOCK_TIMEOUT ロックを待機する秒数を取得 

SQL_BACKUP_MODE 現在のデータベース・バックアップ・モ

ードを取得 

SQL_DATE_INPUT_FORMAT 現在の日付データ型の入力フォーマット

を取得 

SQL_DATE_OUTPUT_FORMAT 現在の日付データ型の出力フォーマット

を取得 

SQL_TIME_INPUT_FORMAT 現在の時間データ型の入力フォーマット

を取得 

SQL_TIME_OUTPUT_FORMAT 現在の時間データ型の出力フォーマット

を取得 

SQL_CB_MODE COMMIT/ROLLBACK操作が接続のカー

ソルに与える影響を取得 

SQL_CONNECT_ID 現在の接続IDを取得 
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C Microsoft ODBC 3.0 プログ

ラマーズリファレンスの誤

記述 

この付録は、Microsoft ODBC 3.0 プログラマーズリファレンスの記述ミス

のリストです。 

C.1 SQLParamData 
現在の状態がS8の場合、SQLParamDataを呼び出した後、ドライバはODBC 
3.0で定義されたSQL_SUCCESSでは無く、SQL_NEED_DATAを返しま

す。 

C.2 SQLPrepare 
現在の状態がS2の場合、結果セットが空であると予想される場合

SQLPrepareを呼び出した後、その状態はS3に遷移するはずです。 

現在の状態がS3の場合、SQLPrepareを呼び出した後に結果セットが生成さ

れない場合、その状態はS2に遷移するはずです。 
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D データ型 

ドライバは、データソース特有のSQLデータ型をODBC SQLデータ型やド

ライバ特有のSQLデータ型にマップします。各SQL データ型は、ODBC C 
のデータ型に対応します。アプリケーションでは、SQLBindColや
SQLGetData、或いはSQLBindParameterで、fCType引数と共に正しいCのデ

ータ型を指定します。データをデータソースに送信する前に、ドライバは

指定したCのデータ型から変換し、データソースからデータを回収する前

に、ドライバは指定したCのデータ型に変換します。 

この付録では、以下のトピックについて解説します。 

• ODBC SQLのデータ型 

• ODBC C のデータ型 

• ODBCの初期設定のCデータ型 

• SQLのデータ型の精度、スケール、サイズ、表示サイズ 

• データ型の変換 
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D.1 ODBC SQLのデータ型 

以下の表は、ODBC SQLのデータ型(fSqlTypeの欄)とそれに対応する

DBMasterのSQLのデータ型(SQL データ型の欄)のマッピングのリストで

す。データ型の詳細も合わせて説明します。 

 
FSQLTYPE SQLデータ型 説明 
SQL_CHAR CHAR(n) 固定長nの文字列(1 <= n <= 3992) 

SQL_VARCHAR VARCHAR(n) 最大長nの可変長文字列(1 <= n <= 3992) 

SQL_LONGVARCH
AR 

LONG VARCHAR 最大長2GBの可変長文字 

SQL_DECIMAL DECIMAL(p,s)
1

DECIMAL(p) 

DECIMAL 

精度pとスケールs、符号付の正確な数値 
(1<= p <= 17; 0 <= s <= p) 
(6<= p <= 17; s = 6) 
(p = 17; s = 6) 

SQL_SMALLINT SMALLINT 精度5とスケール0、符号付の正確な数値 
(32,768 <= n <= 32,767) 

SQL_INTEGER INTEGER 精度10とスケール0、符号付の正確な数値   
(-231 <= n <= 231 -1) 

SQL_REAL2 FLOAT 仮数部の精度7、符号付の概数 (10-38～1038) 

SQL_FLOAT DOUBLE 仮数部の精度15、符号付の概数 (10^-308～
10^308) 

SQL_DOUBLE DOUBLE 仮数部の精度15、符号付の概数  (10^-308～
10^308) 

SQL_FILE3 FILE DBMaster特有のデータ型。FILEカラムのデ

ータを外部ファイルとして保存。 

                                                           
1 p (精度)は合計桁数、s (スケール)は小数点の右側の桁数です。 

2 このデータ型の定義は、DBMasterとODBC 2.0で僅かに異なります。 

3 DBMasterでサポートしている拡張データ型は、ODBC 2.0には含まれていません。 
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FSQLTYPE SQLデータ型 説明 
SQL_BINARY BINARY(n) 固定長nのバイナリ・データ (1 <= n <= 3992)

SQL_LONGVARBI
NARY 

LONG 
VARBINARY 

最大長2GBの可変長バイナリ・データ 

SQL_DATE DATE 日付データ 

SQL_TIME TIME 時間データ 

SQL_TIMESTAMP TIMESTAMP 日付と時間両方を含むデータ 

SQL_WCHAR 

 

WCHAR(n) 

 
固定ストリング最大長 n のUnicode文字ス

トリング (1<=n<=1996) 

SQL_WLONGVARCH
AR 

 

WLONGVARCHAR

 
最大長2GBの可変長Unicode文字データ (文

字最大長 1GB) 

SQL_WVARCHAR 

 

 

WVARCHAR(n) 

 
ストリング最大長nの可変長Unicode文字ス

トリング (1<=n<=1996) 

D.2 ODBCのCデータ型 

ODBCのCデータ型は、アプリケーションでデータを保存するために使用

します。引数fCTypeがあるSQLBindParameter、SQLBindCol、SQLGetData
関数の中で指定されます。以下の表は、fCTypeの有効値、各fCType値を

取るODBCのCデータ型、WindowsとUNIX環境に対応するCデータ型の一

覧です。 

 
FCTYPE ODBC C Typedef Cデータ型 バイト 
SQL_C_CHAR UCHAR FAR * unsigned char FAR * 4 
SQL_C_SSHORT SWORD short int 2 
SQL_C_SHORT SWORD short int 2 
SQL_C_USHORT UWORD unsigned short int 2 
SQL_C_SLONG SDWORD long int 4 
SQL_C_LONG SQL_C_SLONGと同様   
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FCTYPE ODBC C Typedef Cデータ型 バイト 
SQL_C_ULONG UDWORD unsigned long int 4 
SQL_C_FLOAT SFLOAT Float 4 
SQL_C_DOUBLE SDOUBLE Double 8 
SQL_C_BINARY UCHAR FAR * unsigned char FAR * 4 
SQL_C_DATE DATE_STRUCT struct 

tagDATE_STRUCT { 

SWORD year;1

UWORD month;2

UWORD day;3

} 

6 

SQL_C_TIME TIME_STRUCT Struct 
tagTIME_STRUCT { 

UWORD hour;4

UWORD minutes;5

UWORD second6; 

} 

6 

SQL_C_TIMESTA
MP 

TIMESTAMP_STRUCT struct 
tagTIMESTAMP_STRUCT 
{ 

SWORD year;1 

UWORD month;2 

UWORD day;3 

UWORD hour;4 

UWORD minutes;5 

16 

                                                           
1yearの有効値の範囲は、1～9999です。 

2monthの有効値の範囲は、1～12です。 

3 dayの有効値の範囲は、1～その月の日数です。 

4 hourの有効値の範囲は、0～23です。 

5 minuteの有効値の範囲は、0～59です。 

6 secondの有効値の範囲は、0～59です。 
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FCTYPE ODBC C Typedef Cデータ型 バイト 
UWORD second;6 

UDWORD fraction1; 

} 

SQL_C_WCHAR SQLWCHAR FAR* unsigned short FAR* 4 

SQL_C_BOOKMAR
K 

UDWORD unsigned long int 4 

SQL_C_DEFAULT 次節の「初期設定のCデータ型」を参照して下さい。 

D.3 ODBCの初期設定のCデータ型 

SQLBindCol、SQLGetData、SQLBindParameterの引数fCTypeに
SQL_C_DEFAULTを指定した場合、出力/入力バッファのCデータ型は、

バッファがバインドされるカラム又はパラメータのSQLデータ型に対応し

ているとドライバでは想定します。以下の表は、各ODBC SQLのデータ型

に対する初期設定のCデータ型を示しています。 

 
SQLデータ型 初期設定のCデータ型 

SQL_CHAR SQL_C_CHAR 

SQL_VARCHAR SQL_C_CHAR 

SQL_LONGVARCHAR SQL_C_CHAR 

SQL_DECIMAL SQL_C_CHAR 

SQL_FILE2 SQL_C_CHAR 

SQL_SMALLINT SQL_C_SSHORT 

SQL_INTEGER SQL_C_SLONG  

                                                                                                                                      
1 fractionの有効値の範囲は、0～999,999,999です。例えば、500,000,000は0.5秒を表します。

1,000,000は1000分の1秒、1,000は100万分の1秒、1は10億分の1秒を表します。 

2このデータ型の定義は、DBMasterとODBC 2.0で僅かに異なります。 
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SQLデータ型 初期設定のCデータ型 

SQL_REAL SQL_C_FLOAT 

SQL_FLOAT SQL_C_FLOAT 

SQL_DOUBLE SQL_C_DOUBLE 

SQL_BINARY SQL_C_BINARY 

SQL_LONGVARBINARY SQL_C_BINARY 

SQL_DATE SQL_C_DATE 

SQL_TIME SQL_C_TIME 

SQL_TIMESTAMP SQL_C_TIMESTAMP 

SQL_WCHAR SQL_C_WCHAR 

SQL_WLONGVARCHAR SQL_C_WCHAR 

SQL_WVARCHAR SQL_C_WCHAR 

D.4 精度、スケール、サイズ、表示サイズ 

SQLColAttributes、SQLColumns、SQLDescribeColは、表にあるカラムの精

度、スケール、サイズ、表示サイズを返します。SQLDescribeParamは、

SQL文のパラメータの精度やスケールを返します。SQLBindParameterは、

SQL文のパラメータに精度やスケールをセットします。SQLGetTypeInfo
は、データソースにあるSQLのデータ型の最大精度と最小/最大スケールを

返します。以下の表は、各ODBC SQLデータ型の精度、スケール、サイ

ズ、表示サイズです。‘—‘ は、意味の無い値や対応するデータ型を判断で

きない値を表します。例えば、スケールは日付データには適用できませ

ん。また、SQL_LONGVARCHARの精度は、何バイトのデータが保存さ

れているかを参照するだけなので、判断することはできません。 
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FSQLTYPE SQLのデータ型 精度1 スケー

ル2
サイズ 表示 

サイズ 
SQL_CHAR CHAR(n) n — n n 
SQL_VARCHAR VARCHAR(n) n —  n n 
SQL_LONGVARCHAR LONG VARCHAR — — — — 
SQL_DECIMAL3 DECIMAL(p,s) p S (p+3)/2 p+2 
SQL_FILE3 FILE 79 — 79 — 
SQL_SMALLINT SMALLINT 5 0 2 6 
SQL_INTEGER INTEGER 10 0 4 11 
SQL_REAL FLOAT 7 — 4 13 
SQL_FLOAT FLOAT 7 — 4 13 
SQL_DOUBLE DOUBLE 15 — 8 22 
SQL_BINARY BINARY(n) n — n 2n 
SQL_LONGVARBINARY LONG 

VARBINARY 
— — — — 

SQL_DATE DATE 11 — 6 11 
SQL_TIME TIME 15 3 6 15 
SQL_TIMESTAMP TIMESTAMP 27 3 16 27 
SQL_WCHAR WCHAR(n) n — 2n 2n 
SQL_WLONGVARCHAR WLONGVARCHAR n — 2n 2n 
SQL_WVARCHAR WVARCHAR(n)  — — — — 

                                                           
1 日付、時間、タイムスタンプの精度は、全て日付、時間、タイムスタンプの形式

(dd/mon/yyyy、hh:mm:ss.nnn tt、dd/mon/yyyy hh:mm:ss.nnn tt)の最大長である、最大表示サイズ

で定義されます。 

2 時間とタイムスタンプのスケールは3です。分数部の桁数はDBMasterによって正確に許容され

ることを意味します。 

3 このデータ型の定義は、DBMasterとODBC 2.0で僅かに異なります。 
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D.5 データ型の規則 

以下の2節でデータ型の変換について説明します。1つはSQLからCへのデ

ータ変換で、もう1つはCからSQLのデータ変換です。各節で、データ型の

変換結果を示す例を紹介します。 

SQLからCのデータ変換 

SQLFetchでデータを回収する前に、回収したデータを変換するデータ型を

SQLBindColの引数fCTypeで指定します。ドライバは、SQLBindColの引数

rgbValueで指定した場所にデータを保存します。SQLGetDataでも似通った

状況になります。次のページの表は、DBMasterに備わっているSQLデータ

型からCデータ型へのデータ型変換のリストです。 
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SQL DATA TYPE    
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SQL_CHAR z {

SQL_VARCHAR z {

SQL_LONGVARCHAR z {

SQL_DECIMAL z { { { { { {

SQL_FILE z {

SQL_SMALLINT { { z { { { {

SQL_INTEGER { { { { z { {

SQL_REAL { { { { { z {

SQL_FLOAT { { { { { z {

SQL_DOUBLE { { { { { { z

SQL_BINARY { z

SQL_LONGVARBINARY { z

SQL_DATE { { z

SQL_TIME { {

SQL_TIMESTAMP { { { { z

z - 初期設定変換
{ - サポートする変換

{

{

{

z {

 

 

次の3ページにわたる表は、如何にしてDBMasterでSQLデータ型をCデータ

型に変換するかを表しています。ODBCの標準との違いは、各ページの下

部の脚注に記述しています。 
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SQLデータ型 SQLの
データ

Cのデータ型 Cの

ｻｲｽﾞ

Cのデータ SQL 
STATE 

SQL_CHAR abcdef SQL_C_CHAR 7 abcdef\0 N/A 

SQL_CHAR abcdef SQL_C_CHAR 6 abcde\0 01004 

SQL_CHAR abcdef SQL_C_BINARY 6 Abcdef N/A 

SQL_CHAR abcdef SQL_C_BINARY 5 Abcde 01004 

SQL_VARCHAR SQL_CHARと同様 

SQL_LONGVARCH
AR 

SQL_CHARと同様 

SQL_DECIMAL 1234.56 SQL_C_CHAR 8 1234.56\0 N/A 

SQL_DECIMAL 1234.56 SQL_C_CHAR 5 1234\0 01004 

SQL_DECIMAL 1234.56 SQL_C_CHAR 4 — 22003 

SQL_DECIMAL 1234.56 SQL_C_FLOAT — 1234.56 N/A 

SQL_DECIMAL 1234.56 SQL_C_SHORT — 1234 01004 

SQL_SMALLINT 7890 SQL_C_CHAR 5 7890\0 N/A 

SQL_SMALLINT 7890 SQL_C_CHAR 4 — 22003 

SQL_SMALLINT 7890 SQL_C_LONG — 7890 N/A 

SQL_INTEGER 65000 SQL_C_LONG — 65000 N/A 

SQL_INTEGER 65000 SQL_C_SSHORT — — 22003 

SQL_DOUBLE 1.23456
78 

SQL_C_DOUBLE — 1.2345678 N/A 

SQL_DOUBLE 1.23456
78 

SQL_C_FLOAT — 1.234567 N/A 

SQL_DOUBLE 1.23456
78 

SQL_C_SHORT — 1 01004 

SQL_FLOAT SQL_DOUBLEと同様 

SQL_REAL SQL_DOUBLEと同様 

SQL_DATE 1995-
11-29 

SQL_C_CHAR 11 1995-11-29\0 N/A 

SQL_DATE 1995-
11-29 

SQL_C_CHAR 10 — 220031

                                                           
1出力データと戻りコードは、ユーザーがセットするデータ出力形式に対応しています。日付の

出力形式がyyyy-mm-ddの場合、ユーザーのバッファ・サイズは最低11バイトにセットする必

要があります。さもないと、エラーになります。 
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SQLデータ型 SQLの
データ

Cのデータ型 Cの

ｻｲｽﾞ

Cのデータ SQL 
STATE 

SQL_DATE 1995-
11-29 

SQL_C_CHAR 10 11-29-95\0 N/A1

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 19 22:11:33.320
\0 

N/A 

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 12 22:11:33.32\
0 

010042

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 11 22:11:33.3\0 010042 

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 10 22:11:33\0 010041 

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 9 22:11:33\0 010042 

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR 8 — 220033

SQL_TIME 22:11:3
3.32 

SQL_C_CHAR  10 PM\0 N/A4

SQL_TIMESTAMP 1995-
11-29 
23:54:3
8.234 

SQL_C_CHAR 24 1995-11-29 
23:54:38.234
\0 

N/A 

SQL_TIMESTAMP 1995-
11-29 
23:54:3
8.234 

SQL_C_CHAR 22 1995-11-29 
23:54:38.2\0 

010045

SQL_TIMESTAMP 1995-
11-29 

SQL_C_CHAR 19 — 220031

                                                           
1出力データと戻りコードは、ユーザーがセットするデータ出力形式に対応しています。日付の

出力形式がmm-dd-yyの場合、ユーザーのバッファ・サイズは最低9バイトにセットする必要

があります。さもないと、エラーになります。 

2出力データと戻りコードは、ユーザーがセットするデータ出力形式に対応しています。時間の

出力形式をhh:mm:ss.fffのように分数部を指定し、ユーザーのバッファが分数桁を代入するス

ペースが足りない場合、データが切り捨てられるという警告メッセージが戻ります。 

3 時間の出力形式にhh:mm:ssのように秒の欄があり、ユーザーのバッファに秒値を代入するスペ

ースが足りない場合、エラーが戻ります。 

4 時間の出力形式にhh ttを指定した場合、minuteとsecondデータが無くなっても、ユーザーは時

間の情報だけが必要なのでエラーは発生しません。 

5 3と同じ理由 
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SQLデータ型 SQLの
データ

Cのデータ型 Cの

ｻｲｽﾞ

Cのデータ SQL 
STATE 

23:54:3
8.234 

SQL_TIMESTAMP 1995-
11-29 
23:54:3
8.234 

SQL_C_CHAR 19 11/29/95 
23:54:38\0 

N/A2

SQL_BINARY 15 ABCDEFG SQL_C_CHAR 65666768696A
6B\0 

N/A 

SQL_BINARY ABCDEFG SQL_C_CHAR 14 65666768696A
6\0 

01004 

SQL_BINARY ABCDEFG SQL_C_BINARY 7 ABCDEFG N/A 

SQL_BINARY ABCDEFG SQL_C_BINARY 6 ABCDEF 01004 

SQL_LONGVARBI
NARY 

SQL_BINARYと同様 

SQL_FILE abcdefg SQL_C_CHAR 8 abcdefg\0 N/A3

SQL_FILE abcdefg SQL_C_FILE 8 student\0 N/A4

CからSQLのデータ変換 

アプリケーションでSQLExecuteやSQLExecDirectを呼び出す時、ドライバ

はアプリケーションにある格納場所からSQLBindParameterにバインドする

パラメータのデータを回収します。必要に応じて、ドライバがデータソー

スにデータを送信する前に、SQLBindParameterのfCType引数で指定したデ

ータ型から、SQLBindParameterのfSqlType引数で指定したデータ型に変換

                                                                                                                                      
1時間の出力形式にhh ttを指定した場合、minuteとsecondデータが無くなっても、ユーザーは時間

の情報だけが必要なのでエラーは発生しません。 

2 タイムスタンプ形式の規則は、上記の日付形式の規則と時間形式の規則を合わせたものです。

つまり、日付形式がmm/dd/yyで、時間形式がhh:mm:ssの場合、バッファ・サイズは最低18 (8 
+ 1 + 8 + 1)必要です。さもないと、エラーになります。 

3 カラムのデータ型がFILEの場合、SQL_C_CHARでこのカラムをバインドすると、ユーザーの

バッファにこのファイルの内容をフェッチします。例えば、abcdefgが'homework'というファ

イルの内容の場合、abcdefgはユーザーのバッファの中に代入されます。 

4 7と同様の例、但しSQL_C_FILEを使ってこのカラムをバインドする場合、ユーザーのバッファ

で指定した新規ファイル(例 student)の中にそのファイルの内容をフェッチします。 
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します。data-at-executionパラメータでは、アプリケーションはSQLPutData
と共にパラメータを送信します。次の表は、DBMasterでサポートする

ODBC C のデータ型からODBC SQLのデータ型への変換を示しています。 
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SQL_C_CHAR z z z z z { { { { { { { { { {

SQL_C_SSHORT { { { { { {

SQL_C_SHORT1 { z { { { {

SQL_C_SLONG { { { { { {

SQL_C_LONG1 { { z z { {

SQL_C_FLOAT { { { { { {

SQL_C_DOUBLE { { { { z z

SQL_C_BINARY z z

SQL_C_DATE { z

SQL_C_TIME { z

SQL_C_TIMESTAMP { {

SQL_C_FILE { {

{

{

{ z

 

次の3ページにわたる表は、DBMasterがどのようにCのデータ型をSQLのデ

ータ型に変換するかを示しています。DBMasterとODBC 3.0の仕様の違い

は、ページの下部に記述しています。 

                                                           
1  このデータ型のふるまいは、表の以前のデータ型と同じです。 
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Cのデータ型 Cのデータ SQLのデータ型 COL
長 

SQLの  

データ 
SQL 
STATE 

SQL_C_CHAR Abcdef\0 SQL_CHAR 6 abcdef N/A 

SQL_C_CHAR abcdef\0 SQL_CHAR 5 abcde 01004 

SQL_C_CHAR 1234.56\0 SQL_DECIMAL 6,2 1234.56 N/A 

SQL_C_CHAR 1234.56\0 SQL_DECIMAL 5,1 1234.5 01004 

SQL_C_CHAR 1234.56\0 SQL_DECIMAL 6,3 — N/A 

SQL_C_CHAR 1234\0 SQL_INTEGER — 1234 N/A 

SQL_C_CHAR 1234.56\0 SQL_INTEGER — 1234 01004 

SQL_C_CHAR 1234567891
2\0 

SQL_INTEGER — — 22003 

SQL_C_CHAR abcdef\0 SQL_INTEGER — — 22005 

SQL_C_CHAR abcdef\0 SQL_SMALLINT — — 22005 

SQL_C_CHAR 1234.56\0 SQL_FLOAT — 1234.56 N/A 

SQL_C_CHAR 1234.5678\
0 

SQL_FLOAT — 1234.5678 N/A 

SQL_C_CHAR 1.23456e+4
\0 

SQL_FLOAT — 1234.56 N/A 

SQL_C_CHAR abcdef\0 SQL_FLOAT — — 22005 

SQL_C_CHAR  SQL_DOUBLE    SQL_FLOATと同様 

SQL_C_CHAR 666768696A
6b\0 

SQL_BINARY 6 BCDEFG N/A 

SQL_C_CHAR 666768696A
6\0 

SQL_BINARY 6 BCDEF N/A 

SQL_C_CHAR 666768696A
6b\0 

SQL_BINARY 5 BCDEF 01004 

SQL_C_CHAR HHKKLLMM\0 SQL_BINARY 6 — 22005 

SQL_C_CHAR 1995-11-
29\0 

SQL_DATE — 1995-11-
29 

N/A 

SQL_C_CHAR 1995-11-29 
00:00:00.0
0\0 

SQL_DATE — 1995-11-
29 

N/A 

SQL_C_CHAR 1995-11-29 
23:54:38.2
3\0 

SQL_DATE — 1995-11-
29 

01004 
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Cのデータ型 Cのデータ SQLのデータ型 COL
長 

SQLの  

データ 
SQL 
STATE 

SQL_C_CHAR 1995/22/33 SQL_DATE — — 22008 

SQL_C_CHAR 17:18:19.1
23 

SQL_TIME — 17:18:19.
123 

N/A1

SQL_C_CHAR 1995-11-29 
17:18:19.1
23 

SQL_TIMESTAMP — 1995-11-
29 
17:18:19.
123 

N/A 

SQL_C_CHAR homework\0 SQL_FILE 9 abcdefg N/A2

SQL_C_SHORT 7890 SQL_SMALLINT — 7890 N/A 

SQL_C_SSHORT 7890 SQL_VARCHAR — — S1C00 

SQL_C_SSHORT 7890 SQL_BINARY — — 07006 

SQL_C_SSHORT 7890 SQL_SMALLINT — 7890 N/A3

SQL_C_SSHORT 7890 SQL_INTEGER — 7890 N/A 

SQL_C_USHORT 7890 SQL_INTEGER — 7890 N/A 

SQL_C_LONG 7890 SQL_INTEGER — 7890 N/A 

SQL_C_SLONG 7890 SQL_INTEGER — 7890 N/A 

SQL_C_ULONG 7890 SQL_INTEGER — 7890 N/A 

SQL_C_FLOAT 1234.00 SQL_INTEGER — 1234 N/A 

SQL_C_FLOAT 1234.56 SQL_INTEGER — 1234 01004 

SQL_C_FLOAT 1234567.24 SQL_SMALLINT — — 22003 

SQL_C_FLOAT 1234.56 SQL_DECIMAL 6,2 1234.56 N/A 

SQL_C_FLOAT 1234.56 SQL_DECIMAL 5,1 1234.5 01004 

SQL_C_FLOAT 1234.56 SQL_DECIMAL 6,3 — 22003 

SQL_C_DOUBLE SQL_C_FLOA
Tと同様 

    

SQL_C_BINARY ABCDEF SQL_BINARY 6 ABCDEF N/A 

SQL_C_BINARY ABCDEF SQL_BINARY 5 ABCDE 01004 

SQL_C_DATE 1996,3,8 SQL_DATE — 1996,3,8 N/A 

                                                           
1 日付の入力形式に従います。 

2 'homework'というサーバーに1つのファイルがある場合、SQL_C_CHARを使って、指定する

FILE カラム・リンクをファイル'homework'にリンクさせるパラメータをバインドします。 

3 SQL_C_SSHORT、SQL_C_SHORT、SQL_C_SLONG、SQL_C_LONG、SQL_C_FLOAT、
SQL_C_DOUBLEは、数値のODBC Cデータ型です。 
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Cのデータ型 Cのデータ SQLのデータ型 COL
長 

SQLの  

データ 
SQL 
STATE 

SQL_C_DATE 1996,3,8 SQL_TIME — — 070061

SQL_C_DATE 1996,3,8 SQL_TIMESTAMP — 1996,3,8, 
0,0,0,0 

N/A2

SQL_C_TIME 13,14,15 SQL_DATE — — 070063

SQL_C_TIME 13,14,15 SQL_TIME — 13,14,15 N/A 

SQL_C_TIME 13,14,15 SQL_TIMESTAMP — 1996,3,8, 
13,14,15 

N/A4

SQL_C_TIMEST
AMP 

1996,3,8, 
13,14,15, 
160000000 

SQL_DATE — 1996,3,8 010045

SQL_C_TIMEST
AMP 

1996,3,8, 
13,14,15, 
160000000 

SQL_TIME — 13,14,15 010046

SQL_C_TIMEST
AMP 

1996,3,8, 
13,14,15, 
160000000 

SQL_TIMESTAMP — 1996,3,8, 
13,14,15, 
160000000

N/A 

SQL_C_TIMEST
AMP 

1996,3,8, 
13,14,15, 
167800000 

SQL_TIMESTAMP — 1996,3,8, 
13,14,15, 
167000000

010047

SQL_C_FILE homework\0 SQL_LONGVARCHA
R 

6 abcdefg N/A1

                                                           
1 SQL_C_DATEは、SQL_TIMEに変換できません。 

2 SQL_C_DATEをSQL_TIMESTAMPに変換する時、タイムスタンプの時間の部分はゼロにセッ

トされます。 

3 SQL_C_TIMEは、SQL_DATEに変換できません。 

4 SQL_TIMEをSQL_C_TIMESTAMPに変換する時、タイムスタンプの日付部分は、現在の日付に

セットされます。 

5 SQL_C_TIMESTAMPをSQL_DATEに変更する時、時間部分がゼロの場合、「データが切り捨

てられました」の警告メッセージが戻ります。 

6 SQL_C_TIMESTAMPをSQL_TIMEに変換する時、分数部分がゼロの場合、「データが切り捨て

られました」の警告メッセージが戻ります。 

7 decimalの後に4桁以上ある場合、タイムスタンプの分数部分のdecimalの後に3桁しかないと想

定され、警告メッセージが戻ります。 
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1 クライアント側に'homework'というファイルが1つあり、その内容がabcdefgの場合、

SQL_C_FILEを使って、BLOBカラムかFILEカラムにその内容を挿入するパラメータをバイン

ドします。 
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E ODBCログ関数 

この章では、ODBC関数のトレース・ログについてDBMasterがサポートし

ている全環境設定を列記しています。windowsプラットフォームで

MicrosoftのODBCドライバマネージャを経由してODBC関数をトレースす

ることができます。但し、ドライバマネージャ自身に呼ばれた関数のログ

はとりません。加えてMicrosoftのログ関数は、全ODBC関数をトレースす

るようにログをON/OFFにセットするか、或いはそれら全てをトレースし

ないかのいずれかにしかセットできません。また、windowsのプラットフ

ォームでしか使用することができません。DBMasterでは、ログをON/OFF
にセットできるだけでなく、ログを取るODBC関数を指定することができ

るより強力なログ機能を備えています。 

dmconfig.iniに、“DM_COMMON_OPTION”という名前の特殊なセクション

をセットし、このセクションにODBCのログ機能を有効/無効にするための

様々なキーワードをセットする必要があります。 

注: あとからODBC関数のログを取らないことにした場合は、必ず

“DM_COMMON_OPTION”セクションを削除するか、トレーシングをOFF
にするためにLG_TRACE = 0にセットして下さい。さもないと、このログ

機能は、データソースに実行したアクション全てを記録します。 
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以下の表は、dmconfig.iniのログ機能でセットすることができるオ

プションとその解説と値の一覧です。 

 
オプションの 

キーワード 

解説 
 

値 
 

初期設定値 
 

LG_TRACE ログ機能にトレ

ース・フラグを

セット 

0-ODBCログ機

能をOFFにする

1-ODBCログ機

能をONにする 

0 

LG_PATH 出力ログファイ

ルへのパスをセ

ット。パスが無

効の場合、ログ

は出力されませ

ん。 

出力ログファイ

ルへのパス 
C:\odbclog.log 
(Win32の場合) 
./odbclog.log 
(Unixの場合) 

LG_TIME 各ODBC関数コー

ルが要した時間

を記録するかど

うかをセット。 

0-各ODBC関数

コールが要した

時間をログしな

い。 
1-各ODBC関数

コールが要した

時間をログす

る。 

0 

LG_PTFUN ログを取る関数

の一覧をセッ

ト。この一覧

は、0又はカンマ

(,)で区切った複

数のODBC関数名

を含む文字列で

す。 

関数一覧の文字

列。(例、
SQLGetDiagRec, 
SQLCloseCursor,
”) 

定義無し。(全
関数のログが

とられます。) 

LG_NPFUN ログを取らない

関数の一覧をセ

ット。この一覧

関数一覧の文字

列(例、
SQLGetDiagRec, 

“”   (空の文字

列、全関数の

ログが取られ
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オプションの 

キーワード 

解説 
 

値 
 

初期設定値 
 

は、0又はカンマ

(,)で区切った複

数のODBC関数名

を含む文字列で

す。このキーワ

ードは、

dmconfig.iniに
LG_PTFUNが定

義されていない

場合のみ有効で

す。 

SQLCloseCursor,
”) 

ます。) 
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